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本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。








　Contents









プロローグ

第一章　早起きのお嬢様

第二章　チーム・スカーレットの躍進

第三章　クレアの誕生日

第四章　騎士の誠意

第五章　風王騎士団シルフイード

第六章　学院都市の警備

第七章　ヴァレンティア聖せい祭さい

第八章　エリスの決意

第九章　最強の精霊使い

エピローグ
















　　口絵・本文イラスト●桜はんぺん

　　編集●庄司智








プロローグ






　三年前──精霊剣舞祭ブレイドダンスの試合会場。




「娘よ、ヴェルサリアの剣舞をよく見ておけ。いずれおまえも帝国の威信を背負い、精霊剣舞祭を戦うことになるのだから」

「はい、お祖じ父い様さま」

　老齢の祖父──ファーレンガルト公の言葉に、少女は凛りんとした声でうなずいた。

　強い光をたたえた鳶とび色いろの瞳ひとみ。鋭く吊つり上がった柳りゆう眉び。

　目の覚めるような蒼あおい髪をポニーテールにしてくくっている。

　誰だれもが振り向くような可か憐れんな美少女だが、その表情に媚こびや甘さは一切ない。

　触れれば切れそうな、抜き身の刃やいばのような雰囲気だ。

　エリス・ファーレンガルト。

　幼少の頃ころから精霊使いとしての才能をあらわし、来年の春にはオルデシア帝国で唯一の精霊使い養成機関、アレイシア精霊学院への入学が決まっている。

　前途有望な帝国精霊騎士のエリート候補生である。

　エリスは観覧席から身を乗りだし、真下の闘技場を見下ろした。

　やわらかい胸が鉄てつ柵さくにあたって擦れる。彼女の最近の悩みは、おなじ年とし頃ごろの少女たちとくらべて胸がやや成長しすぎていることだった。

（……まったく、胸など剣を振るう邪魔になるだけではないか）

　この話をすると、周囲の少女たちは決まって羨うらやましがるのだが──

　色いろ恋こい沙ざ汰たにまったく興味のないエリスにとっては、大きな胸など邪魔でしかない。

（……恋愛などくだらない。私は騎士になるのだ。義あ姉ね上うえのような立派な騎士に）

　エリスが拳こぶしを強く握り締めた、そのときだ。

　闘技場に割れるような喝かつ采さいがわき起こった。

　西門から、オルデシア帝国代表の精霊使いが入場してきたのだ。

　それは、星の輝きを集めて精錬したような、美しいブロンドの髪の少女だった。

　繊細な彫刻のほどこされた白はく銀ぎんの甲かつ冑ちゆう。

　赤い外がい套とうをなびかせるその姿は、さながら凱がい旋せんする将軍のようだ。

　ヴェルサリア・イーヴァ・ファーレンガルト。

　ランバール戦争で没落した下級貴族の娘。精霊使いとしての才能を見込まれ、ファーレンガルト家の養子に迎えられた、エリスの二つ年上の義姉である。

　アレイシア精霊学院の初等生にして、各国の精鋭が集まる精霊剣舞祭ブレイドダンスの代表選手。

　精霊剣舞祭の代表が初等生から選ばれるのは、アレイシア精霊学院の長い歴史の中でも前代未聞の出来事だ。

　そんな義姉に、エリスは理想の騎士の姿を重ね、彼女を心から尊敬していた。

　彼女が舞台の中央に進み出ると、こんどは東側の門から相手の精霊使いがあらわれた。

　腰まで伸ばした長い黒髪。裾すそに大きな切れ目の入った異国風の衣装。

　顔立ちはまだ幼いが、同性のエリスから見てもハッとするほど美しい少女である。

　その手には、可か憐れんな容姿に似つかわしくない、禍まが々まがしい闇やみ色いろの剣が握られていた。

「お祖じ父い様さま、あの娘こは？」

「レン・アッシュベル──無所属の精霊使いだ」

「無所属……どの国家や組織にも属していないということですか？」

「ああ。どうやら有力者の後押しがあったらしい。歳としはおまえとおなじ十三だそうだ」

「……」

　エリスは唇を噛かんだ。おなじ年齢でありながら、すでに精霊剣舞祭に出場している少女がいる──その事実が、純粋に悔しかった。

　そして、試合開始の鐘かねが鳴った。

　五大精霊王に奉納する最高位の神楽かぐら──精霊剣舞祭の火ひ蓋ぶたが切って落とされたのだ。

　即座にヴェルサリア・イーヴァの甲冑が展開──一瞬で戦闘形態に移行シフトした。

　きらめく光の粒子が複合装甲を構築。両肩から大型の主砲二基がせり出した。

　あれこそが、地上に君臨する難なん攻こう不ふ落らくの要よう塞さい。

　ヴェルサリア・イーヴァの精霊魔装エレメンタルヴアツフエ──静寂の要塞サイレント・フオートレス。

（……なんという契約精霊だ。いや、讃たたえるべきはあれを使役している義あ姉ね上うえか）

　ヴェルサリアの契約精霊は、とある古城の地下に封じられていた古代の封印精霊だ。

　その凶暴さゆえに、並の精霊使いには契約することさえ不可能といわれる封印精霊。

　それを、彼女は完かん璧ぺきに制御していた。

　いまのエリスは、契約精霊を精霊魔装エレメンタルヴアツフエに展開することさえできない。

　目標とする義姉との実力差を思い知らされ、忸じく怩じたる思いに駆られる。

（私は、いつか義姉上の背中に追いつけるだろうか……）

　ヴェルサリアが手を振り上げ──両肩の主砲が一度に火を噴いた。

　彼女は優美な剣舞を好まない。立ち向かってくる相手には、常に全身全霊の最大火力を叩たたき込む──きわめてシンプルな戦闘スタイルだ。

　耳をつんざく轟ごう音おん。闘技場に無数の火柱が上がった。

　終わった──エリスだけではない、数千の観客全員がそう確信した。

　だが。

「え？」

　エリスがハッと目を見開く。

　土煙が晴れたそこに──

　あの黒髪の少女の姿はなかった。

（まさか!?）

　刹せつ那な、甲かん高だかい金属音が響いた。

　いつのまにか──少女は、ヴェルサリアの眼がん前ぜんに移動していた。

　黒髪をなびかせた少女の魔剣が、静寂の要塞サイレント・フオートレスの複合装甲を貫いている。

　直後、血ち飛沫しぶきのようにほとばしる黒い霧。

　装甲を破壊されたヴェルサリアが、ゆっくりと地面にくずおれた。

　おとずれる静寂。

　そして──

　ようやく事態に気付いた観客のあいだから、割れるような喝かつ采さいが上がる。

　信じられない結果だった。武門の筆頭であるファーレンガルト公こう爵しやく家けの騎士を、まだ年端もいかない無名の精霊使いが倒したのだ。

「……」

　エリスは困惑しながらも、ヴェルサリアを倒した黒髪の少女に魅入っていた。

　尊敬する義姉を倒した精霊使い──本来ならば、憎むべき相手なのかもしれない。

　だが、そのときエリスが胸に抱いたのは、憎しみとは正反対の感情だった。

　十三歳。おなじ年齢でありながら、圧倒的な強さをみせつけた少女。

（いつか私も、あんなふうに──）

　芽生えた淡い憧あこがれは、やがて明確な目標となってエリスの胸に刻まれる。

　最強の剣舞姫ブレイドダンサー──レン・アッシュベルの名と共に。






第一章　早起きのお嬢様






　チュンチュン……。

　さえずる小鳥の啼なき声。さわやかな陽光が窓から斜めに射さし込こんでいる。

「……う……ん」

　早朝六時。カミトは眠い目をこすりつつ目を覚ました。

　ぼさぼさの黒髪を手て櫛ぐしで梳とかし、まずはいつものようにシーツの中を確認する。

「よし、今日は大丈夫だな」

　カミトはほっと安あん堵どの息をついた。

　最近は、全裸の剣精霊が添い寝していることがあるので油断できないのだ。

　ひと安心したところで、シーツを手早くたたんで起きあがる。

「……朝食作らないとな」

　同居人であるクレアたちの朝食は、毎朝カミトが作ることになっていた。

　まあ、もともと料理は嫌いではないし、居候の身なので文句はない。

「トーストにサラダにベーコンエッグ……今日は特別にゆで卵をつけてやるか」

　なにしろ今朝は絶対に落とせないチーム対抗戦があるのだ。チームメイトの二人と相棒の剣精霊には、なるべくいいものを食べて英気を養ってもらいたい。

　あの鉱山都市での任務から一週間。

　チーム・スカーレットに新たなメンバーが加わった。

　オルデシア帝国の元第二王女にして〈神しん儀ぎ院いん〉第二位の姫ひめ巫み女こ。

　フィアナ・レイ・オルデシア。

　かつて喪失の精霊姫ロスト・クイーンと呼ばれていた彼女は、精霊契約の力を取り戻すため、カミトを籠ろう絡らくして精霊剣舞祭ブレイドダンスに参加しようとしていた。

　結局、彼女は自分の力で精霊契約の力を取り戻すことができたのだが──目的がかなったあともなぜか学院に残り続け、チーム・スカーレットに入ることになったのだ。

　クレアは不満そうだったが、精霊剣舞祭まですでに数週間を切っていることもあり、しぶしぶ彼女をチームに迎え入れた。

　個人戦だった三年前とは違い、こんどの精霊剣舞祭はチーム戦だ。五人のチームメイトを集めなければ出場資格すら得られない。それに、精霊契約の力を取り戻したフィアナの実力は、クレアも認めざるをえないものだった。

　精霊姫の養成機関──〈神儀院〉出身の彼女は、戦闘訓練こそ受けていないものの、儀式神楽かぐらを舞うことによって多彩な戦闘支援ができる。

　また、彼女の契約精霊〈ゲオルギウス〉は、カミトたちが苦手とする〈防衛〉専門の騎士精霊だ。彼女の加入によって、チームのバランスはぐっと安定感を増した。

　鉱山都市でのＳランク任務の達成。そして学内対抗戦による連戦連勝。

　チーム・スカーレットの学内ランキングは、いまや飛ぶ鳥を落とす勢いだ。

　この調子なら、現在、第三位にいるエリスのチームに追いつくことも夢ではない。

「あとは、あの二人がもうちょっと仲よくなってくれればいいんだがな」

　やれやれ、と肩をすくめながらキッチンへと向かうと──

「ん？」

　キッチンからカチャカチャと食器の鳴る音がする。

　そして漂ってくる濃厚な甘い匂におい。ちょっと焦げたビターな香りだ。

（この匂いは……ひょっとして、チョコレートか？）

　カミトは眉まゆをひそめ、忍び足でそっと近づいた。

　ドアの隙すき間まから、そっとキッチンを覗のぞきこむと──

「ちょっと、あんたなに入れてるのよ!?」

「ふふっ、焼いたイモリをすり潰つぶしたものよ♪」

　クレアとフィアナの声が聞こえてきた。

「なっ、なに考えてるのよ！　そんな気持ち悪いもの入れないで！」

「あら、神しん儀ぎ院いんでは普通に使っていたわよ。媚び薬やくとしての効能があるらしいわ」

「び、媚薬!?」

「ええ、これを食べればカミト君も夜の魔王の本性をあらわして、真夜中に襲ってくるかもしれないわね」

「お、襲うって……い、いったいなにをするの？」

「そうね……それはもう、蕩とろけちゃうくらいえっちなことよ」

「と、蕩け……う、嘘うそよ、いくらあいつでも、そんなこと──」

「しかも二人まとめて」

「二人まとめて!?」

「カミト君ならそれくらいしても驚かないわ」

「な、なな、なんて奴やつなの……ゆ、許せないわあの変態、消し炭よ消し炭！」

　声を震わせながら、バシンバシンッと鞭むちでなにかを叩たたく音。

（あいつら……）

　カミトはピクピクとこめかみをひきつらせた。

　……なんだか、ものすごい勢いで名誉を毀き損そんされている気がする。

（……っていうか、いつのまに俺おれは夜の魔王になったんだ？）

　カミトが理不尽な扱いに耐えているあいだにも、お嬢様二人の会話は続いていた。

「ふふっ、でも、強引な魔王モードのカミト君もたまにはいいじゃない」

「そ、それは……ううん、と、とにかくだめよっ、そんな怪しげなもの入れて、対抗戦の前にあいつがお腹なかこわしたらどうするのよ」

「あら、クレアこそ、その黒焦げの消し炭を食べさせるつもりなの？」

「う、うるさいわね……」

（……消し炭？）

　カミトがキッチンを覗のぞき込むと、なにやら黒い塊かたまりが皿の上に山盛りになっていた。

　ストーブ用の石炭……ではないようだ。

「ほんと、火ひ猫ねこ少しよう女じよの渾名あだなは伊だ達てじゃないわね。なんでも消し炭にするんだから」

「……っ、偽ぎ乳にゆう王おう女じよには言われたくないわ」

「あら、パッドなんてなくたって、クレアよりはずっと大きいわよ？」

「そ、その余分な脂肪ごと燃やされたいみたいね、お姫様」

　バチバチと火花を散らす二人。……朝早くから元気なことだ。

　なんだか一触即発の空気になってきたので──

「なあ、二人ともなにをやってるんだ？」

　カミトは、ようやくキッチンに姿をあらわした。

「ふあっ、カミト!?」「カミト君!?」

　二人はドキッとした様子で振り向くと、あわてて背後になにかを隠した。

「あ、あんた、もう起きてたの!?」

「ああ、今日は対抗戦だからな。いつもより早めに朝食を作ろうと──」

　そこで、カミトは思わず言葉を止めた。

　正面を向いたクレアの姿に、目を釘くぎ付づけにされたのだ。

「お、おまえ、その格好……」

「な、なによ……に、似合わないっていうなら、正直にそう言えば？」

　クレアは頬ほおを赤らめ、ふいっとそっぽを向いた。

　紅あかいツーテールの髪がわずかに揺れる。

　透き通った紅玉ルビーの瞳ひとみ。なめらかな白い肌に、可か憐れんな蕾つぼみのような桜色の唇。

　胸のふくらみこそなだらかではあるが、そのプロポーションは十二分に魅力的だ。

　認めたくはないが……本音を言えば、ものすごく可愛かわいい。

　容姿だけなら、美少女揃ぞろいのアレイシア精霊学院の中でもトップクラスの美少女だ。

　しかも、いまのクレアは、いつも見慣れている制服姿ではなかった。

　とても可愛らしい、フリル付きのエプロンを身に着けているのだ。

　悔しいことに……一瞬、本気でくらっときてしまった。

　小さな帽子が小柄な彼女に似合っていて、これまた反則的に可愛らしい。

　カミトはまいった、というように両手を上げてみせた。

「いや、すごく似合ってるよ。……可愛いぞ」

「……～っ、な、なな、なに言ってんのよ、ばかっ、ばかばかばかっ！」

　カアアッ……！

　ますます顔を赤らめ、ぽかぽかとカミトの胸を叩たたいてくるクレア。

「えっと、カミト君……私は？」

　フィアナがちょこんとひとさし指をくわえ、不満そうに言ってきた。

　こちらは黒いドレス調の制服に、クレアと揃そろいのエプロンを着けている。

　腰まで伸ばした艶つややかな黒髪。制服の胸もとにのぞく深い谷間。

　可か憐れんな睫まつ毛げにふちどられた薄うす闇やみ色の瞳ひとみは、どこか神秘的な光をたたえている。

　元王女様のフィアナも、クレアに負けず劣らずの美少女だ。

「……言わないとだめか？」

「女の子はちゃんと言葉にしてくれると嬉うれしいものよ」

　ふふっと悪戯いたずらっぽく微笑ほほえむフィアナ。

　カミトは観念したようにため息をつく。

「綺き麗れいだよ、フィアナも……って、朝からなに言わせるんだよ！」

「ふふっ、カミト君って意外とアレなのね」

「おまえが言わせたんだろ……」

　くすくすと悪戯っぽく笑うフィアナを、カミトは半眼で睨にらみ──

「っていうか、二人ともなにをやってたんだ？　その背中に隠してるのはなんだ？」

「そ、それは……」

　クレアとフィアナは急に顔を赤らめ、もじもじと指を絡ませた。

「うん？」

　カミトが眉まゆをひそめて追及すると──

「…………チョ、チョコレートよっ！」

[image: ]

　クレアは開き直ったように叫んだ。

「チョコレート？　お菓子作りにでも目覚めたのか？」

「ま、まあそんなとこね。ほら、もうすぐ〈ヴァレンティア聖せい祭さい〉じゃない。だから、その、練習してたのよ……か、勘違いしないでよねっ、あんたには味見くらいはさせてあげるけど、そ、それだけなんだからっ！」

　──。

　数百年前、火の精霊王に仕えた精霊姫、ヴァレンティア・サーデルカを記念する、オルデシア帝国ではポピュラーな祭さい儀ぎだ。

　本来は清めの炎ほのおで焼いた焼菓子を精霊に奉納する祭儀であるが──一般民衆のあいだでは『好意をよせている異性にチョコレートを渡す日』ということになっている。

「ん？　でも異性って、この学院には女の子しかいないはずじゃ──」

　カミトが指摘すると──

「あ、あたりまえでしょっ、これは友達にあげる友情チョコなんだから！　あんたはただの味見役。まったく、なな、なにを期待してるのかしら。まるでいやしい豚ね！」

　顔を真まっ赤かにしてまくしたてるクレア。

「……ひでえ。っていうか、おまえ友達いないだろ」

「い、いるわよ、友達くらい！　スカーレットとか、あとは……えっと、学園の庭に住みついてる野良猫のケティとか」

「……すまん、俺おれが悪かった」

　……どうやら地雷を踏んでしまったようだ。

「と、とにかく、ほら、せっかく作ったんだから、ありがたく食べなさいよね！」

　クレアは怒ったように言うと、例の消し炭の塊かたまりをカミトの前に突きだした。

「うっ……こ、これを……食べるのか？」

「な、なによ……あたしが早起きして作ったのよ！」

「いや、それはたしかにありがたいんだが……」

「カミト君、そんな消し炭じゃなくて、私のチョコを食べていいのよ」

　ふよんっ。

「フィアナ!?」

　突然、小悪魔の笑みを浮かべた元王女様が、やわらかな胸を押しつけてきた。

　パッドなどなくても十分に大きい胸の谷間には、ハート型のチョコレートがむぎゅっとはさみこまれている。

　クレアの消し炭と違い、こちらは食べられそうな見た目をしているが、騙だまされてはならない。この小悪魔お姫様、ある意味クレア以上に殺人級の料理の腕前なのだ。

（……さっき、媚び薬やくがどうとか言ってたしな）

「カミト、早くあたしのチョコを食べなさい！」

「ちょっと、私のカミト君メロメロ計画を邪魔しないで！」

　ぎゅうぎゅうと押し合いながらチョコレートを差し出してくる二人。

「いや、その、朝からそんな甘い物はだな……」

　カミトはたじたじとあとずさる。

　と、そのときだ。

　突然、リビングのドアが開き──

「カミト、私もチョコレートを作ってみました」

「エ、エスト!?」

　あらわれたのは、雪の妖よう精せいのような可か憐れんな美少女だった。

　燦さん然ぜんと輝く白はく銀ぎんの髪。しぼりたてのミルクのようになめらかな白い素肌。

　そして、淡い光彩を封じこめた、透明な紫紺ヴイオレツトの瞳ひとみ。

　剣精霊エスト。

　数週間前にカミトと契約を交わした、きわめて強大な力を持つ封印精霊だ。

「……」

　カミトは目を見開き、凍り付いたように固まった。

　クレアとフィアナも絶句している。

　全裸。素すっ裸ぱだか。

　ほとんど生まれたままの姿のエストがそこにいた。

　ほとんど、というのは脚に黒のニーソックスをはいているからだが──

　俗に裸ニーソと呼ばれるその格好は、ある意味、全裸よりも扇せん情じよう的てきだ。

「エスト、それは犯罪だ」

「エストは犯罪なのですか？」

　きょとん、と不思議そうに首をかしげるエスト。

「……ああ、エストはイケナイ犯罪者だ」

　カミトは混乱してよくわからないことを口走っていた。

「残念です。カミトはこのような格好を喜ぶと思いました」

「おまえは契約者をどういう目で見てるんだ……」

　カミトは半眼で深いため息をつく。

「で、エストもチョコレートを作ったって、どういうことだ？」

　エストの手にはチョコレートらしきものは見あたらない。

　かわりに、布製の小さなチューブを握っていた。

　よくケーキなどをデコレーションするときに使うものだ。

「はい、ここに」

　エストは無表情にうなずくと──

　にゅるるんっ。

「な──」

　なんと、なめらかな白い肌に、チョコレートで文字を描きはじめた！

「……」

　にゅるにゅる。にゅるるるるんっ。

　縦横無尽にほとばしる液体状のチョコレート。

　真っ白い処女雪のようなやわ肌に描かれるのは、神聖な精霊語。

　解読すると──『私を食べて』。

「エ、エスト!?」

　精霊語の意味を理解した途と端たん、カミトは顔を真まっ赤かにした。

「ふああっ、あ、あんた、契約精霊になんてこと教えてるのよ、へ、変態っ！」

「えっと……カミト君は、こ、こういうのが好きなの？」

　顔を真っ赤にして怒りだすクレアと、ちょっと引いた様子のフィアナ。

「まて、誤解だ！　おい、エスト──」

「カミト、私のチョコレートを舐なめてください」

　全裸のエストが、チョコレートまみれの姿で歩いてくる。

　目を覆う指の隙すき間まから覗のぞくその姿は、なんとも蠱こ惑わく的てきで、思わず心臓が跳ね上がる。

「……はやくしないと、溶けてしまいます」

「いや、ちょ、まて──」

　ドタドタドタドタッ！

　突然、廊下のほうで激しい足音が聞こえた。

　部屋のドアがバンッと勢いよく開き──

「カゼハヤ・カミト、いったいなにをして……なっ!?」

　あらわれたのは──

　学院の制服の上に、紺碧の軽甲かつ冑ちゆうを身に着けた少女騎士だった。

　凛りんとした鳶とび色いろの瞳ひとみ。きゅっと引き結んだ薔ば薇ら色いろの唇。

　目の覚めるような青い髪を、リボンでくくってポニーテールにしている。

　学院の風紀を取り締まる風王騎士団シルフイードの騎士団長。

　エリス・ファーレンガルト。

　部屋に飛びこんできた途端、彼女は鳶色の目を大きく見開いた。

「お、おのれ……な、な、なんという破は廉れん恥ちな……」

「ま、まて、エリス、違うぞ、これは俺おれの趣味というわけじゃなくてな──」

「見苦しいぞ、そんな言い訳が通用するとでも思っているのかっ！」

　ゴゴゴゴゴゴゴ……！

　眉まゆを吊つり上げるエリスの周囲で、轟ごう々ごうと凄すさまじい烈風が吹き荒れる。

　彼女は学院でもトップクラスの風精霊の使い手なのだ。

「君たちの部屋が騒がしいと通報を受けてきてみたが……まさか契約精霊に、こ、こんな変態的なことをさせていたとはな！」

　渦巻く烈風は部屋の家具を薙なぎ倒し、やがて巨大な魔鳥へと姿を変えた。

　ファーレンガルト家に仕える高位の魔風精霊──〈シムルグ〉だ。

「わ、私はっ……君のことを見直していたのにっ！」

　キッとカミトを睨にらむ目に、わずかに涙がにじんでいた。

「エ、エリス、ちが──」

「問もん答どう無む用ようっ、いまここでパエリアにしてくれるっ！」

　ゴウッ！

　すさまじい暴風の塊かたまりがカミトめがけて放たれた。

　カミトの身体からだは一直線に吹っ飛び、部屋の窓をぶち破って宙を舞った。





　　　　◇






　アレイシア精霊学院。

　帝国各地から集めた貴族の子女を、一人前の精霊使いとして訓練する養成校である。

　堅けん牢ろうな城壁を備えた城じよう砦さいのような学舎。広大な領地の中に大陸最大の〈精霊の森〉と学院都市を包括したこの学院は、さながら独立した小国家のようだ。

「……やれやれ、相変わらずだな。あの坊やは」

　寮の二階から宙を舞う少年の姿を、遠目に見下ろしながら──

　学院長、グレイワース・シェルマイスは小さくため息をついた。

　ゆるやかに波打つアッシュブロンドの髪。鋭い眼がん光こうをたたえた灰色の瞳ひとみ。

　外見こそ妖よう艶えんな美女にしか見えないが、かつては帝国最強を誇る十二騎将ナンバーズの筆頭騎士。

　ランバール戦争の際には、敵味方から黄昏の魔女ダスク・ウイツチと畏おそれられた伝説の精霊使いである。

「精霊剣舞祭ブレイドダンスの開催まであと数週間だというのに、呑のん気きなものだ」

　チームに元第二王女のフィアナを加え、徐々にランキングを上げてきてはいるようだが──いまだに五人のチームメイトを揃そろえられていない。

「それにしても──」

　と、グレイワースの影の中から、人影があらわれた。

「災禍の精霊姫カラミテイ・クイーンの妹に、精霊姫の資格を失った元第二王女。優秀な問題児の集まる私の教室の中でも、ずいぶん変わった連中が集まったものですね」

　スーツの上に白衣を羽は織おった黒髪の女性。

　影精霊使い──フレイヤ・グランドル。レイヴン教室の担当教師だ。

「学院長は、ずいぶん彼にご執着なさっているようですが」

「それはそうさ。なにしろ、大陸でたった一人の男の精霊使いだからな」

　はぐらかすように肩をすくめるグレイワースに、フレイヤは厳しい眼まな差ざしを向ける。

「カゼハヤ・カミト……彼は、いったい何者ですか？」

「おや、君もあの坊やに惚ほれたのかね？」

「残念ですが、年下は趣味ではありませんので」

　フレイヤが首を振ると、グレイワースは愉快そうに笑った。

「ふん……それで、なにか私に報告があるのか？」

「〈骸連盟マーダーズ〉の商人が、学院都市に潜入しているという情報を掴つかみました。おそらく、精霊剣舞祭ブレイドダンス直前に、学院生に呪じゆ装そう刻こく印いんを売り込もうとしているのでしょう」

「忌々しい連中だ。エリスの風王騎士団シルフイードに警備の増強を命じておけ」

「はい、それともうひとつ──」

「うん？」

「ヴェルサリア・イーヴァが学院に戻ってきました」

　グレイワースがわずかに眉まゆを跳ね上げた。

「ほう、たった数週間で魔人級精霊の討伐任務をこなしたか。さすがだな」

「ええ、現時点で間違いなく学院最強の精霊使い──これまではチームを一切組まずに任務をこなしてきましたが、精霊剣舞祭出場にあたって彼女もメンバーを募るでしょう。出場三枠のうち、トップの枠は確定したようなものですね」

「さて、それはどうだろうな？」

　グレイワースは面白そうに微笑ほほえむと、窓の外にちらっと目をやった。

　エリスの魔風精霊に追われ、必死に逃げまわるカミトの姿がそこにあった。






第二章　チーム・スカーレットの躍進






「カミト、連中が来るわ。一気に中央突破するわよ！」

「ああ、わかった！」

　試合開始の鐘かねと同時に──

　カミトとクレアは元素精霊界アストラル・ゼロの森を走り出した。

　精霊剣舞祭に向けての模擬訓練。フィアナが加わってからは三度目の対抗戦だ。

　前衛がカミトとクレア、後衛の指揮官がフィアナという布陣でのぞんでいる。

　今回のルールは相手チームの五人全員を戦闘不能にする必要はなく、指揮官に選んだ一人を倒せばいいというものだ。前衛で戦うクレアを指揮官にするよりも、フィアナを後衛に配置して守るほうが、チームの攻撃力を生かせるというクレアの判断だった。

「はあっ、はあっ……ちょっと待ってよ、二人とも！」

　フィアナが走りながら喘あえぐ。戦闘訓練を受けていない彼女は走るのも辛つらそうだ。

「息があがってるわよ、王女様」

「しかたないでしょ、私はクレアみたいに胸が軽くないんだから！」

「な、なんですって……！」

　走るたびに揺れるフィアナの胸を見て、クレアがくっと唇を噛かむ。

「おい、喧けん嘩かするな。──来るぞ！」

　深い森を抜け、ひらけた場所に出たところで──カミトが叫んだ。

　前方に三人の精霊使いの影。正面からぶつかってくるようだ。

　クレアは真剣な顔つきにもどると、地面を蹴けってさらに加速した。

　対戦相手は、学内ランキング第七位の〈チーム・アクアンズ〉だ。

　実力者揃ぞろいの上級生を主体とした安定感のあるチーム。油断はできない。

　近づいてきた相手を見て──クレアがハッと息を呑のんだ。

　向かってくる三人のうちの二人が、見知った顔だったのだ。

「あいつら、たしか──」

　カミトも気付いた。

　魔鏡精霊使いと金剛精霊使い。

　数週間前、学院都市で軍用精霊の契約式典に参加していた上級生だ。

　契約精霊を使えないクレアを、執しつ拗ようにいたぶっていた連中。

　その後、狂精霊に憑ひよう依いされたスカーレットに返り討ちに遭あっていたが──

　いつのまにか、強豪チームに加入していたらしい。

「……正面に三人か。あとの二人は森の中に潜伏しているはずだ」

「連中はあたしがまとめて引き受けるわ。あんたは森の中の連中を」

「大丈夫か？」

「甘くみないで」

　ふっと余裕の笑みを浮かべるクレアに、カミトは苦笑を返した。

「三十秒でかたをつけてくる」

「頼んだわよ──スカーレット！」

　クレアが叫ぶと同時、彼女の横を走っていた灼しやく熱ねつの火ひ猫ねこが炎の鞭フレイムタンに姿を変えた。

　武装化した契約精霊の化身──精霊魔装エレメンタルヴアツフエ。初等生でこれを展開できる者はそういない。

　クレアが炎の鞭を横よこ薙なぎに振るった。

　灼熱の炎ほのおが地面を嘗なめるように走り、燃えさかる炎の壁が出現する。

　相手チームのアタッカー三人がひるんだ隙すきに、カミトは素早く森の中に飛びこんだ。

　白はく銀ぎんに輝く精霊魔装の剣で、木々を切り払いながら走り抜ける。

　漂う霧のせいで視界が悪い。全身の感覚を研ぎ澄まし、精霊使いの力の源である神威カムイの気配を肌で感じとる──幼少の頃ころに〈教きよう導どう院いん〉で叩たたき込まれた戦闘技能だ。

（──一人、こっちにきたな）

　背後に気配を感じた。三人のうちの一人がカミトを追ってきたようだ。

　足を止め、振り向こうとした、その刹せつ那な。

　ヴンッ──虫の羽音のような音が耳じ朶だをかすめた。

　わずかに逸それた攻撃は、背後の木を粉砕する。

（なんだ？　攻撃の軌道が見えなかった──）

　音のしたほうを振り向くと──そこに、狙そ撃げき手しゆの姿があった。

　栗色の髪をした小柄な少女。手には小さな竪たて琴ごとを抱えている。

　楽器型の精霊魔装エレメンタルヴアツフエだ。

　少女が竪琴をつま弾びくと──ふたたび斬撃が放たれた。

　不可視の音の刃やいばがカミトの足を斬きり裂き、木々の葉がパッと舞い散った。

　なかなか厄介な精霊魔装だ。通常の射撃武器と違って、狙撃手の手の動きや目線を見て弾道を予測することができない。

（──なら、接近して一撃に仕留める！）

　背後に迫る精霊使いは無視。剣を水平に構え、カミトはまっすぐに突進した。

　栗色の髪の少女が竪琴を激しく弾はじく。接近するカミトのスピードにあわてたのか、不可視の刃はまるででたらめな方向へ放たれる。

（いや、これは──）

　カミトは相手の狙ねらいに気付いた。

　と、次の瞬間。背後から、外れたはずの音の刃が一斉に降りそそぐ！

「……っ！」

　防刃機能のある学院の制服が斬り裂かれ、カミトの全身を激痛が襲った。

　元素精霊界アストラル・ゼロでは精霊の攻撃を受けても肉体にダメージを受けることはないが、痛みの感覚が完全に消えるわけではない。

「油断したな、男の精霊使い！」

　背後から嘲ちよう笑しようするような声。カミトを追ってきた精霊使いだ。

　振り向くと、てのひらに球体状の精霊を浮かべた上級生がニヤニヤ笑っていた。

「なるほどな、音の刃を増幅して反射させたのか……」

　属性攻撃の反射は魔鏡精霊の特性だ。

　精霊の相性を利用したコンビネーション攻撃──さすがに戦い慣れしている。

「ヴィッテ、そいつの精霊魔装は剣だ。距離さえとっていればどうということはない」

　竪琴の少女は無言でうなずいた。挟み撃ちにして確実に仕留めるつもりらしい。

（……こっちの戦力は分析されてるか）

　テルミヌス・エストは最強クラスの精霊魔装だが、剣であるため近接攻撃しかできない。

　また、カミトはクレアのように強力な精霊魔術を使うこともできなかった。

　精霊魔術を扱うには精霊学に関する体系的な研究が必要なのだが、〈教きよう導どう院いん〉出身のカミトはその手の教育をほとんど受けていないのだ。

　だが、カミトに遠距離攻撃の手段が皆無だと思い込んでいるなら、それは間違いだ。

「エスト！」

　叫ぶカミトの声にこたえるように、精霊魔装の剣が変成した。

　片刃の長剣から、装飾のほどこされた美しい短剣に。

　刹せつ那な、両側から放たれる無数の音の刃。

　それをかわしざま、カミトは短剣を投げ放った。

　精霊魔装エレメンタルヴアツフエを投とう擲てきするとは思わなかったのか、驚きよう愕がくの表情を浮かべる音精霊使い。

　必中の短剣が彼女の胸に吸いこまれる。

　元素精霊界アストラル・ゼロでは、契約精霊を純粋な神威カムイの化身として使役することができる。

　貫かれた胸に傷はなく、意識は一瞬で落ちて、痛みを感じる暇さえなかったはずだ。

　同時にカミトは走っていた。

　昏こん倒とうした少女の胸から短剣を引き抜くと、振り向きざま、背後から襲いくる音の刃やいばを弾はじく。短剣に神威を流し込み、エストをもとの長剣に復元──攻撃の失敗を悟った魔鏡精霊使いが逃走を図ろうとするが、それはあまりに遅い反応だった。

「悪いな、俺おれは短剣のほうが得意なんだ」

　光り輝く白はく銀ぎんの剣が、魔鏡精霊もろとも上級生の身体からだを貫いた。

　二人の気絶を確認し、クレアの戦っている場所まで素早く戻ると──

「遅いわ、七秒の遅刻よ」

「計ってたのかよ。細かい奴やつだな」

　渦巻く紅ぐ蓮れんの炎ほのおの中、クレアは華麗な剣舞を舞っていた。

　地面には溶解した巨岩精霊の残ざん骸がいが転がっている──すでに一人は倒したようだ。

　残るは金剛精霊使い。巨大な鉱石の姿をした精霊を鞭むちでいなしながら、クレアは相手の動きを封じるように炎の壁を作り上げていく。燃えさかる炎はいっこうに衰えない。それどころか轟ごう々ごうと吹き荒れる風に煽あおられ、ますます勢いを増しているようだ。

　フィアナの舞う儀式演舞の支援効果だ。風の精霊王の力が炎を煽り立てている。

　だが、相手は火属性への抵抗レジストを持つ金剛精霊。炎の壁などものともしない。

「貴様の炎精霊など、私の〈アダマンティン〉には通用しない！」

　真まっ直すぐに突撃してくる金剛精霊。クレアが地面を蹴けって跳んだ。

　紅あかいツーテールをなびかせて舞うその姿は、まるで舞い散る火の粉のようだ。

　縦横無尽に空を裂く紅蓮の斬ざん閃せん。周囲の木々が根本から切断される。

　否。切断されたのは森の木々だけではない。

　これまでのダメージの蓄積に耐えかねたのか、金属の擦れるような音がしたかと思うと、鉱石の姿をした金剛精霊は綺き麗れいに四分割されて地面に落下した。

「まさか、私の金剛精霊が!?」

「たしかに金剛精霊は火属性に耐性があるわ。でも、斬攻撃には脆もろいみたいね」

　クレアはタッと地面に降り立つと、紅いツーテールの髪をかきあげた。

　跳ね散った火の粉が、水みず溜たまりに落ちてじゅっと音をたてる。

（……水溜まり？）

　クレアの剣舞に見惚れていたカミトは、ふと眉まゆをひそめた。

　ちょうど儀式演舞を舞っていたフィアナの背後。

（さっきは、あんな場所に水溜まりなんて──）

　と、その瞬間。

「──きゃあっ!?」

　フィアナが悲鳴を上げた。

　突然、水みず溜たまりの中からあらわれた巨大な影に、彼女の身体からだが捕らわれたのだ。

　ぬめぬめとした半透明の巨きよ躯く。禍まが々まがしく輝く赤い眼め。

　そして、大きく開かれた顎あご。

　それは、巨大な大蛇の姿をした水精霊だった。

「フィアナ！」

「あ、んっ……な、なにするのよ！」

　濡ぬれ光る半透明の胴体が、フィアナのスカートをめくりあげ、華きや奢しやな身体にぎゅうぎゅうと巻きついていく。やわらかい胸が押しだされ、喉のどから喘あえぐような吐息が洩もれる。

　フィアナは宙ちゆう吊づりになったまま身み悶もだえするが、精霊相手ではどうにもならない。

「やっ、そんな、とこ触らない、で……い、いやあああああ！」

「このっ、フィアナを放しなさい！」

　ぬめぬめととぐろを巻く大蛇の胴体めがけて、クレアが炎の鞭フレイムタンを放った。

　だが、炎の鞭はじゅっと音をたてて半透明の胴体をすり抜ける。

　炎ほのお精霊であるスカーレットと相性の最悪な水精霊。五大元素精霊の中でも、クレアが最も相手にしたくない精霊だ。しかも、獣の姿をとれる精霊は高位精霊。おそらくは、あれが指揮官の契約精霊なのだろうが──使役する精霊使いの姿はどこにも見あたらない。

「くそっ──」

　カミトが横合いから駆けつけようとした、刹せつ那な。

　水精霊が鎌かま首くびをもたげ、クレアめがけて強烈な水の吐息アクアブレスを放った。

　クレアは炎の鞭で水弾を撃ち落とすが、とてもすべては防ぎきれない──

「クレアっ！」

　カミトは素早く方向転換すると、クレアの身体を抱きかかえて跳躍した。

　直後、無数の水弾が着弾。地面がめくれあがるような大爆発が立て続けに起こる。

「……っ、攻撃型の水精霊か。なんて威力だ」

「ふああっ、カ、カミト、あんたなにしてんのよっ！」

　トンッと地面に降り立つと、クレアが真まっ赤かになってわめいた。

　どうやら、お姫様抱っこが恥ずかしいようだ。

「わ、わかった！　わかったから俺おれの顔を引っかくな！」

　クレアをそっと地面に降ろした瞬間、水精霊が振り向いた。

　鎌首をもたげ、ふたたび強力な水の吐息を放とうとする。

　刹那、大蛇の胴体からまばゆい閃せん光こうがほとばしった。

　──汝なんじ、人の子の王に仕えし剣聖の騎士よ！

　──旧ふるき血の契約に従い、我を守る剣となりて我が下に馳はせ参さんじ給たまえ！

　締めつけが揺るんだ一瞬の隙すきに、フィアナが精霊語の召喚式サモナルを唱えたのだ。

　直後。巨大な水精霊の胴体が、内側からいっきに膨れあがって爆発した。

　閃せん光こうの中からあらわれたのは──

　片手にフィアナを抱きかかえた、甲かつ冑ちゆうの騎士だ。

　いかめしい白はく銀ぎんの重甲冑。兜かぶとの中で赤い目が炯けい々けいと輝いている。

　騎士精霊〈ゲオルギウス〉──オルデシアの王家に代々仕える契約精霊。

　かつて喪失の精霊姫ロスト・クイーンと呼ばれたフィアナの取り戻した力だった。

　そっと地面に降ろされ、力尽きたように倒れこむフィアナ。

「チェック・メイトだ」

　カミトが静かに告げ、水みず溜たまりの中に剣の切っ先を向ける。

「……これまでのようね」

　隠れていた水精霊使いの指揮官は、悔しそうに敗北を認めた。





　　　　◇






　元素精霊界アストラル・ゼロの森から帰還したカミトたちは、学院の廊下を並んで歩いていた。

　水精霊に締めあげられたフィアナはぐったりした表情だ。

　人間の姿に戻ったエストが、カミトの制服の裾すそをちょこんとつまんでいる。

「これで対抗戦は三戦連勝、あたしの素晴らしい指揮のおかげね」

　紅あかいツーテールの髪をかきあげ、クレアは上機嫌につぶやいた。

「否定はしないが……今日の試合はちょっと危なかったぞ」

　カミトは肩をすくめて指摘する。

　とはいえ、第七位のチームに勝ったのは大きい。これで精霊剣舞祭ブレイドダンスの出場資格を得られる上位三枠に、手が届くところまできたはずだ。

「そうね、まだ気は抜けないわ。上位チームでまだ対戦してないチームとなると、つぎは第三位のエリスのチームと当たる可能性が高いわね」

「エリスか……あいつとは一度、真剣に剣を交えてみたいな」

　エリスの剣舞は、小細工など一切ない、正々堂々とした騎士の剣舞だ。

　彼女となら、きっと気持ちよく戦うことができるにちがいない。

　そんなカミトのつぶやきに、クレアはなぜか不機嫌そうに唇をとがらせた。

「な、なによ、そんなにエリスの胸が揺れるのを見たいわけ？」

「なんでだよ……まあ、たしかにエリスの胸は大きいが──あ、いや」

　クレアがキッと睨にらんできたので、カミトはあわてて話題を逸そらした。

「けど、たしかエリスのチームは、仲間の二人がまだ負傷中だったよな？」

　風王騎士団シルフイードのラッカとレイシア。エリスのチームメイトでもある彼女たちは、先日の任務でジオ・インザーギと戦い、負傷していた。

　二人が学院に復帰するまでには、だいぶ時間がかかるはずだ。

「ええ、もしエリスが棄権した場合は──第二位のチームか、第一位のヴェルサリアと戦うことになるかもしれないわ。正直、ゾッとしないけど」

「ヴェルサリア？」

「ファーレンガルト公こう爵しやく家けの騎士。静寂の要塞サイレント・フオートレスの異名をとる、学院最強の精霊使いよ」

　その異名を口にした瞬間、クレアの声がかすかに震えた。

「学院最強……」

　学内ランキング第一位。クレアでさえ恐れる学院最強の精霊使い。

　いったい、どんな相手なのか──

（ん？　でもファーレンガルト公爵家ってたしか……）

　ふと、カミトはなにかを思い出しそうになったが──

「ま、それはともかく──」

　クレアは重い空気を振り払うようにひとさし指をピンと立てた。

「お昼でも食べましょ。連勝を祝って祝勝会よ」

「まだ昼前だろ。食べ過ぎると太るぞ」

「戦闘で神威カムイを消耗する精霊使いは太らないのよ」

　腰に手をあて、むっと頬ほおをふくらませるクレア。

「胸にいくはずの栄養をぜんぶ契約精霊がとっちゃってるのね、可哀かわい想そうに」

「え？」

　そんなフィアナのつぶやきに──

　クレアはハッとして足もとの火ひ猫ねこ精霊を見下ろした。

「……ねえ、スカーレット」

「ニャ？」

「ひょっとして、あんたがあたしの胸の脂肪を燃焼させてたの？」

　ゴゴゴゴゴゴゴ……！

「ニャニャニャッ、ニャーッ！」

「あ、こら、待ちなさい～！」

　スカーレットはぶんぶん首を振ると、廊下を一目散に逃げ出した。

（……うーむ、スカーレットにはなんだか親近感を抱いてしまうな）

　カミトがそんなことを思っていると──

　くいくいっ。後ろから服の袖そでを引っぱられた。

　振り向くと、エストが透き通った紫紺ヴイオレツトの瞳ひとみでカミトを見つめていた。

「カミト、エストはお腹なかがすきました」

「ああ、エストはよくがんばってくれたからな。好きなものを食べていいぞ」

「はい、カミト。エストをもっと褒めてください」

「……しょうがないな」

　すりすり。なでなで。

　苦笑しながら頭を撫なでてやると、エストはくーっと気持ちよさそうに目を細めた。

「……～っ、あ、あんた、なんでエストには甘いのよ」

「なんだクレア、おまえも撫でて欲しいのか？」

「なっ……そ、そんなわけ……ふぁんっ」

　カミトがもう片方の手をぽんと頭にのせると、クレアはなんだか可愛かわいい声をあげた。

「ば、ばかっ、な、なな、なにすんのよっ……ふあっ、あふんっ……」

　すりすりと頭を撫でまわすと、まるで喉のどをさすられた猫のようにおとなしくなる。

（こ、これは、ちょっと可愛いな……）

　火ひ猫ねこ少しよう女じよの思わぬ弱点に、不覚にもドキッとしてしまうカミトだった。

「むー、カミト君、私のことは撫でてくれないの？」

　ひとさし指をくわえて寂しそうにつぶやくフィアナ。

　と。

「──ふん、ずいぶん楽しそうね。災禍の精霊姫カラミテイ・クイーンの妹」

　背後から冷たい声が聞こえた。

「……？」

　振り向くと──

「本当はこの学院にいる資格なんてないくせに」

「おまえの姉が帝国になにをしたか、わかってるの？」

　さっき試合をした上級生──金剛精霊使いと魔鏡精霊使いの二人だった。

「なんですって──」

　激げき昂こうするクレアの腕を、カミトが掴つかんで止めた。

「クレア、落ち着け。安い挑発なんかに乗るな」

「……っ、だって、姉様が侮ぶ辱じよくされたのよ！」

「ここで決闘騒ぎなんか起こしたら、精霊剣舞祭ブレイドダンスへの出場も危うくなるぞ」

　カミトが囁ささやくと、クレアは悔しそうに唇を噛かみ締めた。

　決闘騒ぎで処罰を受ければ、せっかく上げたランキングが大幅に下がってしまう。

　目の前の二人もそのことをわかっていて、わざとクレアを挑発しているのだ。

（こいつら……）

　とはいえ、さすがにカミトも冷静ではいられない。

　ほんの一瞬だったが、カミトはクレアの傷ついた表情を見逃さなかった。クレアの姉、ルビア・エルステインのことは、彼女にとって大きな心の傷きず痕あとになっているのだ。

「ほんとムカつくわ。あれだけのことをした重罪人の妹が、堂々と学院に通ってるなんて、いったいどんな神経してるのか──」

「おい、いい加減に──」

　カミトが文句を言おうとした、そのときだ。

　カツン──と、廊下に優雅な靴音が響いた。

「ふっ、みっともないですわよ先輩方。わたくしたち学院生は誇りある帝国貴族。因縁があるのなら、正式な決闘で決着をつけるのが作法ですわ」

　ふぁさっと舞いあがる豪ごう奢しやなプラチナブロンドの髪。

　指先まで完かん璧ぺきにととのった貴族の所作。

「……リンスレット？」

　そう──

　廊下の向こうからゆっくりと歩いてきたのは、気品あふれる金髪の美少女。

　由緒正しいローレンフロスト家の長女にして、自称クレアのライバル。

　リンスレット・ローレンフロスト嬢であった。

　淡い光彩を秘めたエメラルドグリーンの瞳ひとみが、上級生の二人を不敵に睨にらむ。

「それとも、先輩方のような田舎貴族は、その程度の矜きよう持じも持ちあわせていませんの？」

「……っ、なんだと!?」

　挑発され、激げき昂こうした上級生の一人が金剛精霊を召喚した。

（危ないっ──）

　カミトがリンスレットを守ろうと前に飛び出すが──

「──遅いですわ」

「な!?」

　驚きよう愕がくに顔をゆがめる上級生。

　リンスレットのつがえた氷の魔弓が、彼女の眉み間けんに狙ねらいをさだめていた。

　高位の魔氷精霊〈フェンリル〉の精霊魔装エレメンタルヴアツフエ──魔氷の矢弾フリージング・アローだ。

「先に抜いたのは先輩のほうですわ。ですからこれは正当防衛。もっとも、あとに抜いたわたくしのほうが、なぜか速かったみたいですけれど」

「……っ、ばかな、一瞬で精霊魔装を展開しただと!?」

　眉間に狙いをつけられたまま硬直する上級生。

　正直、いまの展開速度はカミトでさえ舌を巻くほどだった。

「やめておいたほうが賢明ですわよ。わたくしが弓を放つほうが確実に速い──それとも、この氷ひよう魔まのリンスレットとここでやりあうおつもりですの？」

「……お、覚えていろ」

　上級生二人は悔しそうに吐き捨てると、最後にクレアを睨みつけてから去っていった。

「ふっ、賢明な判断ですわね」

　リンスレットはふふん、と誇らしげに髪をかきあげ、精霊魔装の弓を収めた。

「リンスレット、あんた……」

「あら、恩に着ることはありませんわよ、クレア・ルージュ。わたくし、ああいう誇りのない貴族が大っ嫌いなだけですの」

「べ、べつに、恩に着てなんかいないわよ！」

「クレア、あんな連中、気にすることないぞ」

「き、気にしてなんか……あんなの、いつものことよ」

　クレアはごしごしと目をこすると、ふいっとそっぽを向いた。

「と、ところでみなさん──」

　こほん、リンスレットが咳せきばらいした。

「うん？」

「そ、その……さきほど、祝勝会とか聞こえましたけど」

　わずかに顔が赤い。さっきまでの凛りんとした姿とはうってかわって、もじもじと指を絡ませながら、落ち着きなさげに視線をさまよわせている。

「なによ、あたしたちの話聞いてたの？」

「ぐ、偶然ですわっ、偶然耳に入っただけですのっ！」

　リンスレットはぶんぶん首を振って否定した。

「祝勝会といっても、あなたたちのことですから、どうせ学院の食堂でしょう？」

「……ん、まあな」

　カミトは歯切れ悪くうなずいた。

　カミトは貴族でもなんでもないし、クレアもいまは領地と財産を没収されている。フィアナは元王女様だが、学院に入学することを決めた時点で勘当同然らしい。

　金銭に不自由しているわけではないが、無駄遣いする余裕はないのだ。

「たまには、学院都市の高級レストランで昼食でもどうですこと？」

「いや、俺おれたちは金が……」

　カミトが言いよどむと──

「ふっ、そんなもの、まとめてわたくしがごちそうしますわ。我がローレンフロスト家にとっては微々たる出費ですもの。クレア・ルージュも、王女殿下も、そこの精霊も、遠慮なさることはありませんわ」

　ふぁさっとプラチナブロンドの髪をかきあげるお嬢様。

「いやよ」「遠慮するわ」

　だが、クレアとフィアナは容赦なく断った。

「ど、どうしてですのっ！」

「だって、あんたに奢おごられたくないし」

「というか、どうしてリンスレットがチーム・スカーレットの祝勝会にくるの？」

「そ、それは、その、う～……」

　お嬢様二人の容赦のないツッコミに涙目になるリンスレット。

　さっきまでの凛り々りしさは、もはやかけらもない。

　と、そこへ。

「ようするに、お嬢様は、みなさんと一緒にご飯を食べたいのですわ♪」

　どこからか、メイドのキャロルがひょこっとあらわれた。

「キャロル!?　な、なにを言っていますのこの娘こはもうっ！」

　ぽかぽかぽかぽか。

　カアッと真まっ赤かになってキャロルの肩を叩たたくリンスレット。

　あいかわらず見事な通訳だ。

「……なによ、だったら最初からそう言えばいいのに」

　クレアは呆あきれたように肩をすくめた。

「え？　わ、わたくしも一緒に……いいんですの？」

「そんな意地悪しないわよ。ちょうどいいわ、カミトが怪け我がで入院しちゃったから、このあいだの任務の打ち上げもしてなかったし。あんたもきなさいよ」

　リンスレットの顔がパッと輝いた。

「カミト、私はパフェが食べたいです」

「ああ、そういえば前に約束したもんな」

　エストにくいくいっと袖そでを引かれ、カミトはうなずいた。

「まあ、高級レストランはともかく、学院都市で食事ってのもたまにはいいかもな」

　昼食はいつもパン食べ放題のサロン・カフェですませてしまうし、わざわざ外出許可をとるのが面倒なので学院の外に出ることはほとんどない。

　たまには学院都市に出てみるというのも、いい気分転換になるかもしれない。

「じゃ、決まりね。いまから学院に外出許可をもらってくるわ」

「あ、待ってくれ」

　歩き出したクレアをカミトは呼び止めた。

「なによ？」

「俺おれはこれから基礎科目の補講があるんだ」

「……は？　あんた、まさか基礎科目を落としたの？」

「……悪かったな」

　カミトは憮ぶ然ぜんとしてうなずいた。

「信じられない。なんであんな簡単な講義落とすのよ」

「ぐ……」

　……言い返せない。もっとも、〈教きよう導どう院いん〉出身のカミトは、これまで体系的な精霊学の教育を受けたことがないので、しかたないといえばしかたないのだが。

　いっぽう、意外なことに、クレアの講義科目の成績は学院でもトップクラスなのだ。

　成績だけなら超優等生。優秀な問題児とはよく言ったものだ。

「……しょうがないわね。それじゃ、カミトの補講が終わるのを待つわ。ちょっと遅い昼食になるけど、待ち合わせは二時に正門前でいいわね？」
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　──そんなわけで。カミトは補講を受けるため、基礎科目の教室に向かった。

　エストは座って聴く講義が嫌いなので、外でスカーレットと遊んでいるようだ。

　教室のドアを開けると、まばらな受講生たちのあいだに、見知った後ろ姿を見つけた。

　あの青いポニーテールは……まちがいない、騎士団長のエリスだ。

「あいつも補講組なのか」

　あの真面目まじめな騎士少女が講義を落としたとは、ちょっと意外だった。

　カミトは声をかけようと、彼女の背後から近づいた。

　さしあたっては、今朝のことを弁解しなくてはならない。

　エリスは精霊語で書かれた分厚い本を開き、小声でぶつぶつと読み上げていた。

　勉強に夢中で、カミトの接近にはまったく気づいていないようだ。

（ひょっとして、本の内容を一字一句覚えようとしているのか？）

　まさかとは思ったが、本人は真面目に暗記しようとしているようだ。

（……なるほど、生き真面目まじめすぎて要領が悪いタイプなんだな）

　彼女の戦闘スタイルと同じ猪突猛進タイプだ。こういうタイプは、努力の方向さえ間違えなければ伸びるのだが、往々にしてつまずくことが多い。

「よお、エリス」

「ひゃんっ！」

　カミトが声をかけた瞬間、斬ざん閃せんがひらめいた。

　エリスが振り向きざま、剣を振りおろしたのだ。

「……」

　机に刺さった剣がびぃぃぃんとしなる。

　カミトは紙一重で斬撃をかわしていた。

「お、おまえ……殺す気か！」

「カ、カゼハヤ・カミトっ……急に私の背後に立つな！」

　殺されかけたのになぜか怒られてしまった。……理不尽だ。

「ずいぶん可愛かわいい悲鳴だったな、騎士団長」

「君はチキンピラフにされたいのか？」

　エリスの目が剣けん呑のんに吊つり上がる。

　……料理のバリエーションが順調に広がっているようでなによりだ。

「驚かせて悪かったな。エリスも補講なのか？」

「ああ、そうだ。基礎科目を落としてしまってな」

「おたがい辛つらいところだな。せっかく同じ補講組なんだし、仲よくしようぜ」

「君と一緒にするなっ、私は騎士団の仕事が忙しくて単位を落としたのだ！」

　激げき昂こうするエリスに苦笑しながら、カミトは彼女の隣にすわった。

　講義を受けるときは、さすがに騎士団の甲かつ冑ちゆうは身に着けていないようだ。

　ノーマルな制服姿のエリスは、なんだか新鮮だった。

　いつも凛り々りしい印象の彼女だが、いまはちょっと可愛かわいらしい感じなのだ。

（……っていうか、エリスの胸、意外と大きいんだよな）

　カミトもいちおう思春期の男子だ。そこについ目がいってしまうのはしかたない。

（この大きさだと、騎士団の胸当ては相当きついんじゃないか？）

　と、そんなことを考えていると──

「その……カゼハヤ・カミト」

　突然、エリスが咳せき払ばらいした。

「うん？」

「今朝のことだが、すまなかったな」

「え？」

「あのあと、クレアたちから事情を聞いたのだ。どうやら私が誤解していたようだ。すまなかった……許して欲しい」

　エリスはポニーテールを揺らして頭を下げてきた。

「ああ、気にするな。むしろ、あのときエリスがきてくれなかったら、なんつーか、そっちのほうがいろいろ大変なことになってた気がするしな」

　カミトが苦笑しながら手を振ると、エリスはほっと安あん堵どの息をついた。

「彼女たちは〈ヴァレンティア聖せい祭さい〉のチョコレートを作っていたのだな」

「……ああ、そうらしいな。ひょっとしてエリスも作ってるのか？」

「わ、私!?」

　途と端たん、エリスはカアッと真まっ赤かになって、

「わ、私はっ、あのような不ふ埒らちなイベントなどに興味はないぞ！」

　なぜか急に怒りだした。

「あのようなイベントに浮かれて、学院生の本分をおろそかにするなど言語同断だ」

　こほんと咳払いして、エリスはふたたび精霊学の教本に向きなおった。

　火ほ照てった頭を冷やすように、またぶつぶつと暗記をはじめる。

　見かねたカミトがアドバイスした。

「エリス、全部暗記しなくても、重要なとこだけ覚えればいいんじゃないか？」

「し、しかし、それではきちんと学んだことにならん」

「内容を理解せずに丸暗記するほうがよっぽど無駄だぞ。ほら」

「ふああっ！　な、なな、なにをするっ！」

「ノートは真面目まじめにとってたからな。重要な部分だけ俺おれが教えてやるよ」

　カミトが横から本を覗のぞきこむと、エリスはわたわたとあわてた。

「ん、どうしたんだ？」

「き、君の腕が、胸にあたって……その……」

「ん？」

　なにか言っているようだが、声が小さすぎて聞きとれない。

　カミトがさらに顔を近づけると、エリスの顔はカアッと真まっ赤かになった。

　かまわずに、カミトは教本に鉛筆でつぎつぎと印をつけていく。

「ここがこうだろ、で、ここは──」

「う、うむ、なるほど……き、君は教え方がうまいのだな」

「そうか？」

　まあ、たしかにクレアの教え方などよりはマシかもしれない。前にクレアに講義の内容を解説してもらったことがあるのだが……正直、なにを言っているのかさっぱりだった。

　クレアのような天才タイプは、えてして他人に教えるのが苦手なようだ。

「こ、こんどまた、いろいろ教えてくれ。君の解説はとてもわかりやすい」

「ああ、お安い御用だ」

　カミトは気安く請け合うと、あわてて教壇のほうに向きなおった。

　いつのまにか、担当講師のフレイヤが教壇に立っていたのだ。

　前を向くのがあと数秒遅ければ、音速のチョークが飛んできていたはずだ。
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　フレイヤ教師の補講がはじまった。

　エリスは相変わらず生き真面目まじめにうなずきながら、講義に聴き入っている。

「──つまり、場合によっては、契約精霊の消滅にいたることもあるということだ。無論、わが学院には呪じゆ装そう刻こく印いんに手を出すような愚か者はいないと信じているがな」

　フレイヤ教師が話しているのは、精霊刻印の解読と〈呪装刻印〉についてだ。

　呪装刻印というのは、いわば人工的に付与された精霊刻印のこと。

　ランバール戦争のときにはまだ使用されていたが、現在は国家間の条約によってその使用は禁止されている。もっとも、一部の国家や機関で、いまだその研究が進められているというのは公然の秘密である。

（俺おれのいた〈教きよう導どう院いん〉でも、呪装刻印を研究してたからな……）

　先日戦った〈教導院〉の遺児、ジオ・インザーギ。

　あの男が七十二の精霊を封印していたのも、身体からだ中じゆうに刻まれた呪装刻印の一種だ。

　呪装刻印には、精霊を封印する以外にも、契約精霊の力を強制的に引き出したり、新たな属性を付与したりと様々な効果がある。これだけ聞くと便利なもののようだが──国家間条約で禁止されたのには、当然、しかるべき理由があった。

　呪装刻印の移植者の中に、致命的な副作用が出るケースが後を絶たなかったのだ。

「ランバール戦争の際には多くの精霊使いが駆り出され、中には軍によって強制的に呪じゆ装そう刻こく印いんを移植された者もいた。そのほとんどがどうなったか──エリス、答えてみろ」

「はい、彼らは契約精霊の力を暴走させ、死に至ることさえあったと聞いています」

　教壇から指されたエリスが、はきはきと答えた。

「そうだ。呪じゆ装そう刻こく印いんが肉体に適合する者は、精霊使いの中でもほんの一割に満たないといわれている。だが、その危険性が明らかであるにもかかわらず、いまだに非合法の研究が続けられているということは、それだけ安易に力を求める者が多いということだ」

　厳しい声で告げ、ピシッと教きよう鞭べんを振るうフレイヤ教師。

　ふと、いぶかしく思ったカミトは、小声でエリスに耳打ちした。

「やけに呪装刻印のことを強調するな。基礎科目の内容じゃないだろ」

「……ああ。じつは今朝、風王騎士団シルフイードに通達があったのだ」

　エリスが小さくうなずいた。

「どうも最近、学院都市で呪装刻印を違法に売買している連中がいるらしい。精霊剣舞祭ブレイドダンス直前という時期だからな、講義の中でも注意を呼びかけているのだろう」

　オルデシア帝国内での呪装刻印の売買は当然、禁止されている。

　学院に通う姫ひめ巫み女こたちも、その危険性は十分に理解しているはずだ。

　だが、中にはそういった安易な力に手を出してしまう者もいる。

　とくに精霊剣舞祭を前にして成績が伸び悩んでいるチームなどには、危険を承知で移植に踏み切る者がいてもおかしくない。

　呪装刻印の移植は高額だが、学院に通う姫巫女は、ほとんどが領地持ちの大貴族だ。

　違法組織にとっては、精霊の森での密猟や、封印精霊の横流しなどよりもはるかに少ないリスクで、莫ばく大だいな利益を上げることができるビジネスなのだ。

「呪装刻印に手を染めるのは心の弱さだ。だが、一番の悪はもちろん、呪装刻印を違法に扱う連中だ。学院を蝕むしばむ連中を、私は騎士として絶対に許さない」

　エリスは拳こぶしを握り締め、断固としてつぶやいた。

　危険な力を求める心の弱さ──それを責めることはできない。

　その誘惑に堕おちる可能性は、誰だれにだってあるのだ。

　あの誇り高いクレア・ルージュでさえそうだった。

　自分の弱さに絶望し、レスティアの差し出した狂精霊を受け入れた。

　どんなことをしてでも強い力を手にしたい──その感情は、かつて最強の称号を手にしていたカミトにとっては理解しがたいものだ。

　男であるにもかかわらず精霊と交感できる──史上最悪の魔王と呼ばれた人間と同じその力を、呪のろわしいとさえ思ったこともあった。

（──けど、想像することはできる）

　カミトは、革手袋に覆われた左手に目を落とした。

　もし、いまの力で、彼女レステイアを取り戻すことができないのだとしたら──

　あるいは、禁断の力に手を出してしまうことも、ありえるかもしれない。

「風王騎士団シルフイードは、何人かそういう連中を捕まえたのか？」

「いや、無論、そういった違法組織の摘発には騎士団も全力を注いでいるのだが──先日の襲撃事件以来、深刻な人手不足に悩まされているのが現状だ」

「そうか……」

　先日の事件──ジオ・インザーギがと交戦し、学院の封印図書館から〈戦略級軍用精霊〉の機密資料を奪った事件のことだ。

　あのとき負傷した騎士が五人。さらに鉱山都市の任務では、エリスのチームメイトでもあるラッカとレイシアが負傷している。

　の総数はせいぜい二十人ほど。

　ということは、現状では組織の三分の一が機能していないということだ。

「チームメイトの二人はもう大丈夫なのか？」

「ああ、なんとか身体からだを動かせるまでには回復したようだ。まだ学院に復帰できるほどではないがな。あのとき、君が助けにきてくれなかったら、私も彼女たちもきっと学院に戻ることはできなかった。……君には、あらためてお礼をしなくてはならないな」

「俺おれたちは任務であの場所にいたんだ。学院の仲間を守るのは当然だし、エリスが恩に着るようなことじゃない。騎士団から謝礼と感謝状ももらったしな」

　どこまでも生き真面目まじめなエリスに、カミトは思わず苦笑する。

「あれはチーム・スカーレットに授与したものだ。わ、私が言っているのは、その、君に、もっと個人的なお礼をしなければならない、というか、したいというか……」

「うん？」

　エリスはもじもじと口ごもった。いつも凛りんとしている彼女にしてはめずらしい。

「なんだよ、もっと大きな声で喋しやべってくれ」

「……っ、だ、だからだな──」

　エリスがぐっと身体を寄せてくる。

　かすかに石せつ鹸けんのいい匂においがして、カミトは思わずドキッとした。

「その、君は……補講のあとになにか予定はあるか？」

「予定？　ああ、クレアたちと祝勝会をするんだが……エリスも来るか？」

「……」

　カミトが答えると、エリスはちょっと迷うように顎あごに手をあて──

「いや、遠慮しておこう。私はクレア・ルージュに嫌われているようだしな」

　静かに首を振った。

「では、夕方は空いているか？」

「ああ、そんなに遅い時間じゃなければ……」

　と、カミトは首をかしげると──

「でも、どうしてだ？」

「う、あ……だからっ、その、き、君に勉強を教えてもらいたいのだ！」

「勉強？」

「そうだっ！　さ、さっき、教えてくれると約束したではないかっ！」

　顔を真まっ赤かにするエリス。

「いや、たしかに言ったが……ずいぶん急だな」

「……っ、お、教えてくれるのかくれないのか、どっちなのだ！」

「わ、わかった……そうだな、それじゃ、五時に中央講堂の前でいいか？」

「う、うむ、了解した。私も、いろいろと準備をしなくてはならないからな」

「準備？」

「な、なんでもないっ……た、楽しみにしているがいい！」

　一方的に告げると、エリスはさっと教本の下に顔を隠してしまった。

（……いったい、なんなんだ？）
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　補講を終えてエリスと別れると、カミトは急いで学院の正門前まで走った。

「遅いわよっ、カミト！」

　門の前でクレアが鞭むちをピシピシ鳴らしている。……ずいぶんご立腹のようだ。

「まったく、殿方がレディを待たせるなんて最低ですわよ」

「私が女王だったら打ち首にしているわ」

　リンスレットとフィアナもぷんぷん怒っている。

　カミトは「すまん……」と素直に謝った。

「カミト、私は早くパフェを食べたいです」

　エストがじーっと無表情にカミトを見つめてくる。

「ああ、エストにはいつも頼りっぱなしだからな。今日はなんでも頼んでくれ」

「嬉うれしいです、カミト」

　言って、カミトの手をぎゅっと握るエスト。

「なっ──」

　クレアたち三人が凍り付いたように固まった。

「ん、どうしたんだ？」

　エストと手をつないだまま、カミトが振り向くと──

　カミトを睨にらんだまま「ぐぬぬ……」とうめく三人。

「ふふっ、みなさん、もう片方の手はまだあいていますよ？」

　キャロルが口もとに手をあて穏やかに微笑ほほえんだ。

「べ、べつにっ！」「手なんて……」「こ、子供じゃないんですのよ！」

　三人のお嬢様は顔を赤らめ、ふいっとそっぽを向く。

「あら、そうですか？　では先着順でわたしが」

　キャロルがカミトの手をぎゅっと握ってきた。

「……っ！」

「これはちょっと恥ずかしいな。……ん、みんなどうしたんだ？」

「な、なんでもないわっ、さっさといくわよ、ばかっ！」

　突然、怒ったように歩き出すクレア。

「乙女心をもてあそぶ殿方は万死に値しますわね」

「はあ、カミト君は本当に夜の魔王なのね……」

　リンスレットとフィアナもすたすた歩いていく。

「……なんなんだ？」

　エストとキャロルの二人と手をつないだまま、カミトは首をかしげた。





　　　　◇






　アレイシア精霊学院を城だとすると、麓ふもとの学院都市はその城下町だ。

　外縁は精霊の森と城壁で囲まれ、街は五大精霊にちなんだ五つの区域エリアに分かれている。

　学院生が試験の息抜きなどに使うのは、主に〈水〉の区域だ。宝飾店やレストラン、公共の大浴場など、帝都に勝るとも劣らない遊興施設が揃そろっている。

　一方、カミトたちの向かう〈風〉の区域は一般市民の住むエリアだ。
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　街路にはあざやかな刺し繍しゆうの横断幕が掲げられ、土地の精霊を祀まつるための小さな櫓やぐらがそこかしこに作られている。明日の〈ヴァレンティア聖せい祭さい〉の準備らしい。

「すごいにぎやか。厳げん粛しゆくな帝都の大精霊祭とは、また雰囲気がちがうわね」

　帝都育ちのフィアナがそんな感想を言う。

「は一般市民のお祭りだもの。姫ひめ巫み女こが精霊に奉納する祭さい祀しとは、ちょっと意味合いが違うわ」

「どっちかというと、精霊剣舞祭ブレイドダンスの初日に近いな」

　活気に満ちた街並みを眺めながら、カミトはつぶやいた。

「……ああ、そうかもしれないわね」

　歩きながらうなずくクレア。

　精霊剣舞祭といっても、昼夜なく剣舞を奉納しているわけではない。

　なにしろ各国の王国貴族を集めた大祭典なのだ。主催国の迎げい賓ひん館かんでは参加者を招いて夜通しダンスパーティーが開催され、夜には無数の花火が打ち上げられる。元素精霊界アストラル・ゼロの会場近くには、遊興施設を備えたちょっとした街ができるほどだ。

　厳かな儀式というよりは、数日間にわたる大規模なお祭り騒ぎといったほうが近い。

　ちなみに三年前は──女装したカミトをダンスに誘おうと、貴族の連中がつぎつぎとプロポーズしてきた。……あれはいま思い出しても鳥肌ものだ。

「あら、カミトさんは、精霊剣舞祭を観覧されたことがあるんですの？」

「い、いや、そういう話を噂うわさに聞いただけだ！」

　首をかしげるリンスレットに、カミトはあわてて首を振る。

「ふふっ、カミト君が知ってるわけないわよねー」

　この中で唯一、カミトの正体を知っているフィアナがくすくすと笑った。

「お、おい、フィアナ!?」

　カミトはあわてて声を上げる。

　クレアには怪しまれなかっただろうか──と、後ろを振り向くと。

「ん？」

　クレアは──

　道端に立ち止まって、商店のショーウィンドーをじっと見つめていた。

　宝石やアクセサリーを売っている店のようだ。

「……どうしたんだ、クレア？」

「な、なんでもないわっ！」

　カミトが近付くと、クレアはぴょんっと跳ね上がった。

「？」

　不審に思い、カミトがショーウィンドーの中を覗のぞきこむと──

　棚の上に、小さな猫の形をしたペンダントが置かれていた。

（……ふーん、やっぱり、こいつも女の子なんだな）

　顔を真まっ赤かにしたクレアの横顔が、妙に可愛かわいく思えてしまった。

「これ、欲しいのか？」

「な、なんでもないって言ってるでしょ！　こ、こんなのぜんぜん興味ないし！」

「そうか。せっかく似合うと思ったんだがな」

「……～っ、ば、ばば、ばっかじゃないの！　は、早く行くわよ、お腹なかすいたわ！」

　クレアはゆでだこのように真っ赤になると、すたすたと歩いていってしまった。

「……なんだよ、相変わらず素直じゃないな」

　カミトがやれやれと肩をすくめると──

「あの娘こ、ヴァレンティア聖せい祭さいの日が、ちょうど誕生日なのですわ」

「え？」

　いつのまにか背後にいたリンスレットが、静かに告げてきた。

「明日って、あいつの誕生日なのか？」

「ええ、なんでもないように振るまってはいますけどね」

（……ああ、そうか）

　カミトは、すたすたと歩いていくクレアの背中をじっとみつめた。

　四年前。災禍の精霊姫カラミテイ・クイーン──ルビア・エルステインが火の精霊王に叛はん逆ぎやくしたことによって、エルステイン公こう爵しやく家けの夫妻は貴族の位を剥はく奪だつされた。

　あの事件のあった日から、クレアの人生は変わってしまった。

　いまの彼女には、誕生日を楽しみにする余裕などないに違いない。

「……」

　カミトは店のショーウィンドーに目を戻した。

　瞳ひとみに紅玉ルビーのような精霊鉱石をはめこんだ猫のペンダント。

　ずいぶん高価なもののようだ。

　カミトはため息をつくと、ショーウィンドーからそっと離れた。

「リンスレット、教えてくれてありがとな。おまえいいやつだな」

「な、なにをおっしゃっているのか、意味がわかりませんわっ！」

　顔を真っ赤にしてそっぽを向くリンスレット。

（……金貨二十枚か。さて、どうするかな）





　　　　◇






　キャロルおすすめの銀ぎん鱈だら亭ていという食堂は、赤レンガのなかなか洒落しやれた建物だった。

　奥の六人がけのテーブルに座ると、さっそくメニューを開く。

　鶏を一羽まるまる使ったスープに、香辛料たっぷりの肉料理、蜂はち蜜みつをまぶした揚げパン、川魚のパイ包み。メニューに描かれている料理はどれも食欲をそそるものばかりだ。

　ただ、ちょっと困るのは──ウェイトレスの女の子たちの反応だった。

　カミトを指差してヒソヒソと囁ささやきあっている。

「ねえ、ひょっとして、あいつが噂うわさの男の精霊使いじゃない？」「あの街で暴れた軍用精霊を倒したっていう？」「女の子を五人もはべらせてるわ。まるで王様気取りね」「あんな小さな娘こまで毒どく牙がに……」「淫いん獣じゆう……いえ、淫王と呼ぶべきかしら」「淫王……」

　……なんだ淫王って。新しい言葉を作るのはやめてほしい。

「たまには庶民のレストランも悪くないですわね」

「こういう場所に来たのは初めてだわ。なにか特別な作法があるのかしら」

　リンスレットとフィアナは落ち着きなく店内を見回している。

　クレアとエストは、デザートのメニューを一緒に見つめていた。

「迷うわね。洋よう梨なしのタルトもおいしそうだし、桃のムースも」

「カミト、これをぜんぶ頼んでもいいのですか？」

「いや、さすがに全部は無理だからな？」

　カミトがあわてて手を振ると──

「カミトは約束しました。今日は好きなだけ頼んでもいいと」

「ぐ……」

「約束しました」

　無む垢くなエストの瞳ひとみがじーっとカミトを見つめてくる。

　いつもと変わらない無表情。……しかし、なにか妙な迫力があった。

　とうとうカミトは根負けしてうなだれた。

「……わかった。約束だもんな」

「カミト、私はカミトと契約して幸せです」

　ぎゅっとカミトの腕に抱きつくエスト。

「はは、エストは大おお袈げ裟さだな」

　苦笑するカミトを──

「……」

　クレアたちがむーっと睨にらんでいた。

　カミトがまとめて注文すると、すぐに料理が運ばれてきた。テーブルいっぱいに並んだ料理はどれも美お味いしくて、舌の肥えたお嬢様たちも大満足のようだ。

「クレア、さりげなくマッシュルームを俺おれの皿に移動させるな」

「なによ、このあたしが、せっかく恵んであげてるのに」

「おまえがキノコ苦手だからだろ。好き嫌いすると大きくなれないぞ」

「……む、どうしてあたしがキノコ苦手なこと知ってるのよ」

「おまえの好みくらいだいたい把握してるぞ」

「え？　そ、それって……」

　クレアがカアッと顔を赤らめる。

「カミトさん、わたくしのお魚をどうぞ」

「カミト君、私の貝もあげるわ」

「おまえら……」

　好き嫌いのあるお嬢様たちからぽんぽんと具を放ほうり込まれ、カミトのパスタはなんだかよくわからないものになってしまった。

　食事のあとはデザートだ。種類豊富なパフェに、季節の果物をふんだんにのせたタルト、ふっくら焼きたてのスポンジケーキ、ほろ苦いソースを絡めたムースなどが、まるで宝石箱のようにテーブルに並べられた。

「すごい可愛かわいいわ！」「綺き麗れいですわねー」「……ど、どれにしようかしら」

　目の前に並んだデザートを眺めて、ぽーっと幸せそうに頬ほおに手をあてる三人。

　貴族のお嬢様も、甘いデザートの前ではただの女の子になるようだ。

「おまえら、ほんとにこれぜんぶ食べるのか？」

「もちろんよ。甘いものを食べるとき、女の子のお腹なかは元素精霊界アストラル・ゼロに繋つながるのよ」

　クレアがキリッとした表情でよくわからないことを言いだした。

　うんうん、とうなずくフィアナとリンスレット。

「フィアナ、ケーキひと口もらうわよ」

「しかたないわね、あなたのプリンと交換よ」

「クレア、わたくしの桃をめぐんでさしあげますわ。感謝なさい」

「え？　いいの、リンスレット？」

「ええ、桃はちょっと苦手ですの……あなたの奴隷と交換ですわ」

「……む、それは悩ましい選択ね」

「勝手に人じん身しん売ばい買ばいをするな。……っていうか俺おれは桃と同格かよ」

「クレア、それは私のサクランボです」

「キャロル、ほら、あなたの好物の洋よう梨なしですわ」

「あ、それじゃあわたしはお嬢様の大好きな桃をおかえしに」

「え？　リンスレット、あんた──」

「キャロルっ、な、なな、なにをいいますのっ！」

　キャロルをぽかぽかと叩たたくリンスレット。

（それにしても……）

　と、隣のクレアにチラッと目をやりながら──カミトは胸中でつぶやいた。

　クレアは、ちょっと変わったような気がする。

　出会ったばかりのころは、なんというか、もっと思いつめた感じで、それこそ野生の猫みたいに誰だれもよせつけないような雰囲気があった。

　……仲間とチームを組んだことで、彼女の中で何かが変わったのだろうか。

「……？　カミト、なに見てるのよ」

「ん、ほっぺたにクリームがついてるぞ。ほら、とってやる」

「ば、ばかっ、自分でとるわよ！」

　クレアが顔を真まっ赤かにしてそっぽを向いた、そのときだ。

「おまたせしました。当店名物のスペシャルビッグパフェでございます♪」

「え？」

　陽気な声とともに──

　グラマラスな長身のウェイトレスが、カミトたちのテーブルにやってきた。

　波打つ翡ひ翠すい色の髪を伸ばした妖よう艶えんな美女だ。

　よくみると耳の尖せん端たんが鋭く尖とがっている。

（……エルフィム種族？）

　はるか神話時代に、元素精霊界アストラル・ゼロからやってきたと伝えられる亜あ人じん種しゆだ。

　いまでは純粋なエルフィム種族というのは存在しないらしいが──その肉体的特徴が長い耳であることは有名だ。帝国の都市部ではよく見かけるし、学院にもエルフィム種族の学院生はいるが、食堂でウェイトレスをしているというのはめずらしい。

　彼女が運んできたのは──巨大なチョコレートパフェだった。

　テーブルの真ん中に鎮ちん座ざしたそれは、まるで悪夢のような大きさだ。

「……って、こんなの誰だれが頼んだんだ！」

「あたしじゃないわよ」

　クレアがぶんぶん首を振る。フィアナとリンスレットも首を振った。

「……」

　全員の視線が、自然と一人の少女に集まった。

「……エスト？」

「カミトはなんでも頼んでいいと約束しました」

「いや、それは……」

「約束しました」

　無む垢くな瞳ひとみでカミトをじーっとみつめるエスト。

「う……」

「ちなみに、残したら罰金よ♪」

　ウェイトレスの美女がニコッと微笑ほほえむ。

「ど、どうするのよ？」

「みんなで協力して食べるしかなさそうですわね」

「……しかたないな」

　カミトはやれやれとため息をつき──

（……ん？）

　ふと、窓の向こうに見知った少女の姿を発見した。

　騎士団の甲かつ冑ちゆうに、目の覚めるような青い髪のポニーテール。

　さっき、学院で別れたばかりのエリスだ。

「どうしたの、カミト？」

「いま、そこをエリスが通りがかったんだ。騎士団の任務かな」

「エリスが？　ふーん……」

　クレアは不機嫌そうにカミトを睨にらんだ。

「……あんた、そんなにエリスのことが気になるんだ」

「ん、どういう意味……もぐ、もぐぐぐ!?」

　突然、カミトはスプーンいっぱいのパフェを口に押し込まれた。

「な、なによカミトのくせにっ、だいたいエリスはライバルチームなのよ！」

「もぐ、もぐぐぐぐ……」

「それに、あんたは、あ、あたしだけの奴隷精霊なんだからっ！」

　カミトの口にぐいぐいスプーンを押し込みながら、怒り出すクレア。

（理不尽だ……）
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（……ふふっ、面白そうな娘こたちね♪）

　厨ちゆう房ぼうに戻った長身の美女は、濡ぬれた赤い唇をぺろっと舐なめた。

　カミトたちのテーブルに巨大パフェを運んできた、エルフィム種族のウェイトレスだ。

　厨房から、まるで品定めでもするかのようにホールを眺め──

　やがて、ふっと短いため息をついた。

（ま、今日のところはやめておこうかしら。せっかくの獲物だけど）

　あの少女たちは、商売相手としてはややリスクが大きい。

　彼女の商品に手を出すのは──自信を喪失していたり、強い妄執や使命感に取り憑つかれた姫ひめ巫み女こと決まっているのだ。

（……もっとも、あの紅あかい髪の娘は、ちょっと脈がありそうだったけど）

　ヴィヴィアン・メローサ──彼女は、呪じゆ装そう刻こく印いんを専門に扱う〈骸連盟マーダーズ〉の商人だ。

　かつては帝都のアカデミーで教きよう鞭べんをとっていた、呪装刻印研究の第一人者。しかし、ランバール戦争後に呪装刻印の研究が禁止されたことが原因で、アカデミーを追放。その後はあらゆる組織を転々とし、呪装刻印の研究に明け暮れた。

　帝国中から優秀な姫巫女の集まる学院は、彼女にとって格好の実験場だ。

　これまでも、何度か学院に潜入し、力を望む少女に呪装刻印の移植をほどこしてきた。

（……もっとも、成功したのはたった一人だけど）

　波打つ翡ひ翠すい色の髪をかきあげ、彼女はくすっと微笑ほほえんだ。

「──ま、気長に探しましょうか。あたし好みの仔こ猫ねこちゃんを」






第四章　騎士の誠意






　全員で巨大パフェを攻略し終えた頃ころには、もう夕刻になっていた。

　学院都市から戻ってきたカミトは、エリスと約束した中央講堂にやってきた。

　しばらく待っていると、遠くからエリスが息を切らして走ってきた。

「……す、すまない、待たせてしまったな」

「いや、そんなに待ってないぞ」

　はあはあと息を切らすエリスに、カミトは苦笑した。

「なあエリス、さっき学院都市にいなかったか？」

「み、見ていたのか!?」

　エリスのポニーテールがぴょんっと跳ねた。

「ああ、レストランの窓から偶然見えたんだ。騎士団の警備か？」

「いや、その……い、いろいろと買い物をしていたのだ」

　こほん、と咳せき払ばらいしてなぜか顔を赤らめるエリス。

　カミトの脳裏に疑問符が浮かぶが……まあいい。

「とりあえず、勉強するなら図書館にでも行くか」

「あ、いや……図書館ではない」

　エリスはあわてて首を振った。

「ん、図書館じゃないのか。じゃあ、どこかの空き教室に──」

「……へ、部屋だ」

「…………は？」

　カミトは、思わず耳を疑った。

「部屋って……」

「だ、だから、その……わ、私の部屋で教えてほしい！」

　エリスは顔を真まっ赤かにして叫んだ。

「……」

「だ、だめか？」

「いや、ちょっと待て、女の子の部屋に男の俺おれが入るのは……」

「お、女の子……」

　エリスは一瞬、ぽーっとのぼせあがったような顔になるが──

「し、しかし、君はクレア・ルージュたちと一緒の部屋に住んでいるではないか」

「いや、まあ……あれは成り行きでな」

　頭の後ろをかきながら答えるカミト。

「そ、それとも、君は私のような堅物女の部屋などには来たくないと──」

「ち、違う、そんなことはないぞ！」

　エリスがちょっと傷ついた表情を浮かべたので、カミトはあわてて首を振った。

「そ、それじゃあ──」

「……ああ、わかった。わかったよ。お邪魔させてくれ」

　カミトはわけがわからないまま、やけくそ気味にうなずいた。
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　そんなわけで──カミトが連れて来られたのは、ヴィーゼル教室寮だった。

　優秀な問題児の集まるレイヴン教室とは正反対、真面目まじめな優等生の教室だ。

　エリスの部屋は、階段を上った建物の二階にあった。

　ドアの前でエリスがこほんと咳せき払ばらいする。

「ここが私の部屋だ。も、もちろん、男子を入れるのはこれが初めてだぞ」

「……そう言われると、なんだか緊張するな」

　エリスが部屋のドアを開け、精霊語の呪じゆ文もんをつぶやいた。

　途と端たん、天井の精霊鉱石が輝き、薄暗い室内が明るく照らされる。

　内装はクレアの部屋とそう変わらない。だが、エリスの部屋はきちんと片付いていた。

「よく片付いてるな。しっかり者のエリスらしい」

「ああ、部屋を片付けていないと、生き真面目まじめな同居人が怒るからな」

「エリス以上に生真面目な同居人か……」

　エリスには失礼だが、ちょっと想像できない。

「その同居人はいま、どこにいるんだ？」

「彼女は、学院の任務で数週間ほどあけているんだ。もし、あの人がいまこの場にいたら──君は生きてここを出られないだろうな」

　なにやら物騒なことを言いながら、エリスは床にクッションを敷いてくれた。

「楽にしていてくれ。いまお茶とお菓子を用意する」

「ああ、悪い」

　エリスはすぐにお湯を沸かし、熱い紅茶とお菓子を出してくれた。

　大貴族のお嬢様なのに、こういうところはすごくしっかりしている。ファーレンガルト家は武門の家柄だというから、幼い頃ころから厳しい教育を受けてきたのかもしれない。

「これ、おいしいな。エリスが作ったのか？」

「ま、まあな。ちょっとした趣味だ」

　エリスはちょっと照れるようにはにかんだ。

　表面に紅茶の粉をまぶしたカステラだ。甘さひかえめでやさしい味がする。

　料理が得意なことは知っていたが、こういう繊細なものを作るとは意外だった。

「しばらくくつろいでいてくれ。いま準備をしてくるからな」

「ん、準備ってなんだ？」

　カミトが訊きくと──エリスは腰の剣をシャランッと抜き放った。

　妙に迫力のこもった声で、

「準備だ」

「わ、わかった……」

　首筋に剣を突きつけられたまま、カミトはこくこくとうなずいた。

　エリスが隣の部屋へ消えて一人になると、カミトは小さくため息をついた。

（……なんなんだろうな、いったい）

　エリスのいれてくれた紅茶をすすりながら、部屋の中を見回す。

　ベッドの上には、きちんとたたまれた制服とパジャマ。

　その横には、可愛かわいらしいクマやウサギのぬいぐるみが並べてある。

（あいつ、意外と少女趣味なんだな……）

　と、そんなことを思いながら視線を動かすと──

　ふと、書き物机の上に目が止まった。

　机の端に、淡い輝きを放つ、精霊鉱石のオブジェが置かれていたのだ。

（あれは──）

　カミトは近づいてそれを手にとった。

　透明な精霊鉱石の中に、様々な幻影が浮かんでは消えていく──

「記憶を封じた精霊鉱石、か……」

　神威カムイを篭こめることで、記憶にある光景を封じ込めることのできる代物だ。

　精霊鉱石の中には、おなじ少女の姿が何度も繰り返し浮かび上がっていた。

　艶つややかな黒髪をなびかせ、漆黒の魔剣を振るう──幼い少女の姿が。

「……って、三年前の俺おれじゃねーか！」

　カミトは思わず叫んだ。

　そう、そこに映っていたのは、まぎれもなく──

　最強の剣舞姫ブレイドダンサー──レン・アッシュベルの姿だったのだ。

（そういえばあいつ、レン・アッシュベルに憧あこがれてるとか言ってたな……）

　重いため息をつきながら、記憶封じの精霊鉱石を机の上に戻す。

　カミトの正体だけは、彼女に絶対にバレないようにしなければ──

　純粋な少女の幻想を壊してしまうのはしのびない。

（……ん？）

　ふと、カミトは精霊鉱石の中に、レン・アッシュベル以外の少女の姿が映り込んでいるのに気が付いた。

　燦さん然ぜんと輝くブロンドの髪。氷のように冷たい目をした、美しい少女だ。

　少女の隣に立ってはにかんでいるのは、幼い頃ころのエリスだろうか──

（この娘こ、どこかで見覚えが……）

　と、カミトが訝いぶかしんだ──そのときだ。

「……ま、待たせたな」

　背後から、いまにも消え入りそうなエリスの声がした。

「エリス？」

　カミトは振り向いて──

「……」

　ぽかん、と口をあけた。

　メイドがいた。

「……？」

　カミトはごしごしと目をこすってから、もう一度目をあけた。

　……うん、まちがいなくメイドだ。

　紺地に白のエプロンをあわせた清せい楚そなメイド服。可愛かわいらしいフリルのロングスカート。

　そして、頭の上にちょこんとのったヘッドドレス。

　完かん璧ぺきなメイド姿のエリスだった。

「お、おまえ、いったい……」

　カミトがごくりと唾つばを呑のみ込むと──

「い、いまから、私は君専用のメイドだ。……い、いいな？」

　顔を真まっ赤かにしたエリスは、ロングスカートの裾すそをつまんでお辞儀した。

　めくれあがったスカートの下、黒いガーターベルトがわずかに覗のぞく。

「な──」

　カミトはドキッとして、あわてて両手で目を覆った。

「そ、そんなに見るな……恥ずかしい」

　ますます顔を赤くして、膝ひざをもじもじと擦り合わせるエリス。

　甲かつ冑ちゆうをつけていないので、揺れる大きな胸がいつも以上に強調されている。

　カミトが絶句していると──

　エリスは、不安そうな表情で囁ささやいた。

「や、やはり、私にはこのような服……に、似合わないか？」

「いや……その、そんなことはない、ぞ」

　目を逸そらしながら言うカミト。

　……というか、可愛い。ものすごく可愛い。

　いや、いつものエリスだって、もちろん可愛いのだが──

　メイド服を着たエリスが、こんなに魅力的だとは思わなかった。

　だが、それ以上に、カミトにとっては戸惑いのほうが大きい。

「……な、なんでメイド服なんだ？」

「こ、これは私なりの誠意なのだ……」

「誠意？」

　恥ずかしそうにうつむくエリスに、カミトは訊きき返した。

　メイド服が誠意……意味がわからない。

　エリスは腕を組み、鳶とび色いろの瞳ひとみでカミトをまっすぐに見つめてきた。

「せ、先日の任務のことだ。風王騎士団シルフイードの代表として、あのとき助けてくれた礼を君にしなければと思っていた。……あ、あくまで、の代表としてだからな！」

「いや、礼なんていらないって言ってるだろ。仲間を助けるのは当然だ」

　カミトが言うと──

「それでは私の気が済まない。ど、どうすれば君に礼を尽くすことができるか……この一週間、ずっと悩んでいたのだ」

「……なんでその結果がメイドなんだよ」

「うむ、チームメイトのラッカとレイシアに相談したら、君に誠意を見せるには、私がこの格好をするのが一番よいと教えてくれたのだ。君はこういう格好に興奮するマニアなのだと。さ、最初は私もどうかと思ったが、恩義ある者には全身全霊をこめて礼を尽くすのが、我がファーレンガルト家の家訓だ」

「あいつら、ろくでもないことを教えやがる……」

　カミトの頬ほおがひきつった。……ようするに、エリスはあの二人にはめられたのだ。

「エリス、勘違いするなよ。俺おれはメイド服に執着するマニアじゃないからな」

　カミトは妙な誤解を解こうとするが──

「……な、なんだと？　それはつまり──」

　どうやら、エリスはそれを違う意味に受けとったようだ。

「……しろ、ということか？」

「は？」

「も、もっとえっちな格好をしろということかっ！」

「なに言ってんだおまえ！」

「くっ、この淫王め……！」

「淫王がもう市民権を得ている!?」

「そんな不ふ埒らちな要求には断じて屈しないぞ！」

　エリスは腰の剣を抜くと、カミトの首筋に素早く突きつけた。

　メイドになっても騎士の技能は失っていないようだ。……あたりまえだが。

「わ、わかった、すごい似合ってるぞ、メイド服最高、メイド服万歳！」

「……ふん、それでいいのだ」

　エリスは剣の尖せん端たんを首筋に突きつけながら──

「さあ、カミト、私にして欲しいことをなんなりと申しつけるがいい！」

「ずいぶんと偉そうなメイドだな。……じゃあ、エリスはなにができるんだ？」

「得意なのは刺突だ」

「どんなメイドだよ……」

「私は剣も使うが、専門は槍やりだからな」

　ふっとエリスは偉そうに胸を張った。

「物騒な特技以外には、なにかないのか？」

「料理はそれなりに得意だぞ」

「ああ、そうだったな。じゃあ頼めるか？」

「もちろんだ。なにがいい？」

「そうだな……このあと夕飯もあるし、軽くつまめるものがいいな」

「わかった。正直、女体盛りなどと言われたらどうしようかと思っていたが──」

「……おまえな」

　カミトは半眼でうめき──

　ふと、思いついたように訊きいてみた。

「っていうか、リクエストしたらやってくれるのか？」

「こ、この不ふ埒らち者がっ！」

　刹せつ那な、エリスの放った秘剣がカミトの前髪を切り払った。




「……あ、味はどうだ？　ご主人様」

　そんなわけで──

　エリスはカミトのために料理を作ってくれることになった。

　さすが、将来添いとげる殿方のために修業しているというだけあって、調理から盛りつけまでとても手際がいい。……どこかの火ひ猫ねこお嬢様も見習ってほしいものだ。

　それにしても──

「……頼む。その呼び方は勘弁してくれ」

　カミトは半眼でうめいた。

「む、しかし、これが正式な呼び方だとあの二人は言っていたぞ」

「いや、おまえ騙だまされてるからな？」

　ぼやきながら、カミトはひと口サイズのチーズカツをもぐもぐと咀そ嚼しやくする。

　上等な小麦粉を使ったサクサクとしたころも。肉のあいだにはさまれた最高級のチーズは、舌の上でとろけるようなおいしさだ。

「……うまいな。普通にうまい」

「むっ、普通か……」

　エリスがちょっと悔しそうに唇をとがらせた。

「褒めてるんだよ。普通のものを普通にうまく作るのは難しいんだぞ」

「そ、そうか……！」

　エリスはキュン、と顔を赤らめる。

「エリスはいいお嫁さんになりそうだな」

「……～っ！　な、なにを言うのだ君はっ！」

　ビシュッ！

　カミトの目の前に、チーズカツの刺さったフォークが突き出された。

「な、なにすんだ、いきなり！」

「ふん、君が変なことを言うからだ！」

　エリスはカミトをキッと睨にらんだ。

　そして──

「……く、口をあけろ」

「は？」

　カミトが訊きき返すと──

　ビシュッ、ビシュッ！

　ふたたび神速の刺突が繰り出された。

「おわっ!?」

「よけるな！　わ、私が食べさせてやろうというのだ！」

「食べさせてやるって……なんでだよ!?」

「それがメイドの務めだと聞いたぞ。さあ、早く……あーん、をしろ！」

　目の前に神速のフォークを突き出してくるエリス。

　さすが刺突が得意だというだけあって、カミトでもかわすのが精せい一いつ杯ぱいだ。

　……って、なんのトレーニングだ！

「危ねえっ、目に刺さるとこだったぞ！」

「ふん、君が逃げるからだ。逃げるな！」

　──はむっ。

　とうとうフォークが口に押し込まれた。

　もぐもぐもぐ。

「ど、どうだ？」

「……うまい」

　カミトが素直な感想を言うと──

「よ、よし、もうひと口だ……」

　こんどは、優しくフォークを口に運んできた。

　はむっ。

「こ、こんどはどうだ？」

「……ああ、うまい」

　もう一度うなずくと、エリスはふふっと嬉うれしそうに微笑ほほえんだ。

（……うーん。これは、さすがにちょっと恥ずかしいぞ）





　　　　◇






　エリスの料理を食べ終えた頃ころには、もう外は完全に暗くなっていた。

　そろそろ、寮で待っているクレアたちのために夕食を作らなくてはならない。

　そのことを告げると……エリスは少し残念そうな顔をした。

　簡単に食器の片付けを手伝ってから、制服に着替えたエリスと二人で寮の外に出た。

　メイド服を脱いだとたん、エリスは急にさっきまでの行動が恥ずかしくなったようで、月明かりに照らされた道を歩きながら、ずっとうつむいていた。

　……無論、気き恥はずかしいのはカミトも一緒なのだが。

「長居して悪かったな。料理うまかったぞ」

「うむ、君にきちんとした礼ができてよかった。私の部屋に君を招くことができるのは、たぶん今日が最後の機会だったからな」

「どういうことだ？」

「さっき言った同居人のことだ。もうすぐ、彼女が任務クエストを完遂して戻ってくる」

「そんなに怖い同居人なのか？」

　すると、エリスの表情がわずかに翳かげった。

「ヴェルサリア・イーヴァ・ファーレンガルト──私の二つ年上の義あ姉ねだ。風王騎士団シルフイードの前騎士団長でもある」

「ヴェルサリア……」

　カミトはハッとした。その名前は、たしかクレアが話していた──

「学院最強の精霊使い……エリスのお姉さんだったのか!?」

「ああ、血が繋つながっているわけではないがな。かつては将来の十二騎将ナンバーズ候補とも期待されていたが──三年前の精霊剣舞祭ブレイドダンスで、あのレン・アッシュベルに初戦で敗北してからは、その話も消えてしまった」

「……っ!?」

「どうした？　義あ姉ね上うえのことを知っているのか？」

「……い、いや、なんでもない」

　カミトはあわてて首を振った。

（……そうか、どうりで聞き覚えのある名前のはずだ）

　──思いだした。三年前、精霊剣舞祭の初戦の相手。

　美しいブロンドの髪をした、氷の美び貌ぼうの少女。

「……義姉上は、私が理想とする騎士の姿を体現したような人だった」

　エリスは、白い息を吐きながらつぶやいた。

「だが、いまのあの人は──」

　独り言のようにつぶやいて──エリスはそこで足を止めた。

　レイヴン教室寮の門前に着いたのだ。

　カミトが見上げると、クレアの部屋の窓には明かりがついていた。

「エリス、今日はありがとな。それじゃ、また明日」

「あ、ああ、また──」

　手を振って、寮のほうへ歩き出すカミト。

　寮の建物へと続く小道をしばらく歩いた、そのときだ。

「……カ、カミトっ！」

　エリスが、背後からカミトを呼び止めた。

　いつもの凛りんとした声ではない。切迫した悲鳴のような声。

「……エリス？」

　カミトが振り向くと──

「あ……」

　エリスは目をまるくして驚いていた。

　自分でも、なぜ声をかけたのかわからない──そんな表情だ。

「どうしたんだ？」

「いや、その……」

「うん？」

　カミトが心配になって近づくと──

「……っ！」

　エリスは──なにか重大なことを決心したように、大きく息を吸い込んだ。

「じ、じつは、君に頼みがあるのだが……」

「頼み？」

　カミトは眉まゆをひそめて訊きき返した。

　思い浮かんだのは──いまから二週間前、鉱山都市での任務を受ける前のことだ。

　エリスは、カミトを自分のチームにスカウトしようとしていた。

　すでにクレアとチームを組んでいたカミトはきっぱりと断ったが、仲間の二人が対抗戦に参加できなくなったいま、もう一度、スカウトしようとしているのかもしれない。

　カミトは困ったように頭をかきながら、首を振った。

「エリス、悪いが、俺おれはおまえのチームには……」

「そ、そうではないっ！」

　エリスは顔を赤くして怒鳴った。……どうやら早とちりだったらしい。

「じゃあ……」

「カミト、その……風王騎士団シルフイードに入る気はないか？」

「騎士団に？」

　予想外の言葉に、カミトは思わず訊き返した。

　──学院の治安と風紀を守る、エリートの学生組織。

（そこに俺が入るって……いったい、どういうことだ？）

　エリスは、ばつが悪そうにカミトを見つめた。

「その……仲間が復帰するまででいい、君に騎士団を手伝ってもらいたいのだ」

　カミトは、今朝の補講のときに、エリスと話したことを思い出した。

　先日の襲撃事件のせいで、エリスのチームメイトの二人を含め、七人の騎士が風王騎士団シルフイードからの離脱を余儀なくされた。構成員の三分の一を失ったは、いまやまともに機能していない状態だ。

　なるほど。知り合いで、なおかつ精霊使いとしての実力も把握しているカミトをスカウトしたいというのは理解できる。

「もちろん、ただとはいわない。騎士団の一員として、しかるべき手当ても払うぞ」

「……どうして俺おれなんだ？　募集をかければ、志願する娘こがいるんじゃないか」

「募集はかけている。だが、希望者はほとんどいないのだ。新入生が来る時期はそれなりに集まるが──それでも、半数以上はすぐに辞めてしまうからな」

「そうなのか……」

　どうやら、の仕事は想像以上に大変なものらしい。危険な上に、学院の風紀を守るという仕事上、ほかの学院生から敵視されることもあるのかもしれない。

「しかも、先日の襲撃事件のせいで騎士団の信頼は大きく下がっている。何人もの負傷者を出しておきながら、結局、襲撃者を捕らえることができなかったのだからな」

　エリスは悔しそうに唇を噛かんだ。

「そんな騎士団への評価を覆そうと、ジオ・インザーギの捕ほ縛ばく任務に志願したのだが──結果はあのざまだ。あのとき、君たちの助けがなければ確実に全滅していた」

　濡ぬれた鳶とび色いろの瞳ひとみが、かすかに震えていた。

　エリスは──騎士団に向けられる非難の声に、ずっと耐えていたに違いない。

　きっと、たった一人で、誰だれにも相談できずに耐えていた。

　それが騎士団長の務めだからと、自分を責めていた。

（……そうか。不安なんだ。きっと、不安で怖くてしかたないんだ）

　騎士団長という立場にかかる責任と重圧。

　初等生の彼女が騎士団長を務めていることに、疑問の声も上がっているはずだ。

　学院の秩序を守るために厳しく振る舞い、敵を作ることもあったかもしれない。

　そんな声も、これまでは、彼女が実力を見せることで抑えられていた。

　けれど、いまはその信頼が揺らいでいる。

　それに、いつもエリスを支え続けていたチームメイトの仲間。

　ラッカとレイシアも、いまはいない。

（……こいつも、まだ十六歳の女の子なんだよな）

　騎士の肩当てに覆われた、華きや奢しやな少女の肩。

　その肩に、いったい、どれほどの重圧がかかっているのか──

「……怖いんだ。ほんとうは」

　エリスはうつむきながら、そう言った。

「私は、騎士として正しいことをできているのか。騎士団の権威をかさに、守るべきものたちを、ただ力で抑えつけているだけではないのかと」

　ポニーテールの青い髪が微風に揺れる。

　まるでエリスの心をあらわしているかのように。

　助けてほしい──とは言わなかった。

　きっと、それは彼女の最後のプライドだ。

　カミトは──

「……わかった。あの二人が復帰するまででいいんだな？」

「い、いいのか……本当に？」

　エリスが鳶とび色いろの目を見開いた。

「ああ」

　カミトはもう一度、しっかりとうなずいた。

　正直、風紀を守る騎士団なんて向いているとは思えない。それに、数週間後の精霊剣舞祭ブレイドダンスのことを考えれば、そんなことに時間を使っている余裕などないはずだった。

　けれど、いまにも押し潰つぶされそうなエリスの姿を見ていたら──

　この真しん摯しで不器用な少女騎士に、少しでも力を貸したくなったのだ。

「……か、感謝する。カゼハヤ・カミト」

　エリスはいまにも泣きそうな表情で頭を下げた。

　こんなときにまで律儀なエリスに、カミトは苦笑して──

「ああ、そうだ。ひとつ頼みがあるんだが」

「なんだ？」

「その、さっき言ってた報酬って、前借りとかはできるか？」





　　　　◇






　エリスと別れ、カミトが部屋に戻ると──

　クレアは今朝と同じように、可愛かわいいエプロンをつけてキッチンに立っていた。

　やや焦げた甘い匂におい。コトコトと何かを煮こむ音がする。

　そっと足音を忍ばせ、カミトはクレアの背後に近づいた。

「ん、またチョコレート作ってるのか？」

「ふああっ、カ、カミト!?」

　紅あかいツーテールの髪がぴょんっと跳ねた。

「ば、ばかっ、おどかさないでっ！　消し炭にするわよ！」

　顔を真まっ赤かにしてピシピシ鞭むちを振るうクレア。カミトはあわてて避ける。

「……まったく、どこいってたのよ。講義はとっくに終わってるはずでしょ？」

「なんだ、もうお腹なか空いたのか？」

「そ、そういう問題じゃないわっ、あんたはあたしの奴隷精霊なんだから、ご主人様の許しなしに、勝手にふらふらしちゃだめなのっ！」

「……俺おれは犬か」

　やれやれとため息をつくカミト。

「エリスのとこにいたんだよ、ちょっと食事をご馳ち走そうになってきた」

　ピシッ──クレアが石化した。

「……なん……ですって？」

「ああ、このあいだ助けたお礼らしい。律儀な奴やつだよな」

　さすがに、メイド服のことはエリスの名誉のために伏せておくが──

「そ、そう、食事を……へえ」

　クレアの頬ほおがぴくっとひきつった。

「あ、あたしだって助けたのに……カミトだけ誘ったんだ」

「おまえは騎士団から菓か子し折おりをもらっただろ。マカロンの詰め合わせ。たしか、おまえが一人でぜんぶ食べたんだよな」

「あ、あれはたしかにおいしかったけど……って、そういう問題じゃないわっ、エリスのとこにいたってどういうこと？　ま、まさか、部屋に上がったの？」

「ああ、エリスの部屋はちゃんと片付いてたぞ。おまえも見習ったほうが──」

「し、信じらんない……！」

　華きや奢しやなクレアの肩がわなわなと震えた。

　桜色の唇をきゅっと噛かみ、紅玉ルビーの瞳ひとみにはわずかに涙が浮かんでいる。

「……クレア？」

「エ、エリスの胸なんかにまんまと誘惑されて、騎士団の犬に成り下がったのね」

「いや、胸って……まあ、騎士団に入るように誘われたけどな」

「──は？」

　こんどこそ──クレアは完全に固まった。

「な、なにそれ……どういうこと？」

「ん、いま、騎士団の人手が足りてないらしくてな。俺に手伝ってくれって」

「も、もちろん、断ったんでしょうね。断った……わよね？」

　クレアはカミトの腕をぎゅっとつかんだ。真剣な表情でみつめてくる。

　カミトは頭をかきながら──

「いや、俺は手伝うことにしたぞ。エリスにはいろいろ義理もあるしな」

「……っ!?」

　カミトの腕をつかんだまま、クレアはハッと目を見開いた。

　じつは、引き受けた理由はもうひとつあるのだが──

　それを、いまクレアに教えるのは気き恥はずかしかった。

「おまえに無断で決めたことは謝るが、べつに問題はないだろ？」

「ないわけないじゃないっ、あたしが騎士団と仲悪いこと知ってるでしょ！」

「それはおまえが問題を起こすから──」

　と、カミトは気がついた。

　腕をつかんだクレアの指先が、小刻みに震えていることに。

「……そう、またエリスの味方するのね」

　クレアは静かにつぶやいた。

「いや、味方とかそういう問題じゃ──」

「……言ったくせに」

「え？」

「俺がおまえの契約精霊になってやる──って、言ったくせにっ！」

　顔を上げたクレアの瞳ひとみから、涙のしずくがぽろっとあふれる。

「お、おまえ……」

「もういいわ、出てって！」

　ドンッ──クレアはカミトを突き飛ばした。

「おい、クレア……」

「さっさと出てけっ！　あ、あんたなんか嫌いよ、大っ嫌い！」

　クレアの手のひらから灼しやく熱ねつの火炎球が放たれた。

「おわっ！」

　派手な爆発音が響き、カミトの背後の壁にぽっかりと大穴があいた。

「ちょ、ちょっと待て、なんでそこまで怒るんだよ？」

「うるさいっ、ばかっ、出てけ─────っ！」

　こんどは最強クラスの精霊魔術を詠えい唱しようしはじめたので、カミトはあわてて外に出た。

　クレアが本気を出せば、この寮そのものが吹っ飛びかねない。

　寮の外まで走って避難すると、カミトはため息をついた。

「な、なんなんだよ、いったい……」

　どうしてクレアがあんなに怒ったのか……わけがわからない。

（……俺おれが騎士団に入ったのが、そんなに気に入らないのか？）

　二階の部屋の窓を見上げるが──そこにクレアの姿はみえない。

　やがて、ピシャッと窓のカーテンを閉められた。

（……ああなったら、聞く耳をもたないからな、あいつは）

　クレア・ルージュ。まるで燃えさかる炎ほのおみたいな少女だ。

（まあ、そこがあいつらしいとこなんだけどな……）

　カミトはもう一度、深いため息をつくと──

（明日、ほとぼりが冷めたころに、もう一度くるか）

　重い足取りでレイヴン教室寮をあとにした。
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　カミトを追い出したあとで──

「嫌い、嫌いよ、あんなやつ……大っ嫌い！」

　クレアはぽふっとベッドに倒れこんだ。

　やわらかい枕まくらに頬ほおを押しつけ、シーツをぎゅっとつかむ。

　スカーレットが心配そうにやってきたが、クレアは無言で追い払った。幼い頃ころからずっと一緒だった契約精霊にも、いまの泣き顔をみられたくなかったのだ。

「なによ……あたし、ばかみたい」

　何日も前から、ずっとチョコレートの作り方を練習していたのだ。

（も、もちろん義理よ？　義理であげるチョコレートだけど）

　練習の甲か斐いもあって、だんだんうまくできるようになっていた。

　大量の消し炭を作らなくなっただけでも、褒めてくれていいはずだ。

　本番である明日の朝、一番うまくできたチョコレートをカミトにあげるつもりだった。

　よくできたなって……褒めてもらいたかった。

（なのに、あいつは……）

　クレアはうーっと唸うなって、ぽすぽすと枕を叩たたいた。

（……エリスの作ったご飯、きっと、あたしのチョコなんかよりずっとおいしいんだわ）

　悔しい。頭がごちゃごちゃして、なにが悔しいのかわからないけど、悔しい。

「……あたし、嫌なやつね」

　わかっている。カミトに悪気なんてぜんぜんないことは。本当に、ただエリスの力になりたいと思って、騎士団に入ることを決めたに違いない。

　あいつはそういうやつだ。

　クレアだって、エリスのことはべつに嫌いじゃない。もちろん仲はよくないけれど、彼女が誇り高い精霊使いであることは認めている。

　でも、なぜかとても腹が立つのだ。

（……どうして？）

　理由はわかっている。

　カミトにとって、自分はもっと特別な存在なのだと思っていたのだ。

（だって、あいつはあたしの契約精霊になってくれるって言ったわ）

　そっと指先を唇に押しあてると、頬がカアッと熱くなった。

（それに、キ、キスだって……したんだし）

　切なくて、きゅっと胸が締め付けられるような気持ちになる。

（……でも、違ったんだわ）

　べつに、クレアだけが特別なわけじゃない。

　困っている女の子がいたら、誰だれにだってあいつは手を差しのべるのだ。

（あたしが、あの災禍の精霊姫カラミテイ・クイーンの妹だから──）

　ただ、その境遇を哀れに思って同情しただけなのかもしれない。

　そう思うと、クレアは無性に寂しくなった。

　カミトは、クレアがなんであんなに怒ったのか、きっとわかってない。

　クレアも、自分がなんでこんな気持ちになっているのか、よくわからなかった。

　いまの気持ちは、まるでくすぶっている暖だん炉ろの火だ。

　……こんなのは、クレア・ルージュの炎ほのおじゃない。

　そのとき、部屋のドアの開く音がした。

「カミト!?」

　クレアはがばっと枕まくらから顔を上げるが──

　そこにいたのは、きょとんとした表情のフィアナだった。

　夕食の買い物当番から帰ってきたらしい。

　クレアはあわてて枕に顔をうずめた。泣き顔を見られるのはいやだった。

　フィアナはクレアの様子をみて──なんとなく事情を察したようだ。

「えーっと、カミト君と喧けん嘩かしたの？」

「……あっちいって」

　枕に顔をうずめたまま、クレアは言った。

　ファアナはため息をつくと、ベッドに座ってクレアの頭に手をのせた。

「ほっといてって、言ってるじゃない」

「あなたってほんとに子供なのね。ルビア様とは大違い」

「どうせ、あたしは姉様とはちがうわ」

　クレアは拗すねるように言い返した。

「ねえ、クレア、もうちょっと素直になったら？」

「わ、悪かったわね。素直じゃなくて……どうせ、胸だって小さいわよ」

「もう、誰だれも胸のことなんて言ってないでしょ」

　クレアの頭をそっと仔こ猫ねこのように撫なでながら、フィアナはため息をついた。

「晩ご飯、どうしようかしら？」





　　　　◇






　ちょうど同じ頃ころ──エリスはベッドの上でごろごろと悶もだえていた。

「……っ、わ、私はなんと恥ずかしい格好をしていたのだ」

　さっきまで着ていたメイド服をベッドに広げ、羞しゆう恥ちに顔を赤らめる。いくら恩義に報いるためとはいえ、さすがに、これはやりすぎだったのではないだろうか。

「だ、だが……」

　エリスはメイド服をきゅっと握り締め──

「カミトは、似合うと言ってくれた……な」

　思いだして、思わず頬ほおがゆるんでしまった。

　エリスはハッとしたように目を見開くと、両手でピシャピシャと頬ほおを叩たたいた。

「わ、私は騎士団長だぞ！　私がしっかりしなくてはみなに示しがつかん！」

　ファーレンガルト家の騎士は決して弱みを見せてはならない。

　騎士団の仲間にも、チームメイトにも──そして、自分自身にさえも。

　エリス・ファーレンガルトは、ずっとそうしてきたのだ。

　けれど──

（彼には見せてしまった、な……）

　信頼する仲間の前でも見せたことがない、不安におびえる弱い自分を。

　本当は、カミトを騎士団に誘うつもりなどなかった──あのときまでは。

　だが、去っていこうとする彼の背中を見て、思わず声をかけてしまっていたのだ。

（……なぜだろうな。私自身もよくわからない）

　最初は、男の精霊使いなど、学院の風紀を乱す敵だと思っていたはずだ。

　いつからだろう──彼のことが妙に気になるようになったのは。

　カゼハヤ・カミトのことを考えると、なぜか胸がキュンと痛む。

　騎士として育てられてきたエリスにとって、こんな感情は初めてだった。

　ふと、テーブルの上に目をやると──

　そこに、綺き麗れいにラッピングされたチョコレートがある。

　明日は〈ヴァレンティア聖せい祭さい〉だ。

　意中の異性にチョコレートを渡す日──

（……き、騎士団に入団してくれたお礼だ。もちろん、それ以上の意味はない）

　エリスは、うんうんとひとりでうなずいた。

　それなら緊張することはないはずなのだが、なぜか胸の鼓動が止まらなかった。

（……ど、どのタイミングで渡せばいいのだろうか）

　なにしろこんなことをするのは初めてなので、どうすればいいのかわからない。

「……へ、変な女だと思われないだろうか？」

「──なにが変なのだ、エリス」

　ふいに、凍える冷気のような声がした。

「……っ!?」

　いつのまにか、部屋のドアが開いていて──

　そこに──彼女が立っていた。

　輝くブロンドの髪。冷徹なアイスブルーの瞳ひとみ。

「あ、義あ姉ね上うえ……！」

「なにを腑ふ抜ぬけた顔をしている。それでもファーレンガルト家の騎士か」

　学院最強の精霊使い──ヴェルサリア・イーヴァ・ファーレンガルトが。






第五章　風王騎士団シルフイード






「……ちゃん、起きてください」

　誰だれかの呼ぶ声がする……

「……ちゃん、お兄ちゃん」

「う、ん……」

　カミトは目をこすりながら、ゆっくりと身を起こした。

　背中が痛い。こわばった節々の筋肉が悲鳴をあげている。

「ん……」

　てのひらに感じる硬い地面の感触で──

　カミトは、ようやく思い出した。

　昨日、クレアに部屋を追い出されて、しかたなく森の近くで寝ることにしたのだ。

（……って、お兄ちゃん？）

　まだ寝ぼけた意識のまま、カミトは首をかしげた。

　もちろん、孤児であるカミトには妹などいない。

　何度かまばたきしてから、ふと横に目を向けると──

「ようやく起きましたか、お兄ちゃん」

「エ、エスト!?」

　全裸ニーソの美少女が、カミトの顔を無表情にのぞきこんでいた。

　ほっそりとした華きや奢しやな身体からだ。ミルクのような肌に朝露が濡ぬれ光っている。

「ど、どうしたんだよ！　クレアの部屋で寝てたんじゃないのか!?」

　顔を真まっ赤かにしたカミトは、少女のなだらかな胸からあわてて目を逸そらした。

「お兄ちゃんが凍死しないように、添い寝してあたためていました」

「……う、嘘うそだよな？」

「私のふとももは気持ちよかったですか、お兄ちゃん？」

「……ぐああ」

　カミトは頭を抱えてうめいた。

「っていうか、さっきから、なんでお兄ちゃんなんだ？」

「はい、いろいろな呼びかたで起こしてみたのですが、ぜんぜん起きなかったので、エストはお兄ちゃんと呼んでみました。そうしたら、カミトはすぐに目を覚ましたのです」

「マジか……」

「はい、お兄ちゃん」

「エスト、お兄ちゃんは勘弁してくれ」

「はい、お兄ちゃん」

　エストは無表情にうなずいた。

「……エスト。ひょっとして、怒ってるのか？」

「……」

　エストは神秘的な紫紺ヴイオレツトの瞳ひとみで、カミトをじっとみつめてきた。

「私はカミトの契約精霊、ですよ」

「え？」

　エストは、ひとさし指をそっとカミトの唇に押しあてた。

「カミト、約束してください。私を二度と勝手に置いていかないと」

「……」

　どうやら、クレアの部屋に置いてきたことを怒っているらしかった。

　カミトとしては、一緒に野宿させるのは可哀かわい想そうだと思っただけなのだが──

「……ああ、わかった。悪かった」

「約束です、カミト」

　エストの伸ばしてきた小指に、カミトは小指を絡めて約束した。

「──さて、今朝はエリスのとこに行かなきゃな」

　今日は学院も休日で〈ヴァレンティア聖せい祭さい〉が催されるのだ。

　入団が決まったばかりのカミトだが、早速、今日から働くことになるらしい。

「いくぞ、エスト」

「はい、カミト」

　立ち上がったカミトの手を、エストはぎゅっと握った。
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　風王騎士団シルフイードの朝は早い。

　学院が休みの日でも、早朝に騎士団総会があるのだ。

　エリスに聞いた時間通りに、カミトは風王騎士団の本部へやってきた。

　騎士団の本部は、旧大聖堂を改装したものすごく立派な建物だ。構成員が二十人ほどであることを考えると、少し広すぎるかもしれない。

　カミトは息を吸い込み、重い鋼こう鉄てつ製の扉を押し開けた。

「な──」

　カミトは扉を開け放ったまま、数秒間、固まった。

　神聖な大聖堂の中に──下着姿の女の子たちがいっぱいいた。

　スカートをおろしかけた少女。ブラのホックに手をかけた少女。

「……っ！」

　ストッキングを膝ひざまで上げたエリスが、鳶とび色いろの目を見開いていた。

　網膜にくっきりと焼きつく、大人っぽい黒い下着。

　そして──

「きゃあああああああああああああっ！」

　カミトは数十発の精霊魔術をその身に受け、扉の外まで吹っ飛ばされた。




「……なるほど。騎士団の過酷さを甘く見ていたぜ」

　全身ズタボロになったカミトは、エリスをジト目で睨にらんだ。

　ちなみに、最も威力の高い精霊魔術を放ってきたのは、このエリスだ。

　耐刃、耐衝撃性能の高い学院の制服を着ていなければ、乱れ飛ぶ風の刃やいばで、まちがいなくバラバラになっていた。

　エリスはばつが悪そうに目を逸そらすと──

「すまない。最初に言っておくべきだったな、私たちはいつもここで着替えるのだ」

「なんで更衣室を使わないんだよ」

「必要ないからだ。これまで、男の学院生はいなかったのだからな」

「そりゃそうだが……」

「まあ、それはともかくだ。なかなか似合っているではないか、カミト」

　エリスはごまかすように咳せき払ばらいした。

　カミトは、風の精霊王の似姿をあしらった徽き章しようを左胸につけていた。

　騎士団の甲かつ冑ちゆうは女性用しかないので、代わりにこの徽章をつけることになったのだ。

　カミトとエストの目の前で、騎士団の少女たちが横に並んでいる。

[image: ]

　総勢十二人。中には上級生も数人いるようだ。

　騎士団総会をはじめるまえに、エリスがカミトのことを紹介してくれた。

「彼が本日付で騎士団に配属されることになった、レイヴン教室のカゼハヤ・カミトだ。見てのとおり男の精霊使いだが、怖がらずに歓迎してやってほしい」

「……」

　騎士団の少女たちは──

　じーっと不審者を見る目つきでカミトを睨にらんでいた。

　……無理もない。さっきの事件のせいで、カミトの印象は最悪だ。

「あれが噂うわさの夜の魔王か」「信じられない、あんな小さい子を愛人にしているなんて……」

「でも、ちょっとカッコよくない？」「騙だまされちゃだめよ、ああ見えてものすごい変態なんだから」「さっきだって、わたしたちの下着を舐なめ回すように見ていたわ」

　……聞こえてくる女の子たちのヒソヒソ声。

「なあ、エリス……俺おれは初日から心が折れそうなんだが」

「だ、大丈夫だ。私は君がそんな男でないことを知っている。君が立派な騎士として働いているところをみせれば、不名誉な噂などすぐに消えるはずだ」

「……だといいけどな」

　励ましてくれるエリスには感謝しながらも、カミトは重いため息をついた。
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　騎士団総会が始まった。

　エリスの口から話されたのは、ヴァレンティア聖せい祭さいの特別任務のことだ。

「本日、学院は休講だ。で学院生の多くが街に繰り出すことになるだろう。一般市民の前で決闘沙汰など起きぬよう、総員心して任務にあたってくれ」

「はいっ！」

　騎士団の少女たちはいっせいに返答した。

　人数こそ少ないものの、彼女たちは優秀な精霊使いだ。さすがに士気は高い。

　しかし──上級生の中には、エリスが指揮をとることに不満を持つ者もいるようだ。

　数人があからさまに不服そうな顔をしたのを、カミトは見逃さなかった。

（……なるほど、エリスも大変なわけだ）

　家柄も実力も上の後輩に対しての嫉しつ妬と。

　規律正しくみえる風王騎士団シルフイードも、内部ではいろいろあるようだ。

　だが、そんな上級生たちを無視して、エリスは続けた。

「学院都市には例の呪じゆ装そう刻こく印いんの商人──〈骸連盟マーダーズ〉の連中も潜入しているようだ。学院生が街へ出るこの機会に、なにか接触をはかってくるかも知れない。現場を押さえたら各自の判断で対応してくれ。では、解散──」

「──待て！」

　突然、カミトの背後から鋭い声がした。

　鋼こう鉄てつ製の扉が勢いよく押し開かれ、陽の光がいっせいに射さし込こむ。

「……っ!?」

　全員がハッと振り向いた。

　扉の前に立っていたのは──氷の彫像めいた、美び貌ぼうの騎士だった。

　燦さん然ぜんと輝くブロンドの髪。冷徹なアイスブルーの瞳ひとみ。制服の上に純白の外がい套とうを纏まとっている──学院の第一位トツプランカーのみが纏うことを許された名誉の外套だ。

（学院最強の精霊使い──ヴェルサリア・イーヴァ）

　カミトの背筋に冷たいものが走る。三年前、精霊剣舞祭ブレイドダンスの闘技場でまみえた彼女には、ここまでの威圧感はなかったはずだ。

　ヴェルサリアは硬い鉄靴の音を響かせ、ゆっくりと歩いてきた。

「義あ姉ね上うえ、どうしてここに……！」

「ずいぶんと駒こまが減ったようだな。私が留守のあいだに」

「義姉上……いま、なんと言ったのですか」

「駒が減ったと言った。それだけだ」

「……っ！」

　ヴェルサリアの放った暴言に、エリスはキッと眉まゆを吊つり上げた。

「あなたは、騎士団の仲間を駒だと言うのですか！」

「駒は駒だ──しかも使えぬ捨て駒だな。たった一人の襲撃者を捕らえることもできず、それどころか完膚なきまでに敗北するとは」

「私のことはかまいません。しかし、立派に職務をまっとうした彼女たちを侮ぶ辱じよくするのはやめていただきたい。たとえ、前騎士団長のあなたであっても」

　抗議するエリスを、ヴェルサリアは冷徹な目で見下ろした。

「私はファーレンガルトの騎士、一度口にした言葉を取り消すことはない」

「あなたはっ……！」

「それとも、私を力ずくで屈服させてみるか、騎士団長？」

　ヴェルサリアの細い指が、エリスの顎あごをつかむ。

「……っ!?」

　苛か烈れつな視線に圧倒され、エリスは思わず目を逸そらした。

　ヴェルサリアは失望したように首を振る。

「エリス、貴様に騎士団を任せたのは失敗だったな」

「──待てよ」

　横合いから、ヴェルサリアの腕をカミトがつかんだ。

　騎士団の問題に口を挟むべきではないとは思ったが──エリスに手を出されては、さすがに黙っていることはできなかった。

「ジオ・インザーギが学院を襲撃したとき、エリスは真っ先に駆けつけて戦ったんだ。あんたにエリスを責める資格はない」

「カ、カミト……」

　エリスが驚いたように目を見開く。

「──ほう？」

　ヴェルサリアはエリスの顎あごからすっと手を放した。

「貴様が、グレイワース卿きようの推薦で編入してきたという、男の精霊使いか」

「ああ、だからどうした」

　冷徹なアイスブルーの目を、カミトはまっすぐに睨にらみ返した。

「例の襲撃者を捕ほ縛ばくしたのは、お前だそうだな」

「俺おれだけじゃない。勝てたのは、チームの仲間と戦ったからだ」

「謙けん遜そんするな。貴様がなぜ強さを隠しているのかは理解できないが──」

　ヴェルサリアの鋭い眼がん光こうが、カミトを射い貫ぬいた。

（……っ、こいつ、まさか俺の正体を？）

　カミトの額ひたいに冷たい汗が浮かんだ。

　……いや、そんなはずはない。彼女と顔を合わせたのは三年前。いまのカミトの顔立ちは、あどけない少年だったあの頃ころとは、ずいぶん変わっているはずだ。

　ヴェルサリアは──

「貴様の実力、ぜひ試してみたいものだな」

「……なに？」

　ふいに、片手を振り上げた。

「……っ!?」

　刹せつ那な。すさまじい衝撃が放射状に放たれる！

　大聖堂全体を揺るがすような轟ごう音おん。

　周囲の少女たちは衝撃に吹っ飛ばされ、壁に叩たたきつけられた。

　もうもうとたちこめる砂すな埃ぼこり。無惨にめくれあがった大理石のタイル。

　地属性の精霊魔術──詠えい唱しよう時間がほぼゼロであったことを考えると、破格の威力だ。

　衝撃を回避できたのは──エリスと数人の上級生だけだった。

　カミトは、エストをかばって精霊魔術をまともに受けていた。

　反応はしていたので倒れることはなかったが、制服はボロボロだ。

「てめえ、なにしやがる……」

「ふん、意外と残ったな」

　ヴェルサリアは平然と顎に手をやると、少女たちを睥へい睨げいするように見回した。

　そして──

「貴様と貴様、それに……そこの二人だ」

　倒れずに立っていた四人の騎士を、つぎつぎと指名する。
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「義あ姉ね上うえ、いったい、なんのつもりですか！」

　激げき昂こうしたエリスがヴェルサリアに詰めよった。

「選抜だ。いま指名した者を私のチームに編入する」

「そんな勝手なことを──」

　選抜──ただでさえ少ない騎士団の団員を、引き抜こうというのだ。

　エリスが黙っていられるはずがない。

「私は強制するつもりはない。すべて、彼女たちの意志で決めることだ」

「な──」

　エリスはハッとなって、指名された四人の上級生を見回した。

　四人は一瞬、戸惑ったように互いを見交わすが──

「は、はい……！」

「ヴェルサリア殿のチームに選ばれて光栄です！」

「ぜひ私を加えてください」

「わ、私も！」

　揃そろって口々に返答する。

「……っ！」

　エリスは悔しそうに唇を噛かみ締めた。

　彼女たちを責めることはできない。

　学院最強の精霊使い──ランキング第一位のヴェルサリアのチームに編入されるということは、精霊剣舞祭ブレイドダンスへの切符を確実に手に入れたのとほぼおなじことだ。

　その誘惑は、実力者である彼女たちだからこそ、あまりにも大きい。

　それに、彼女たちは上級生──ヴェルサリアが騎士団長だった頃ころの騎士団員だ。だとすれば、さっきカミトが想像したように、もともとエリスが騎士団長であることに不満をくすぶらせていたのかもしれない。

「……」

　さすがにばつが悪いのか、彼女たちはエリスの顔を見ようとしなかった。

　ヴェルサリアがカミトのほうを向く。

「驚いたな──あの距離で契約精霊をかばう余裕があるとは。どうだ、貴様も私のチームに入らないか。貴様なら私の露払いくらいはできそうだ」

「断る。俺おれは火ひ猫ねこお嬢様のチームなんでな」

　カミトはヴェルサリアを睨にらみ返した。

「〈チーム・スカーレット〉──現在第六位、災禍の精霊姫カラミテイ・クイーンの妹のチームか。まあいい、手て駒ごまにならぬのなら叩たたき潰つぶすだけだ」

　ヴェルサリアは興味をなくしたように視線を逸そらすと──

　騎士団から引き抜いた少女たちに目で合図した。

　カツカツと鉄靴の音を響かせながら、本部の建物を出ていく彼女。

　あとには──

　無惨にめくれ上がった瓦が礫れきの山と、呆ぼう然ぜんとするエリスたちだけが残された。
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（どうにも疼うずくな……）

　風王騎士団シルフイードの建物から出たヴェルサリアは、苦痛に表情をゆがめた。

　動どう悸きが速い。〈心臓〉が狂ったように脈打っている。

（この〈心臓〉には、もう慣れたつもりだったが──）

　まだ完全に制御するには至っていない。

　身体からだの奥底から彼女を駆り立てる破壊的衝動を、抑えることができない。

　あるいは、彼女自身の意識すらも、すでに浸食されはじめているのかもしれない。

（だが、それでいい。そのくらいでなければ意味がない──）

　重要なのは、〈心臓〉がもたらす無限の神威カムイだ。

　この〈心臓〉さえあれば──勝つことができる。

　三年前、彼女を倒したあの少女──最強の剣舞姫レン・アツシユベルに。

　ふと、ヴェルサリアの冷たい目に、暗い焔ほのおが灯ともる。

（しかし、あの男の精霊使い──カゼハヤ・カミトといったか）

　まっすぐにヴェルサリアを睨にらみつけてきた、あの黒い瞳ひとみ。

　あの目には──見覚えがあった。

（似ている……）

　三年前の少女とおなじ目だ。

　ただ、決定的に違うところがあった。

　カゼハヤ・カミトは、ヴェルサリアに敵意の篭こもった視線を向けてきた。

（──彼女は違った。私を見てなどいなかった）

　彼女は、対戦者であるヴェルサリアのことなど眼中になかった。

　彼女は、もっと遠くの何かを見ていたのだ。

「……」

　──数週間後には、精霊剣舞祭ブレイドダンスがはじまる。

　ようやく、悲願としていた彼女との再戦がかなうのだ。

「待っているがいい、レン・アッシュベル──」

　狂える〈心臓〉の鼓動を感じながら、ヴェルサリアは奥歯を噛かみ締めた。






第六章　学院都市の警備






　騎士団員は、実力に応じて二人一組ツーマンセルか三人一組スリーマンセルの部隊を組むことになっている。

　とりあえず、新人のカミトは騎士団長のエリスと部隊を組むことになった。

　もっとも、これはカミトが新人だからというよりは、カミトと部隊を組みたがる少女が一人もいなかったせいだ。

　騎士団の仕事は、カミトが予想していた以上に多岐にわたっていた。

　学院生同士の決闘の仲裁、封印精霊の密輸業者の摘発、はぐれ精霊の保護、学生団体との交渉、精霊の森での遭難者の救出──最も頻発する任務が、精霊の森に自然発生した〈門〉を通って元素精霊界アストラル・ゼロから侵入してくる魔獣や暴走した精霊の討伐だ。今回も都市の外で大型の魔獣が暴れているらしいとの報告を受け、二人は現場に急行した。

　森の木々を薙なぎ倒し、巨大な甲殻を背負った巨獣が咆ほう哮こうしていた。

　巨大な亀かめに蜘く蛛もをかけあわせたような魔獣だ。

「ずいぶん大物だな、どれだけ大きな〈門〉があいたんだ？」

「精霊調査会の発表では、精霊の森に発生する〈門〉の大きさは年々大きくなっているらしい。原因は不明だそうだがな」

　エリスは厳しい表情でうなずくと、精霊魔装エレメンタルヴアツフエ〈風翼の槍レイ・ホーク〉を構えた。

　こうしてエリスと肩を並べて戦うのは初めてだが、彼女の実力は知っている。

　柔軟な戦術センスはクレアのほうが上だが、気分屋でむらのある彼女に対して、エリスは堅実な戦い方ができる。基本にして王道、小細工は弄ろうさずに真正面からねじ伏せる。いかにもエリスらしい戦闘スタイルだ。

「いまだ、カミト！」

　空中から攻撃するエリスに合わせ、カミトは魔獣の間合いに飛びこんだ。

　甲殻生物の急所はやわらかい下腹だ。それは魔獣でも変わらない。

　カミトが精霊魔装エレメンタルヴアツフエの剣を手に、地面を蹴けり上げた。

　刹せつ那な、魔獣の腹が縦に裂けた。

　腹の中からあらわれたのは巨大な蛇の首だ。鋭い牙きばのある口を大きく開き、カミトに襲いかかる。地面をのたうつ蛇が大量の土砂を巻き上げた。

「……っ、めちゃくちゃな生き物だな、魔獣ってのは」

　魔獣の乱暴な攻撃をかわしながら、カミトは舌打ちした。

　風の精霊の加護を纏まとい、空中に飛び上がったエリスが風の刃やいばを放つ。

　だが、なにかの魔術効果がかかっているのか──刃は硬い外殻に弾はじかれた。

　エリスがトン、とカミトの横に降り立った。

「やっかいだな。あの甲羅は耐属性の精霊魔術で強化されているようだ」

「精霊魔術？　いったい誰だれが──」

「この魔獣が自然発生した〈門〉から来たのではなく、何者かによって召喚された可能性はあるな。ただでさえ混乱するヴァレンティア聖せい祭さいの日に、学院都市の外で騒ぎを起こして騎士団の注意を逸そらそうとしているのかもしれない」

　それでカミトはピンときた。

「学院都市に潜入している呪じゆ装そう刻こく印いんの密みつ売ばい人にん、か」

「可能性はあるな」

　エリスは厳しい表情でうなずいた。

　森の木々を薙なぎ倒し、狂ったように咆ほう哮こうする魔獣。

　風翼の槍レイ・ホークを手に、エリスは突撃の構えをとった。

「カミト、連携攻撃だ。つぎの一撃で仕留めるぞ」

「ああ、わかった」

　叩たたきつけるような魔獣の攻撃がきた。

　エリスは飛行の精霊魔術を高速詠えい唱しようすると、カミトの腕を掴つかんで飛び上がった。

　魔獣の真上まで飛び上がると、掴んでいたカミトの手をパッと放す。

「いくぞ、エスト！」

　カミトの叫びに応こたえるように、精霊魔装──テルミヌス・エストがまばゆく輝いた。

　上空からの急降下攻撃。本来はエリスの得意としている技だ。

　落下の勢いのまま、甲羅に突き立つ白はく銀ぎんの剣。

　ピシッ──かわいた音がして、魔獣の硬い甲羅に亀き裂れつが走った。

　直後。

「はああああっ！」

　続いて急降下してきたエリスが、甲羅に走った亀裂めがけて風翼の槍レイ・ホークを突き込む！

「──狂え、凶まがツ風よ！」

　解放の言葉を叫んだ、瞬間。

　魔獣の巨きよ躯くがビクンッと大きく跳ね上がり、断末魔の咆ほう哮こうを上げて沈黙した。

　体内で荒れ狂った烈風が、内臓をズタズタに斬きり裂いたのだ。

「初めてにしては、タイミングぴったりの連携だったな」

　カミトが甲羅に突き刺さったエストを抜きながら言うと、

「ああ、君とは、相性がよいのかもな……あ、あくまで戦闘の話だぞ！」

　エリスはカアッと顔を赤らめ、ふいっとそっぽを向いた。
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　精霊の森での魔獣退治のあとも、二人はつぎつぎと舞いこむ事件に翻ほん弄ろうされた。

　学院が休講で街に出る学生が多いため、いつも以上にトラブルが絶えないようだ。

　今朝の引き抜きによって騎士団員の数が減ったことも、多忙さに拍車をかけていた。

　舞いこむ事件を片付けているだけで、すぐに午後になってしまった。

　午後からはヴァレンティア聖せい祭さいがはじまる。

　広場のほうで市長の挨あい拶さつがあるようで、市民の足は自然とそっちへ向かっていた。

「大変なんだな、騎士団の仕事ってのは」

　祭りの準備にわく街の様子を見回しながら、カミトはつぶやいた。

「今日はさすがに特別だがな。それに、上級生の騎士が引き抜かれたのは痛い。初日から君には迷惑をかけてしまったな、すまない」

　エリスはしゅんと肩を落としてため息をついた。

　今朝の一件で意い気き消しよう沈ちんしているようだ。

「べつに、あれはエリスのせいじゃないだろ」

「いや、彼女たちを引き止められなかったのは私の責任だ」

　エリスはゆっくりと首を振った。

「あの上級生四人は、義あ姉ね上うえが騎士団長だった頃ころの騎士団員なんだ。上級生のほとんどは、私が騎士団長に選ばれたときに辞めていった。彼女たちだけはこれまで残ってくれていたのだが──騎士団長として実力のない私に愛想をつかしたのだろうな」

「エリス……」

「そういえば、君がここに来たのはほんの数週間前だったな」

　エリスは、一年前の風王騎士団シルフイードのことを話してくれた。

　ヴェルサリアが騎士団長だった頃ころの風王騎士団シルフイードは、鉄の規律で動く、いま以上に強力な組織だったらしい。完全な実力主義。わずかでも隊規に違反した者は即座に処罰し、問題を起こす学院生は、騎士団の武力で容赦なく叩たたきつぶしていった。

　当然、学院の規律はよく守られていたようだ。

　だが、ヴェルサリアの苛か烈れつなやりかたは、プライドの高い貴族の娘である学院生たちの反発を招き、やがて彼女は騎士団長の座を降ろされることになった。

　名門ファーレンガルト公こう爵しやく家けの長女とはいえ、所しよ詮せんは下級貴族の養子にすぎないという事実も、あるいは、家柄を重んじる貴族の反感を買った一因だったのかもしれない。

　そんな彼女の後任に選ばれたのが、同じファーレンガルト家のエリスだった。

「昔の義あ姉ね上うえは、私が憧あこがれる立派な騎士だったのだ」

　エリスは唇を強く噛かみ締めた。

「厳しく冷たい人ではあったが、あのように、すべてを力で叩き潰つぶすような人ではなかった。いまの彼女は、もはや私が目指した騎士ではない」

　カミトは昨日、エリスの部屋で見た精霊鉱石のことを思い出した。

　エリスの記憶の中のヴェルサリアは、今朝の彼女とはまったく雰囲気が違った。

　彼女と相対したときに感じた、あの禍まが々まがしいまでの威圧感。

　いったい、なにが彼女をあんなふうに変えてしまったのか──

　と、そのとき。

　きゅるる～っ。

　お腹なかの鳴る音がした。

「エリス？」

「わ、私ではないぞ!?」

　エリスは顔を真まっ赤かにして否定した。

　カミトは苦笑して、

「朝から働きっぱなしだったからな。じつは俺おれも腹ぺこだ。そろそろ交代の時間だし、昼飯でもとらないか？」

「くっ……ち、違うと言っているのに」

　頬ほおを膨らませるエリスを無視して、カミトはあたりを見回した。

　ヴァレンティア聖せい祭さいとあって、お菓子の店が多いが、ほかの食べ物を売っている露店もけっこうあった。砂糖をまぶして揚げたパン、野菜と挽ひき肉にくをパイ生地で包んで焼いた料理、あぶった串くし焼やきの肉。……エリスでなくてもお腹の虫が鳴きそうだ。

「屋台でなにか買ってくるか？　それとも、どこかレストランに入るか？」

「む、いや、その……」

　すると。エリスはなぜか急にもじもじしはじめた。

「じ、じつは……作ってきたのだが」

「うん？」

　と、どこからともなく鷲わしの姿をした魔風精霊が飛んできた。

　エリスの魔風精霊シムルグだ。脚の爪つめに大きめのバスケットをつかんでいる。

「さすがだな」

　カミトは感心した。

　自分でお弁当を作るなんて、本当にしっかりしたお嬢様だ。

「それじゃ、俺おれは屋台でなにか買ってくるよ」

「ま、まま、まて！」

　歩き出そうとしたカミトの襟首を、エリスがぐいっとつかんだ。

「な、なんだ？」

「き、君のぶんもだ……」

「え？」

「だ、だからっ、君のぶんも作ってきたと言っている！」

「俺のぶん？」

「う、うむ、ひとつ作るのもふたつ作るのも、手間はそれほど変わらないからな。か、勘違いするなっ、材料が余ってもったいないから作っただけなんだからな！」

「そいつはありがたいな。エリスの弁当なら期待できそうだ」

「む、そ、そんなに期待されても困るぞ」

　こほん、と顔を赤らめて咳せき払ばらいするエリス。

「では、どこか落ち着ける場所を探して──」

　エリスがあたりを見回すと──

「あ、団長いたー、一緒にお昼食べませんかー？」

「なっ!?」

　街路の向こうで手を振りながら、パタパタと三人組の少女たちが駆けてきた。

　全員、制服の上に軽装鎧よろいを着込んだ風王騎士団シルフイードのメンバーだ。

「お、おまえたち、市街の見回りはどうした！」

「いまの時間はリュスカ隊が見回り担当ですよ。これから、みんなでお昼ご飯食べようと思ってたんです。団長もご一緒にどうですか？」

「いや、私はカミトと先約がだな──」

「あ、ずるい。団長がカミト君をひとり占めする気だ！」

「職権乱用ー」

「団長のえっち！」

　いっせいにエリスを非難する三人娘。

「ひ、ひとり占めなどしていないっ！」

　エリスは真まっ赤かになって怒りだした。

「いいんじゃないか？　ほら、今朝はちゃんと自己紹介できなかったしな」

「そ、それはそうだが、しかし……」

　エリスはため息をつくと──

「……わかった。ではみんなで昼食をとることにしよう」

　む、とカミトを恨めしそうに睨にらみながらうなずいた。





　　　　◇






　そんなわけで、近くの公園で昼食をとることになった。

　広場の近くにある、緑豊かな自然公園だ。

　街がヴァレンティア聖せい祭さいの準備であわただしい中、ここだけは静かだった。

　騎士団の女の子たちは芝生の上に座ると、ランチボックスを広げた。

　三人はみんなサンドイッチだったが、エリスのだけはちがった。

「へえ、すごい豪勢だな」

「……そ、そうか？　べ、べつに、普段と同じものだがな」

　カミトが感嘆の声を上げると、エリスはちょっと照れたようにうつむいた。

　ちょっと大きめのランチボックスには、サンドイッチにポテトサラダ、ウィンナー、たまご焼き、ちょうどいい大きさに切ったフルーツなどが入っていた。

「嘘うそよ、いつもはピーナッツバターサンドだけなのに」

「リンゴもちゃんとウサギさんの形に切ってある！」

「ウィンナーもタコさんになってる！」

　じーっと三人娘にジト目で見つめられ、エリスはたじたじとなった。

「お、おまえたちこそっ──」

　ごまかすように、三人に向かってびしっと人差し指を突きつける。

「今朝はカミトを怖がっていたのに、いったい、どういう風の吹き回しだ？」

「……」

　じつのところ、それはカミトも気になっていた。

　箱入り育ちのお嬢様たちの学園にあって、男の精霊使いであるカミトの評判はすこぶる悪い。変態とか淫いん獣じゆうとか夜の魔王だとか……ひどい誤解をされている。

　しかも、事故とはいえ、今朝は彼女たちの着替えまで見てしまったのだ。

　第一印象は最悪なはずだった。

　三人はたがいに顔を見合わせ、戸惑ったような顔をした。

「う、うん……正直、まだちょっと怖いけどね」

「団長が普通に話してるのを見てたら、そんなに悪い人じゃないのかなーって」

「それに、あのヴェルサリアに真まっ向こうから刃向かうなんて、すごいよ」

　三人は頬ほおに両手をあて、なぜかぽっと顔を赤らめた。

　そんな三人の様子に、エリスがむっとわずかに唇を引きむすぶ。

「べつに、俺おれはあいつが気に入らなかっただけだ」

　カミトはエリスの作ってくれたサンドイッチを、ひょいっとつまんだ。

　ハムとたまごのサンドイッチ。胡こ椒しようがきいていて、シンプルながらとてもいい味つけだ。

「うまい。こういうシンプルなものをおいしく作れるのは、腕のいい証拠だぞ」

「そ、そうか？　……よかった」

　エリスがほっと安あん堵どの息をつく。

「え、遠慮せずに、どんどん食べるがいい！」

「ああ、それじゃ遠慮なくいただくよ──」

　カミトがサンドイッチを口にほうりこもうとした、そのときだ。

　はむっ。

　手にしていたサンドイッチが突然、消えた。

　はむはむ。

「……エスト、なにやってるんだ？」

　いつのまにか、剣から人間の姿へ戻っていたエストが横にいた。

「カミト、私もお腹なかがすきました。食べさせてください」

「……しかたないな、ほら」

　カミトは苦笑しながら、サンドイッチに手を伸ばす。

　食べやすいように小さくちぎって、エストの口にほうりこんだ。

　はむはむ。

　無表情にパンを咀そ嚼しやくするエストは、まるで小動物のようだ。

「む、カミト、そ、それは私が君のために作ったサンドイッチなのだぞ」

　エリスがむーっと頬ほおをふくらませる。

「あー、エストちゃん可愛かわいい～」

「あたしもご飯あげたいっ！」

「あたしのサンドイッチも食べて食べて！」

　騎士団の三人娘はつぎつぎとエストに食べ物を差し出した。

　はむっ。はむはむ。

「やはりよいものですね。人間に崇敬されるというのは」

「……いや、完全に餌え付づけだからな？」

「ふぁ……」

　やがて、エストは可愛らしいあくびをすると、カミトの膝ひざにこてんと寝転んだ。

　すぐに、すぅすぅ可愛らしい寝息をたてかと思うと──

　身体からだが光の粒子となって虚空に消え、もとの剣の姿に戻る。

「あー、剣に戻っちゃったよ……」

　女の子の一人が残念そうにつぶやいた。

「食べるだけ食べて寝ちまったな」

　エストを腰の剣帯に戻しながら、カミトはやれやれと肩をすくめる。

　元素精霊界アストラル・ゼロの本体と切り離されてしまったエストは、ほかの契約精霊と違って、一日のほとんどを休眠状態で過ごしている。一度この状態になるとなかなか起きないのだ。

　それからは、サンドイッチを食べながら穏やかな時間を過ごした。

　話題となるのは、とりとめもない講義や、最近読んだ本のことだ。

　騎士団の女の子たちは最初、カミトと話すことに緊張していたようだが、しばらくするとしだいに打ち解けていった。……なぜかエリスは面白くなさそうな顔をしていたが。

（それにしても──）

　彼女たちと話しているうちに、カミトはふと気付いたことがあった。

「騎士団っていっても、みんな普通の女の子なんだな」

「ふえっ!?」

　三人は同時に顔をぽっと顔を赤らめた。

「えっと……ふ、普通の女の子って、ど、どーゆーこと？」

「いや、てっきり、みんなエリスみたいなんだと思ってた」

「カミト、それはどういう意味だ？」

　エリスがむっと睨にらみつけてくる。

「いや、もっと堅いっていうか、しっかりしてるというか──」

「前はそうだったよ。あたしたちみたいなのは、騎士団を除隊されてたから」

　と、三人娘の一人がつぶやいた。
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「うん、ヴェルサリアが騎士団長だったころはね」

「ぜんぶ力で抑えこんで、正直、学院の雰囲気はよくなかったな」

　あとの二人も揃そろってうなずく。彼女たちは、エリスが騎士団長に就任してから入ったメンバーで、前騎士団長であるヴェルサリアのやりかたには不満があったようだ。

「ヴェルサリアに刃向かった奴やつはいなかったのか？」

　学院に通っているのは、ほとんどがプライドの高い貴族の子女。

　そんなふうに力で抑えつけていれば、反抗する者も多かったはずだ。

「──もちろんいたさ。何人もな」

　エリスが口を挟んだ。

「だが、最優クラスの上級生でさえ義あ姉ね上うえの敵ではなかった。結局、義姉上が騎士団長の任を降りることになったのは、有力貴族からの圧力があったからだ」

「最後までヴェルサリアに反発してたのは、レイヴン教室の連中くらいだね。とくに火ひ猫ねこのクレア・ルージュには、あの頃ころの騎士団も手を焼かされたみたい」

「まあ、クレア・ルージュはいまも問題児だけど」

「……なるほどな」

　クレアと騎士団との対立は、エリスが騎士団長に就任する以前からのものらしい。

　ふと、カミトの脳裏に昨日のクレアの顔が思い浮かんだ。

（……あいつ、まだ怒ってるかな）

　いまの話を聞いて、カミトも昨日は言葉が足りなかったなと反省した。

　そんな確執があるのなら、カミトが騎士団に入ったと聞いて怒るのも当然だ。

　ほんとうは午前中に部屋をたずねようかと思っていたのだが、騎士団の仕事に忙殺されて会うことはできなかった。

　──ちょうど、そのとき。

「ん？」

　カミトの視界の端を、なにかがよぎった。

　カミトはまばたきして目を細めた。

　公園から見える街のメインストリート。

　あふれかえった雑踏の中に、小さな赤いしっぽが見えたのだ。

（……あれは、スカーレット？）

　スカーレットは雑踏の中を器用にすり抜けながら、どこかへ歩いていくようだ。

　そばにクレアの姿は見あたらない。

（あいつ、なにやってるんだ？）

　と、そんなカミトの視線に気づいたように──

　スカーレットは一瞬、立ち止まってこっちを振り向いた。

　それから、すぐにまた雑踏の中に紛れ込んでしまう。

（……ついてこいってことか）

「どうした、カミト？」

「悪い、ちょっと用事を思い出した。すぐに戻ってくる」

　雑踏の中へ消えたスカーレットのしっぽを追って、カミトは駆けだした。





　　　　◇






「もうっ、スカーレットってば、いったいどこにいったのよ！」

　クレアは紅あかいツーテールの髪を逆立て、ぷんぷん怒った。

　街まち中なかを歩いていたらスカーレットとはぐれてしまい、いつのまにか裏路地に迷いこんでしまったのだ。

　普段、学院都市に出ることのないクレアは土地勘がほとんどない。また、スカーレットは元素精霊界アストラル・ゼロに戻ったわけではないらしく、召喚することもできなかった。

　裏路地には人の気配がなかった。広場のほうではヴァレンティア聖せい祭さいがはじまっているらしく、みんなそっちへ集まっているのだ。

「……なんなのよ、もう」

　クレアはそわそわと不安そうにあたりを見回した。

　もちろん、精霊使いであるクレアにとって暴漢など敵ではない。それでも、なんとなく不安な気持ちになってしまうのだ。

「……あいつも、ぜんぜん帰ってこないし！」

　クレアは苛いら立だたしげにピシッと鞭むちを鳴らした。

　そもそも、クレアが街に出てきたのは、カミトを探すためだ。

　昨日はひと晩中待っていたのだが、カミトは結局、帰ってこなかった。

「なによ……あたしだって、素直に謝ってくれば許してあげたのに」

　クレアも、カミトの話をろくに聞かずに追い出したことを、少しは反省していた。

　エリスの部屋にいたことは絶対に許せないが、それでも、消し炭とはいわず、せいぜい半焼けくらいですませてあげようと思っていたのに。

（……一回だけよ。一回だけ、奴隷精霊の分際でエリスに尻尾しつぽを振ったことを許してあげるんだから。あたしってばほんとに寛大、まるで聖女様ね）

　ツーテールの紅い髪をふぁさっとかきあげ、クレアは制服のポケットから小さな袋をとりだした。黄色いリボンの巻かれた可愛かわいらしい袋だ。

　中身は手作りのチョコレート。

　何度も練習したおかげで、ようやく消し炭じゃないものができた。

「あ、あいつが素直に謝ってくれば、ご褒美としてあげるんだから。あくまでご褒美としてよ？　とかそういうの関係なく、よ」

　クレアが一人でつぶやいていると──

「ニャー？」

「ひわあっ！」

　クレアはびくっとして跳び上がった。

　あわてて振り向くと、スカーレットが足もとで首をかしげていた。

「も、もう、びっくりさせないでよ。……まったく、すぐ迷子になるんだから」

　迷子になっていたのはクレアのほうなのだが、彼女は認めなかった。

　そのとき、路地の向こうから、駆けてくる足音が近づいてきた。

「クレア！」

「……？」

　クレアが振り向くと、路地の角からあらわれたのはカミトだった。

　ずっと走ってきたらしく、ずいぶん息を切らしている。

「カ、カミト！　どうして──」

「スカーレットの姿を見かけたんで、追いかけてきたんだ」

「え？」

（そ、それって、あたしを探しにきてくれたってこと？）

　クレアは、怒ったような困ったような嬉うれしいような、曖あい昧まいな顔をした。

　一応、まだ喧けん嘩か中なので、どんな表情をすればいいのかわからなかったのだ。

（そ、そうよ、ここで甘い顔を見せちゃだめなんだから！）

　プライドの高いクレアは、カミトのほうから謝ってくるまでは、絶対に許すつもりはなかった。ご主人様が奴隷に謝るなんて、絶対にあってはならないことなのだ。

「ふんっ、い、いまさらなにしにきたのよ！」

「おまえこそ、こんなとこでなにやってんだ？」

　怪け訝げんそうに訊きくカミト。

「……べ、べつに、あんたを探してたわけじゃないわよ」

「ああ、そりゃもちろんわかってるが──」

「わかってないじゃない！」

　クレアは苛いら立だたしげに鞭むちを振りかざし──そこで、ハッと思いとどまった。

　ここで鞭を振るったら、昨日とおなじことになってしまう。

「……ま、まあいいわ」

　クレアは振り上げた鞭を降ろすと、ふんっと髪をかきあげた。

　カミトはきょとんとしている。

「ねえ、カミト？　あたし、ちょうど偶然たまたま、今日の午後があいてるのよ」

「……？　そうなのか」

「そうよっ、だ、だから、えっと、喫茶店かどこかで、あ、あたしにケーキでも奢おごりなさいよねっ！　そ、そしたら昨日のこと、許してあげなくも……ないわよ？」

　わずかに顔を赤らめ、片目でチラッとカミトを見る。

　いまの台詞せりふは、プライドの高いクレアとしては最大限の譲歩だった。

　べつにケーキを奢おごってもらいたいわけじゃない。クレアとしては、カミトに謝りやすい口実を作ってあげたつもりだった。

　カミトは「なんだよ、しかたねーな」とか文句を言いながらケーキを奢って、クレアは「ふん、まあ、このケーキに免じて許してあげるわ」と肩をすくめ──そんなふうに、なしくずし的な雰囲気で仲なおりすることができると思ったのだ。

（だいぶ遅かったけど、いちおうはあっちから謝りにきてくれたんだし。あたしも子供じゃないんだから、寛大に許してあげるわ）

「悪いな。今日はエリスと学院都市の警備なんだ」

「そう、わかったわ。エリスと……は？」

　クレアの顔がピシッと凍りついた。

「ね、ねえ、カミト……よく聞こえなかったんだけど……いまなんて？」

「だから騎士団の仕事だよ。エリスと街の巡回警備をしてるんだ」

　カミトはもう一度、はっきりと言った。

「……」

「おい、クレア？」

「へ、へえ、エリスと……デート、そ、そうなんだ」

　クレアの声がわなわなと震えていた。

「いや、デートじゃなくて騎士団の──」

「へえ、あんたってば、もう騎士団の犬になったのね。似合うじゃないその徽き章しよう」

　ゴゴゴゴゴゴゴ……！

「……っ!?」

　クレアが怒っていた。

　紅あかいツーテールの髪を逆立て、いまにも火球を放ちそうな勢いだ。

「おまえな、すこしは話を聞けよ。そんなに騎士団を敵視しなくてもいいだろ」

「な、なによ、わかったふうなこと言わないでっ！」

　クレアはカッとなって鞭むちを振り上げた。

　きゅるる～っ。

「……」

　と、なんだか可愛かわいらしい音が響いた。

　クレアは鞭を振り上げたまま、ばつが悪そうに目を逸そらした。

「おまえ、ひょっとして、ご飯食べてないのか？」

「なによ、あんたが作ってくれないからじゃない！」

「追いだしたのはおまえだろ」

「それは、そうだけど……」

　クレアはカミトを睨にらんでう～っとうなった。

　そんなクレアにカミトは──

「クレア、よかったら昼飯、一緒に食べないか？」

「え？」

　クレアが紅玉ルビーの目を見開いた。

「……そ、それは、まあ」

　顔を赤らめ、ふいっとそっぽを向く。

「あ、あんたがどうしてもっていうんなら、あたしはべつにいいけど？」

「じゃあこいよ。あっちの公園で、エリスたちと一緒に食べてるんだ」

「……っ!?」

　ピクッ。クレアのこめかみがひきつった。

「な、なにいってんの、あんた……ば、ばかじゃないの！」

「おまえが騎士団と折り合いが悪いのはわかるが、話してみれば、みんな普通の女の子たちだぞ。一緒に飯でも食えば、仲よくなれるんじゃないか？」

「馴なれ合あうつもりなんてないわ。騎士団の連中は昔から大っ嫌いなの。エリートだかなんだか知らないけど、あいつらには姉様のことでさんざん侮ぶ辱じよくされたわ！」

「それは昔の騎士団の話だろ、エリスはそんなやつじゃない──」

「……っ、なによ、エリス、エリスって！」

　クレアはとうとう爆発した。もう我慢の限界だった。

　精霊魔装エレメンタルヴアツフエを展開、燃えさかる炎の鞭フレイムタンを握りしめる。

　……どうしてかわからない。

　けれど、カミトが騎士団やエリスの味方をするのがたまらなく悔しかった。

「あんたはあたしの契約精霊なんだからっ、あたしだけのものなんだから！」

　感情のままに振り下ろされる炎の鞭。

　だが。

「──そこまでにしておけ、クレア・ルージュ」

「……っ!?」

　燃えさかる炎の鞭を、烈風を纏まとう槍やりが絡めとっていた。

「一般生徒が街まち中なかで精霊魔装を使うのは校則違反だぞ」

「エリス!?」

　カミトを庇かばうように立ったエリスが、厳しい眼まな差ざしでクレアを睨にらみつけていた。

「……～っ！」

　クレアは悔しそうに奥歯を噛かみしめた。

　透き通った紅玉ルビーの瞳ひとみに大粒の涙が浮かぶ。

「……いいわよ」

「え？」

「もういいわよっ、ばかっ、勝手にしなさいっ！」

「お、おいクレア……ぐあっ！」

　クレアはカミトの顔面に、チョコレートの袋を思いっきり投げつけた。

「あんたなんて大嫌いっ！　エ、エリスと仲よくしてればいいじゃないっ！」

　クレアは涙まじりの声で叫ぶと、その場を走り去った。
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「──ねえ、いまのクレア・ルージュじゃない？」

　路地から飛び出してきたクレアの姿を、学院の上級生が目撃した。

　昨日、クレアのチームと対戦した金剛精霊使いと魔鏡精霊使いだ。

　二人は走り去っていくクレアを忌々しそうに睨にらんだ。

「……いまならあいつ一人ね。学院の外なら教師連中の目にもつかないし」

　金剛精霊使いの少女が目くばせすると、

「無理よ。ほら、例の男の精霊使いと騎士団長殿がいる」

　ちょうど、クレアを追ってカミトとエリスが出てきたところだった。

「ちっ、あの男の精霊使い、騎士団に入ったのか」

「このあいだの襲撃事件で人手が足りなくなったんじゃない？　ヴェルサリアのころにくらべて、風王騎士団シルフイードの質もずいぶん落ちたものね」

　二人は風王騎士団の元騎士団員だった。

　あの生意気なクレア・ルージュと対立していたのも、そのころからだ。

　もっとも、騎士団の権威を振りかざし、立場の弱い学院生を執しつ拗ようにいたぶるなど素行の悪さが目立ったため、エリスが騎士団長になってから騎士団を追放されていたが。

「でも、初等生三人くらい、あたしたちなら──」

「やめておきなさいな。あなたたちじゃ、束になってもかなわないわよ」

「……っ!?」

　背後からの声に、二人はさっと身構えた。

　精霊使い二人に、気配すら感じさせることなく立っていたのは──

　翡ひ翠すい色の髪をした、妖よう艶えんな美女だった。

「ねえ、あなたたち、もっと素晴らしい力が欲しくない？」

「な……に……？」

「あの火ひ猫ねこのお嬢さんなんて問題にならないくらい、強い力よ」

〈骸連盟マーダーズ〉の商人、ヴィヴィアン・メローサの紅あかい瞳ひとみが禍まが々まがしく輝いた。






第七章　ヴァレンティア聖せい祭さい






　夕刻。学院都市の広場は大勢の人々でにぎわっていた。

　鼻孔をくすぐる甘い匂におい。祭殿にはおいしそうな焼菓子が山のように積まれ、学院から派遣された姫ひめ巫み女こが精霊を楽しませる剣舞を披露している。

「しかし、どこにいったんだ、あいつは？」

　クレアの投げつけてきたチョコレートに目を落としながら──

　カミトはやれやれとため息をついた。

　エリスと二人でクレアを追いかけていたのだが、途中で警備の交代時間がきてしまったため、彼女を追うのはあきらめ、〈風〉区画の巡回警備をしているのだ。

「……」

　横を歩くエリスは複雑な表情で、カミトの持つチョコレートを見つめていた。

「どうした、エリス？」

「い、いや、なんでもない……この地区に問題はなさそうだな」

　エリスは咳せき払ばらいして、あわてて目を逸そらした。

　たしかに、このあたりはとくに目立った騒動はないようだ。

　酔っぱらいどうしの喧けん嘩かやスリくらいはあるかもしれないが、そういったトラブルには街の自警団が対応してくれている。むしろカミトたちが気を付けるべきなのは、精霊との交流に慣れていない一般市民が、知らずに精霊の逆げき鱗りんに触れてしまうことだ。

　精霊を祀まつる祭さい祀しのときには、その手の事故がたびたび起きている。

「まるで……デ、デートのようだな」

「ん、なにか言ったか？」

「なんでもないっ、もっと警備に意識を集中しろ！」

　エリスが顔を真まっ赤かにして怒った。

「わ、悪い……」

　謝るカミト。

（……っていうか、意識を集中していないのはエリスのほうじゃないか？）

　エリスは、さっきから、落ち着きなくカミトの横顔をチラチラ見ていた。

　足取りもなんだかふらふらして危なっかしい。

　肩が触れるか触れないかまで近づいたと思ったら「ふわあっ」と悲鳴を上げてまた離れる──そんなことを繰り返しているのだ。

　そのせいで、すれ違う人々と何度もぶつかりそうになっていた。

「エリス、そんな歩き方してたら危ないぞ」

　見かねたカミトがエリスの手を引くと、

「……っ、な、なな、なにをするのだ、不ふ埒らち者っ！」

「いや、さっきから、なんかふらふらして危ないなって……手もちょっと熱いな。ひょっとして熱でもあるのか？」

「……～っ、だ、誰だれのせいだと思っている！」

　エリスは手を繋つないだまま、カミトの肩をぽかぽか叩たたいた。

「私の初めてを奪った責任、とってもらうからなっ！」

「なっ!?」

　顔を真まっ赤かに染めたエリスの言葉に──

　道を行き交う人々がざわっと振り向いた。

　軽けい蔑べつしたようにカミトを見つめ、ヒソヒソと小声で囁ささやきあう。

「エリス、誤解を招くような発言をするなっ！」

「ご、誤解ではないっ！　ほんとうに、と、殿方と手を繋ぐのは初めてなのだっ！」

「……っ!?」

　そうか──と、カミトは思い当たる。

　考えてみれば、エリスも名門貴族出身のお嬢様なのだ。

　そういえば、昨日でかけたときも、クレアたちは手を繋ぐことをためらっていたようだった。貴族の令嬢である彼女たちにとって、男と手を繋ぐというのは、想像以上に恥ずかしい行為なのかもしれない。

「……すまん。悪かった」

　カミトがあわてて手を離そうとすると──

「い、いや、このままでかまわない……私こそ、驚いたりしてすまなかった」

　エリスは恥ずかしそうに目を逸そらしたまま、カミトの手を握り返してきた。

　やわらかい女の子の手の感触。ところどころに固いたこができているのは、きっと武芸の修行を真面目まじめにしている証拠だ。

　エリスはそのまま、カチコチとゼンマイじかけの玩具おもちやのように歩きだした。

「お、男の手……なのだな」

「そりゃそうだ」

　カミトが答えると、エリスはなぜか嬉うれしそうにふふっと笑った。

　いつも凛り々りしいエリスのそんな表情に、思わずドキッとする。

「お、思ったよりも恥ずかしいものだな……て、手を繋ぐというのは」

「ああ、そうだな……」

　カミトは片手で頬ほおをかきながら、曖あい昧まいにうなずいた。

　正直、ちょっとうわの空だった。

　さっきから、エリスの大きな胸が腕に押しつけられているのだ。

　騎士団の胸当てがあるので直接触れてはいないものの、その弾力のある感触はいやおうなしに伝わってくる。甲かつ冑ちゆうの下のわがままボディについ目がいってしまうのは、思春期の男子ならしかたのないことだ。

（せ、性格は堅いのに、身体からだはやわらかいんだな……）

　ドギマギと緊張しながら、祭りの喧けん騒そうに賑にぎわう大通りをしばらく歩いた。

　美しい石いし造づくりの街並みが、精霊鉱石の照明によってライトアップされていく。

　エリスは、ショーウィーンドーに飾られたクマのぬいぐるみを指さしては目を輝かせ、服飾店の前では豪華なパーティードレスに見入っていた。

　カミトが昨日のメイド服のことでからかうと、彼女は顔を真まっ赤かにして怒りだした。

「ふん、どうせ私には、このような華美な服は似合わないからな！」

「そんなことはないだろ。いつもの騎士姿のエリスもかっこいいけど、こういう服を着たエリスも俺おれは見てみたいぞ」

「……な、なにを言うのだ君は」

　可か憐れんな唇をとがらせ、もじもじとうつむくエリス。

　そのしぐさはいつもの凛り々りしい騎士ではない、普通の女の子のようだった。

　そんな彼女を見ていると──

　ふと、カミトは訊きいてみたくなった。

「なあ、エリスは、どうして騎士になろうと思ったんだ？」

　彼女が騎士としての生き方にこだわるのは、武門の筆頭であるファーレンガルト家の娘だから、という理由だけではないような気がしてきたのだ。

「……」

　エリスは、ゆっくりとカミトのほうを振り向いた。

「最初は、義あ姉ね上うえへの憧あこがれだった」

「あのヴェルサリア・イーヴァ？」

「そうだ。義姉上は立派な騎士だった。自分に厳しく、不正を憎み、ひたむきに剣技を磨き、いつも領民の目標になるような生き方を心がけている人だった」

　どこか遠くを見つめるように、彼女はあわい夕焼けに染まった空を見上げる。

「子供の頃ころからずっと、義姉上のような騎士になりたいと思っていた。ファーレンガルト家の跡継ぎとして、大勢の民を守る精霊騎士になりたいと。だから、学院に入学したとき、私はまっさきに、義姉上が騎士団長をつとめる風王騎士団シルフイードに志願したんだ」

　エリスの鳶とび色いろの瞳ひとみがふっと翳かげった。

　けれど──と彼女は続ける。

「私が学院に入学したときにはもう、義姉上は変わってしまっていた。まるで、なにかに駆り立てられるように、ただ力だけを追い求めるようになっていたのだ。無論、その生き方が絶対に間違っているとはいえない。孤高に力を追い求めるのも精霊使いとしては正しい生き方だ。だが、すくなくとも、いまのあの人は私の憧れた騎士ではない」

「なにが、彼女をそんなふうに変えちまったんだ？」

　カミトが訊たずねると──

　エリスはきゅっと唇を噛かみ締め、

「おそらく、三年前のレン・アッシュベルとの試合だ」

「……!?」

　カミトは思わず声を上げそうになった。

「なにがあったのかは私にもわからない。だが、あの試合をきっかけに、義あ姉ね上うえが変わってしまったのは事実だ」

「……」

　カミトは──革手袋を嵌はめた左手に目を落とした。

　そこには、かつての契約精霊と繋つながる精霊刻印が刻まれている。

　ヴェルサリアを初戦で倒し、三年前の精霊剣舞祭ブレイドダンスを勝ち抜いた左手。

　勝利のために、数多あまたの〈願い〉を斬きり捨ててきた左手だ。

（──三年前の俺おれは、何も見えていなかった）

　ただ、彼女のために戦うことしか。

　ひたむきに勝利を積み上げ、無む垢くな心で大勢の対戦者を倒してきた。

　顔を覚えている相手などほとんどいない。レン・アッシュベルに倒された相手が、どんな想おもいで精霊剣舞祭に出場していたのか──あの頃ころは考える余裕などなかった。

　ヴェルサリア・イーヴァの氷のような瞳ひとみを思い出す。

（……エリスの尊敬する騎士を変えてしまったのは、俺なのか？）

　エリスは茜あかね色いろの空から視線を落とし、カミトのほうを向いた。

　強い意志の宿った、鳶とび色いろの瞳。

「私は義姉上に見せたいのだ、私の信じる騎士道を。いまはまだ未熟だが、いつか強さの先にあるものを掴つかみたいと思っている。私はそのために精霊剣舞祭に出場する」

　私の信じる騎士道のために──

　凛りんとして告げるエリスが、カミトにはまぶしかった。

「エリスは、レン・アッシュベルを恨んではいないのか？」

　カミトは思わず訊たずねていた。

　ヴェルサリアが変わってしまったきっかけが、三年前の試合だとするなら──

　エリスに恨まれてもしかたない──と思う。

　だが、エリスは静かに首を振った。

「無論、義姉上が倒されたときは恨みもした。でも、精霊剣舞祭を勝ち進んでいくレン・アッシュベルを見ているうちに、彼女に惹ひかれていく自分に気づいたのだ」

「わからないな。彼女も、ほかの精霊使いと同じようにただ〈願い〉のために剣舞を舞っていたはずだ。エリスみたいに立派な目的があったわけじゃない──」

「違う」

　エリスは厳しい声でさえぎった。

「……？」

「彼女の舞う剣舞は、誰だれよりも気高い剣舞だった。そうでなければ精霊王が満足するはずがないし、なにより、あの会場で彼女の剣舞を見ていた少女たちが、いまなお彼女に憧あこがれていると思うか？」

「……」

　叱しかりつけるようなエリスの剣けん幕まくに、カミトは思わず息を呑のむ。

「剣舞を舞う彼女の姿が気高かったからこそ、私は彼女に惹ひかれ、憧れたのだ。彼女はきっと、自分だけのためではない──誰だれかのために剣を振るっていた」

「誰かのために……」

　カミトは──

　闇やみ精せい霊れいの少女と契約を交わした左手を、じっと見つめた。

　エリスの言葉に、少しだけ救われたような気がした。

　誰かのため──そう、カミトが精霊剣舞祭ブレイドダンスに出場したのは、彼女のためだった。

　彼女の望んだ、たったひとつの〈願い〉を叶かなえるために、無む我が夢む中ちゆうで剣を振るった。

　たとえその結果が、おぞましいものだったとしても。

　大切な彼女のために剣舞を舞った──そのことだけは間違いないと。

　目の前の少女は、そう言ってくれたのだ。

「エリス、ありがとな」

「……？　なんのことだ？」

　怪け訝げんそうに眉まゆをひそめるエリス。

「いや、なんでもない」

　カミトは苦笑して、エリスから目を逸そらした。

　──と、その視線が一軒の店にとまる。

「どうした、カミト？」

「エリス、ちょっと買い物につきあってくれないか？」

「む、勤務中だぞ」

「買うものは決まってるんだ。一分もかからない」

「……しかたないな。なにを買うのだ？」

「ん、ちょっと、な……」

　カミトは耳のうしろをかきながら、店のほうへ歩いていった。
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　街外れの精霊の森を、クレアは悄しよう然ぜんとした表情で歩いていた。

　遠く、広場のほうからにぎやかな喧けん騒そうが聞こえてくる。

　すでに日は落ちかけていたが、あのまま寮に帰るのもなんだか悔しいし、フィアナやリンスレットとも顔を合わせたくない気分だった。

「……なによ、なにが騎士団の仕事よ。ゆ、許してあげるつもりだったのに」

　クレアは制服の袖そででごしごしと目をこすった。

　夕方の冷たい風が、紅あかいツーテールの髪をなぶるように吹きつける。

　クレアはきゅっと唇を噛かみしめ、革のローファーに目を落とした。

　ぽたっ。涙のしずくがこぼれ落ちる。

「……誕生日、なのに」

　声にだすと、ふいにたまらなく寂しくなった。

　毎年、ヴァレンティア聖せい祭さいの日には、両親と姉と地元の領民が城に大勢集まって、盛大な誕生日パーティーが催された。綺き麗れいなドレスを着て、テーブルいっぱいに大好きなケーキやご馳ち走そうが並んで、その日だけは〈神しん儀ぎ院いん〉から帰ってくる姉と一緒にあたたかいベッドで眠る──そんな、一年で一番楽しい日だった。

　けれど、四年前──姉のルビア・エルステインが火の精霊王を裏切ったあの日。

　幼いクレアはすべてを失ったのだ。

（……そうよ、あたしには目的がある）

　感傷を振りはらうように、クレアはキッと地面から顔を上げた。

　誕生日とか、ヴァレンティア聖祭とか、そんなことで浮かれている場合じゃない。

（あたしの目的は、精霊剣舞祭ブレイドダンスを勝ち抜いて四年前の真実を知ることよ。そのために、あたしはもっと強くならないといけない──）

　紅いツーテールの髪が炎ほのおのように逆立った。

（カミトなんかいなくたって、あたしは──）

「ふふっ、ずいぶんストレスがたまってるようね、火ひ猫ねこのお嬢さん」

「……っ!?」

　背後から聞こえた声に──

　クレアはハッとして振り向いた。

　木こ立だちの向こうに、一人の女がくすくすと微笑ほほえみながら立っていた。

　腰まで伸ばした翡ひ翠すい色の髪。尖せん端たんのとがった耳。

　彼女の姿には見覚えがあった。

　昨日、レストランで巨大パフェを運んできたウェイトレスだ。

（いつのまに近付いたの!?）

　クレアは警戒して身構えた。精霊使いであるクレアに気付かれることなく接近するなど、まともな人間であるはずがない。

　直感が、この女は危険だと告げていた。

「あんた……何者？　悪いけど、いまのあたしはものすごく機嫌が悪いの」

「あら、可愛かわいい顔して、ずいぶん怖い猫ちゃんね」

　ヴィヴィアン・メローサは両手をぱたぱたと振ってみせた。

「せっかく、あなたに力を貸してあげようと思ったのに」

「……力？」

　クレアの眉まゆがぴくっと動いた。

「そう、あなたがいま一番欲しがっているものよ」

「あんた、まさか……」

　クレアは目の前の女を睨にらみつけた。

「呪じゆ装そう刻こく印いんの密みつ売ばい人にん！」

「ご名答。正確には研究者だけど、ね♪」

　ヴィヴィアン・メローサは人差し指を振りながら、ゆっくりと歩いてきた。

　炯けい々けいと輝く紅あかい瞳ひとみが、クレアの目をじっと覗のぞきこむ。

　まるで、心の奥底まで見透かすように。

「──ねえ、仔こ猫ねこちゃん、素晴らしい力が欲しくない？」

　殷いん々いんと響く彼女の言葉。

　クレアの足は金縛りにあったように動かなくなった。

（これは、支配魔術!?）

　エルフィム種族が得意とする、精神操作系の魔術の一種だ。

　彼女の言葉が頭の中で何度も反響し、精神の奥深くまで浸透する。

「……っ、こ……の……」

「あたしの呪装刻印を移植すれば、あなたの火ひ猫ねこちゃんはもっと強大な精霊になるわ」

　頭が割れるように痛い。両手で耳を塞ふさいでも言葉が浸透してくる。

　──ねえ、力が欲しくない？

　──すべてを圧倒する力が。あなたの〈願い〉を叶かなえるための力が。

（……っ、そんなもの、欲しいに決まってる！）

　力が欲しかった。目的のためにはどうしても力が必要だった。

　そのためにはなんでもする──四年前の、あの日から、そう覚悟を決めていた。

　だから、命の危険を冒してまで強大な封印精霊に手を出した。

　あの闇やみ精せい霊れいの差し出した狂精霊と契約した。

　けれど。

「甘くみないでっ！」

　刹せつ那な、クレアの手に燃え立つ炎の鞭フレイムタンがあらわれ、目の前の空間を薙なぎ払った。

「……っ、私の支配魔術を破った!?」

「悪いけど、押し売りはお断りするわ」

　クレアは息を荒らげながら、誘惑を振り切るように、炎の鞭をピシッと振るった。

「残念、あなたなら資格があると思ったけれど、見込み違いだったみたいね」

　ヴィヴィアン・メローサがつまらなそうに肩をすくめる。

　数週間前のクレアなら、たぶん、彼女の誘惑に抗あらがうことはできなかった。

　安易な力を求め、呪装刻印に手を染めていたかもしれない。

（でも、いまのあたしは違う）

　おまえが力を望むなら──俺おれがおまえの契約精霊になってやる。

（……だって、あいつは約束してくれた）

「だから、あたしはそんなまやかしの力はいらない！」

　叫ぶと同時、クレアは精霊魔術の火球を放った。

　呪じゆ装そう刻こく印いんの商人相手に容赦はない。完全に消し炭にするつもりで攻撃した。

　静かな森に、すさまじい衝撃と爆音が響きわたる。

　あたりの木々が一気に吹き飛び、一直線に倒れていた。

　燃えあがる木々。だが、そこにヴィヴィアン・メローサの姿はない。

「ふふっ、そう急せかないでちょうだい。あなたにぜひ会いたいって人がいるのよ」

　森の中に響く妖よう艶えんな声。

　クレアがハッと振り向くと──

　森の奥から、ゆらっと背の高い少女があらわれた。

「あんたは……」

　昨日、クレアを挑発してきた、金剛精霊使いの上級生だ。

　その顔には、表情がまったくない。

　幽鬼のようなふらふらとした足取りで歩いてくる。

「まさか……呪装刻印を!?」

「あら、勘違いしないでちょうだい。力を望んだのは彼女よ。もっとも、あたしの呪装刻印に精神のほうが耐えられなかったみたいだけど」

　くすくすと森の中に反響する嘲ちよう笑しようの声。

「……ウ……ァ……レア……ルージュ……アアアアアっ！」

　金剛精霊使いの少女が引き裂くような悲鳴を上げた。

　刹せつ那な、暴風が吹き荒れ、虚空から巨大な獣が出現する。

　それは──クレアの身みの丈たけをゆうに超える、金属製の大おお鹿しかだった。

　放射状に伸びた二本の角。暴虐の気配を宿した黒い瞳ひとみ。

　肌がビリビリ震えるような凄すさまじい威圧感。

「なによ、こいつ……金剛精霊じゃない!?」

　クレアは驚きよう愕がくの声を上げた。

　彼女の契約精霊は、これほど強大な高位精霊ではなかったはずだ。

「いいえ、あれはまぎれもなく彼女の精霊よ。あたしの呪装刻印で進化した、ね♪」

　ヴィヴィアン・メローサがくすくすと笑う。

「さて、あたしの実験に協力してくださるかしら、火ひ猫ねこのお嬢さん？」

「……っ!?」

　狂乱した大鹿が、おぞましい咆ほう哮こうを上げて突進してきた。
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　カミトが買ったのは、昨日、クレアが見ていた猫のペンダントだった。

　赤いリボンで箱をラッピングしてもらうと、それを制服の胸ポケットにしまいながら、照れくさそうに頭をかく。

「今日、あいつの誕生日なんだ」

「なるほど。君が報酬を前払いにしてくれといったのは、それを買うためだったのだな」

「ん、まあな……でも、あいつと喧けん嘩かしちまったからな」

　カミトが肩をすくめると、エリスはこほんと咳せき払ばらいした。

「仲直りはそれほどむずかしくないと思うぞ。さきほどのチョコレート、あれはクレア・ルージュの手作りなのだろう？」

「ああ、そうみたいだな。昨日も練習してたみたいだし」

「ヴァレンティア聖せい祭さいの日にそれを渡したということは、彼女は、その、君のことを憎からず思っている……というか、仲直りしたいと思っているということではないか？」

「だといいけどな」

「も、もっとも、相手が異性である場合には、それだけではない可能性も、なきにしもあらずだが……」

　エリスはもう一度咳払いして──

　じっとカミトの顔を見つめた。

「ん、なんだ？」

「そ、その、だな……じつは、わ、私もチョコレートを──」

　エリスが制服のポケットからなにかを取り出そうとした、そのときだ。

　ドオオオオオオオンッ！

　広場のほうで、地面を揺るがすような轟ごう音おんが鳴り響いた。

「……エリス!?」

「ああ、いくぞカミト！」

　エリスは一瞬で騎士の顔に戻ると、風を切って駆けだした。





　　　　◇






　混乱する群衆をかきわけ、広場に到着すると──

「なんだ、あれは!?」

　広場の中央で巨大な獣が暴れていた。

　鋭い二本の牙きばを生やした、イノシシのような獣だ。

　全身が、磨き込まれた鏡のような外殻に覆われている。

　魔獣ではない。あれは精霊だ。

　しかも、狂乱した高位精霊。

　広場にいた群衆はすでにパニックに陥っていた。

　いっせいにおなじ方向に逃げだそうとして、あちこちで将棋倒しになっている。

　群衆の中には老人や幼い子供たちも大勢いるようだ。

「だれかが精霊を暴走させたのか？」

「ああ。どこかに精霊使いがいるのかもしれないが、あれは完全に制御を失っている」

　さすがにこういった事態には慣れているのか、エリスは冷静だった。

　その手には、すでに精霊魔装エレメンタルヴアツフエ〈風翼の槍レイ・ホーク〉を構えている。

「原因の究明はあとだ。この事態をレベル五の精霊災害と断定。殲せん滅めつするぞ、カミト」

「わかった！」

　うなずき、カミトは腰の剣帯からテルミヌス・エストを抜き放った。

　剣の柄に神威カムイをこめ、眠っていた魔王殺しの聖剣デモン・スレイヤーを目覚めさせる。

「エスト、力を貸してくれ」

　精霊魔装の気配に反応したのか、狂乱した精霊が二人のほうを向いた。

　大気を揺るがすような雄お叫たけびを上げると、地面を蹴け立たてて突進してくる。

　すさまじい地響き。周囲の建物がつぎつぎと崩壊する。

「──はあっ！」

　エリスが風翼の槍を横に薙ないだ。

　鋼こう鉄てつすら斬きり裂く風の刃やいばが無数に生まれ、精霊に向かっていっせいに放たれる。

　あれをまともに喰くらえば、たとえ高位精霊でもただではすまない。

　だが──

　刹せつ那な、鏡のような精霊の外殻が虹にじ色いろに輝いた。

「なに!?」

　光こう芒ぼうが弾はじける──と同時、直撃したはずの風の刃がいっせいに乱反射した。

　跳ね返った風刃は周囲の建物を真まっ二ぷたつに切断。建物の上半分がゆっくりと落下し、轟ごう音おんと共に大量の砂さ塵じんを舞い上げる。

「私の風の刃を弾いただと!?」

「いや──増幅して反射したんだ」

　カミトは目の前の精霊を鋭く睨にらんだ。

（……属性攻撃を反射する精霊、か）

　カミトの脳裏に浮かんだのは、昨日の対抗試合だった。

（……まさか、あれは魔鏡精霊なのか？）

「来るぞ、カミト！」

　エリスが叫ぶ。散乱した瓦が礫れきを巻き上げ、狂乱した精霊が突進してきた。

　カミトはテルミヌス・エストを構え、精霊の前に立ちはだかる。

　避けることはたやすい──が、それはできなかった。

　背後には逃げ遅れた群衆が大勢いる。ここで彼らを守らなければならない。

　迫り来る巨大な牙きば。強烈なその一撃を──カミトは剣の刃やいばで受け止めた。

　響きわたる金属音。かろうじて巨獣を押しとどめることはできたが、本来の十分の一以下の力しか出せないエストでは、皮膚を傷つけることさえできなかった。

（……こいつ、神威カムイが桁けた違ちがいだ！）

　カミトの額ひたいに冷たい汗が浮かんだ。

　巨大な牙を剣で受け止めたまま、じりじりと押さえ込まれる。

（くそっ、元素精霊界アストラル・ゼロなら、なんとかなるんだが──）

　狂乱した高位精霊。並の精霊使いにとってはたしかに脅威かもしれないが、かつて最強の剣舞姫ブレイドダンサーと呼ばれたカミトにとっては、苦戦するような相手ではない。

　だが、問題は周囲に逃げ遅れた群衆がいることだ。

　この巨獣が彼らの中に放たれればどうなるかは、火を見るより明らかだ。

　属性攻撃は効かないと悟ったエリスは、カミトの背後に下がって人々の避難誘導に回っていた。騎士団長らしい冷静で合理的な判断だ。

　魔鏡精霊が狂ったように咆ほう哮こうした。

　衝撃で地面が砕け、牙を受け止めていたカミトの身体からだが吹っ飛んだ。

　そのまま崩れた瓦が礫れきの山に突っ込む。

「くっ、馬ば鹿か力ぢからが……」

　うめきながら、よろめくように立ちあがろうとする──と。

「──カミト！」

　エリスの叫び声に、カミトはハッと振り向いた。

　激しく地面を踏みならす魔鏡精霊。

　その進路上に、小さな少女が立ちすくんでいた。

　狂乱した精霊をはじめて見るのか、おびえて足が動かないようだ。

　精霊が雄お叫たけびを上げて突進した。

（くそっ、間に合え！）

　カミトは立ちあがると、地面を蹴けって跳躍した。

　このタイミングでは、少女を抱きかかえて避けることはできない。

　とっさに判断して、少女を真横に突き飛ばした。

　赤い血ち飛沫しぶきが舞った。

　重い衝撃がカミトのわき腹をえぐる。

　魔鏡精霊の鋭い牙が、カミトの腹を貫通していた。

「か……はっ……！」

　熱い。焼けるような激痛に、視界がまっ白になる。

　魔鏡精霊は牙を振り回し、カミトの身体を地面に叩たたきつけた。

「……っ、カミト！」

　すぐにエリスが駆けつけた。

　学院の白い制服がじわじわと血の色に染まっていく。

（……っ、あの女の子は？）

　激痛をこらえ、周囲に視線をめぐらすと──

　突き飛ばされた少女は、腰を抜かして地面にへたりこんでいた。

　ほっと安あん堵どの息をついた途と端たん、激しく咳せき込む。

　地面に赤い血がほとばしった。

「カミト、大丈夫か、カミト！」

　エリスが泣きそうな声で叫ぶ。

「ああ……なんとか、な」

　脳のう震しん盪とうを起こしたのか、意識が朦もう朧ろうとしていた。

　心配して覗のぞきこむエリスの顔がぼやけている。

　全身から吹き出す冷たい汗。血の気が引いていくのがわかる。

　片方の手でわき腹を押さえながら、カミトはゆっくりと立ちあがった。

　返り血にまみれた魔鏡精霊を睨にらみつける。

「エリスは援護してくれ。あいつは俺おれがやる」

「しかし、その傷では──」

「エリスの精霊魔装エレメンタルヴアツフエはあいつと相性が悪すぎる。俺がやるしかない」

　反論しようのない事実を突きつけられ、エリスは悔しそうに唇を噛かむ。

　カミトはテルミヌス・エストを両手に構え、ありったけの神威カムイをこめた。

（……つぎの一撃で決めないとな）

　魔王殺しの聖剣デモン・スレイヤーは最強クラスの精霊魔装だが、その出力はきわめて不安定だ。

　十分な神威をこめて制御しなくては、その力をほとんど発揮できない。

　いまのカミトの状態では、この一撃に賭かけるしかなかった。

　魔鏡精霊が牙きばを振り上げ、ふたたび突進してきた。

「エリス、頼む！」

「ああ！」

　カミトは真上に跳躍──いや、飛ひ翔しようした。

　エリスが風の精霊魔術をかけてくれたのだ。

　魔鏡精霊の頭上へ飛び上がったカミトは、巨獣の頭部めがけて剣を振り下ろす。

　だが。

（……っ、貫通しない!?）

　魔王殺しの聖剣は、魔鏡精霊の額ひたいにわずかに突き刺さっただけだった。

　重傷を負っていたため、エストの制御が不安定だったのだ。

　怒り狂った魔鏡精霊が、激しく首を振ってカミトを地面に叩たたき落とした。

　倒れたカミトの頭上に巨きよ躯くが迫る──

　刹せつ那な、真紅の斬ざん閃せんが虚空を斬きり裂いた。

　絡みついた炎の鞭フレイムタンが魔鏡精霊の足をすくい、その巨きよ躯くを横倒しにする。

　ドオオオオオンッ！

　すさまじい地響き。砂煙がいっきに舞いあがる。

「なっ!?」

　たちこめる粉ふん塵じんの中から──彼女の声が聞こえてきた。

「そいつはあたしの奴隷精霊よ、許可なく触らないで」

「クレア!?」

　カミトは驚きに目を見開いた。

　炎の鞭を手にしたクレアは、建物の二階からタッと地面に降り立った。

「おまえ、どうして──」

「話はあとよ。あいつらを倒してから」

「あいつら？」

　カミトはいぶかしげに眉まゆをひそめ──クレアの睨にらむ視線の先を追った。

　と。建物を破壊し、広場の反対側からもう一体の精霊があらわれた。

　巨大な角を振りかざす金属製の大おお鹿しかだ。

「……っ、もう一体いるのかよ」

「いったい、どういうことだ、クレア・ルージュ」

　駆けよってきたエリスが鋭い表情で訊きいた。

「あいつらのマスターは、学院生の魔鏡精霊使いと金剛精霊使いよ。精霊使いのほうは倒したけど、あの二体は完全に制御を失って狂乱しているわ」

「まさか、昨日の二人……でも、連中の契約精霊はあんな姿じゃ──」

　言いかけて──カミトはハッと気付いた。エリスもピンときたようだ。

「まさか……」

「ええ、あいつら呪じゆ装そう刻こく印いんに手を出したのよ」

「……っ！」

　エリスは悔しそうに唇を噛かんだ。

　学院生が、呪装刻印に手を出すのを止められなかったことを、悔やんでいるのだ。

　中位精霊を高位精霊に進化させる呪装刻印。そんなものを移植して、無事ですむわけがない。その結果が──精霊の暴走だ。

「っていうかあんた、その怪け我がどうしたのよ!?」

　制服の血に気付いたクレアが、目を見開いた。

「……ああ、しくじった。おまえこそ、満まん身しん創そう痍いじゃねえか」

「……た、たいしたことないわよ、こんなの」

　ふいっとそっぽを向いて強がるクレア。

　だが、彼女の制服もところどころ破れ、手足は傷だらけだった。

「それよりエリス、風王騎士団シルフイードの応援は？」

「もう駆けつけているはずだ。ただ、この区域エリアを警備していたのは私とカミトだけだからな……この群衆の中、他ほかの区域から来るには時間がかかるのだ」

　エリスは唇を噛かんでうつむいた。風王騎士団シルフイードの戦力がほぼ半減してしまったせいで、警備の部隊を分散せざるをえなかったのだ。

　地面を揺るがすような雄お叫たけびを上げ、倒れた魔鏡精霊が起きあがった。

　大おお鹿しかの姿をした金剛精霊も、ゆっくりと広場の中央へ歩いてくる。

「狂乱した高位精霊が二体──さすがに、きついわね」

　クレアは緊張した声でうめいた。

　広場の外には逃げ遅れている人々がまだ大勢いる。悠長に風王騎士団や学院からの増援を待っていては、取り返しのつかないことになる。

「時間稼ぎくらいはできるかしらね」

「すまない。クレア・ルージュ、応援が来るまで力を貸してくれ」

　それぞれの精霊魔装エレメンタルヴアツフエを構え、クレアとエリスが二体の精霊と対たい峙じする。

　と、その刹せつ那な。閃せん光こうが炸さく裂れつした。

　耳をつんざくような轟ごう音おん。砕け散る瓦が礫れき。

「……っ、なんだ!?」

　飛んでくる石の破片から目をかばいながら、カミトは叫んだ。

　それは雨だった。

　二体の精霊めがけて容赦なく撃ち込まれる砲撃の雨。

　地面が激しく揺れ、無数の火柱が上がった。

「……」

　砲撃が止やんだとき──

　そこには、破壊し尽くされた広場だけが残されていた。

　二体の高位精霊は、完全に消滅していた。

（……いったい、なにが!?）

　カミトが咳せき込みながら、砲撃のあった方向──真上を見上げた。

　そこに──巨大な要よう塞さいが浮いていた。

　何層もある複合装甲と無数の砲門を備えた空中要塞が。

　凍いてつくアイスブルーの瞳ひとみが、地上を睥へい睨げいしていた。

「静寂の要塞サイレント・フオートレス──」

　広場を一瞬で破壊しつくした学院最強の精霊使いは、ゆっくりと地上に降り立った。

「力はより強い力によって蹂じゆう躙りんされる。中途半端な力など無に等しいな」

「ヴェルサリア……」

　カミトは血の滲にじんだ腹を押さえながら、ヴェルサリアを睨にらみつけた。

　砲撃で破壊しつくされた広場の建物。

　砕け散った瓦礫の破片は、逃げ遅れた人々にも容赦なく降りそそいでいた。

「どうして撃った！　そんな精霊魔装エレメンタルヴアツフエを使えば、こうなることはわかって──」

「私は暴走した精霊を殲せん滅めつしただけだ。巻き添えになった連中は運がなかったな──いや、この程度の被害ですんだのはむしろ幸運だ」

「義あ姉ね上うえ、本気でそんなことを──」

　激げき昂こうするエリスを、ヴェルサリアは冷たい目で見下ろした。

「エリス、貴様に騎士団長を任せたのは間違いだったようだ。この程度の事態、まともに収拾できないようではな。騎士の理想とやらを吐くのは勝手だが──力のともなわない理想などただの妄言。貴様に騎士を名乗る資格はない」

「……っ!?」

　エリスを突き放し、ヴェルサリアは立ち去ろうとする──

　と。

「取り消せよ」

「なに？」

「取り消せよ、いまの言葉！　エリスに謝れ！」

　朦もう朧ろうとする意識の中、カミトはよろよろと足をひきずって、ヴェルサリアに迫った。

　許せなかった。エリスの想おもいも知らずにそんな言葉を吐くことが。

　その言葉を吐いたのが、エリスがかつて憧あこがれた騎士だということが。

「あんたがどんな信条を持ってようがそれは勝手だ。でもな、なにも知らないあんたが、エリスの理想を踏みにじるのだけは、絶対に許さねえ」

「私は真実を告げたまでだ。ファーレンガルトの騎士は決して言葉を曲げない」

「ふざけるな。あんたに騎士を名乗る資格はない」

「……」

　ヴェルサリアの瞳ひとみに感情のさざ波がたった。

　苛いら立だちでも、怒りでもない──なにか別の感情が。

「消えろ、男の精霊使い。おまえの存在は目障りだ」

「待……て──」

　なおも追いすがろうとした途と端たん、カミトの視界がぐらりと揺れた。

　喉のどの奥から血があふれだす。目の前の景色が霞かすみがかったように薄らいでゆく。

　意識が朦朧として──

「く、そ……」

「──カミト！」

　地面に倒れこむカミトの身体からだを、クレアがあわてて抱きとめた。
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「ん……」

　目を開けると、見慣れたクレアの部屋の天井が視界に入った。

　やわらかい陽ひ射ざしがカーテン越しに射さし込こんでいる。

（……あれ？　俺おれ、なんで寝てるんだ？）

　記憶が混乱していた。

　いつのまにか寝間着に着替えさせられ、包帯を巻かれているのだ。

　ベッドの横には、治療に使われたと思われる砕けた精霊鉱石があった。

　カミトは、とりあえず起きあがろうとして──

「ぐ……あっ……」

　わき腹に焼けるような激痛が走る。

　見ると、腹に巻かれた包帯の血が、かわいて固まっていた。

（そうだ、俺は──）

　その痛みで、カミトはようやく思いだした。

（あの精霊に腹を貫かれたんだ……）

　呪じゆ装そう刻こく印いんの力によって暴走した魔鏡精霊。

　カミトを負傷させたあの精霊は、ヴェルサリアによって殲せん滅めつされた。

　圧倒的な破壊力で。それこそ跡形もなくだ。

　あそこまで徹底的に破壊された精霊は、元素精霊界アストラル・ゼロに帰還することもできない。

　完全に消滅したはずだ。

「学院最強の精霊使い──か」

　エストとおなじ封印精霊というだけあって、あの要よう塞さいは規格外の精霊魔装エレメンタルヴアツフエだ。

　彼女は、三年前の精霊剣舞祭ブレイドダンスのときより、はるかに強くなっている。

（……いまの俺は、あいつに勝てるのか？）

　かつて、漆黒の魔剣を握っていた左手を握り締めながら、自身に問いかける。

　契約精霊レステイアを探して旅をしていた、三年間の空白ブランク。

　エストとの精霊契約が、いまだ不完全なものであるということ。

　勝てない理由なら、いくらでも思いつくことができる。

（あの〈教きよう導どう院いん〉の遺児──ジオ・インザーギは、俺が弱くなったと言っていた）

　それは、カミトが無意識のうちに仲間のことをかばっているからだと。

　それを弱さだというのなら──

（……たしかに弱くなったんだろうな、俺は）

　ひどい火傷やけどのような激痛に耐え、ようやくベッドから起きあがる。

　部屋の壁にカミトの制服がかかっていた。傷だらけで見る影もない。

　いまさら洗っても無駄だと判断したのか、そのままになっていた。

　壁に手をつきながら、おぼつかない足取りで歩いていく。

　制服の胸ポケットを探ると、プレゼントの箱とチョコレートが出てきた。

　チョコレートは溶けてひしゃげてしまっていたが、あのクレアがせっかく作ってくれたのだ。ありがたく食べることにしよう。

　覚悟を決めてひと口ほうりこむと、すぐに甘さが口の中にひろがった。

「……ん？　これは意外と……」

　まだちょっと苦味はあるものの、ちゃんと美お味いしくできている。

　消し炭を量産していたころからくらべれば、たいした進歩だ。

（……あいつ、基本的にすごい努力家なんだよな）

　気分によってムラがあるのが難点だが、優等生だけあって呑のみ込みは早い。

　本気になれば、きっと料理のほうもメキメキ上達するはずだ。

「──カミト!?」

　突然、部屋のドアが開いた。

　入ってきたのは、ぐしゃぐしゃの包帯を両手にかかえたクレアだ。

「あ、あんた、なにしてるのよ！」

「ん、おまえのくれたチョコレート、ちゃんとできてるぞ。がんばったんだな」

「え？」

　カミトが素直に褒めると──

　クレアはカアッと顔を赤らめた。

「あ、あたりまえじゃない。い、いっぱい練習したんだから……って、そうじゃなくて、あんたなに起きてるのよ、まだ歩ける身体からだじゃないでしょ！」

「いや、歩くくらいは問題ないぞ、ほら……痛いてえっ！」

　軽く腕を動かしただけで、わき腹に激痛が走った。

「……はあ。あんたってほんとばかね、また傷口が開いてるじゃない。ほら、そこに座りなさいよ。新しい包帯巻いてあげるから」

「ああ、悪い……」

　クレアにそっと肩を押され、カミトはベッドに座らされた。

　いつもと違って優しいクレアの手つきに、思わずドキッとしてしまう。

「……まったく、ばかなんだから」

　クレアは不器用な手つきで包帯を巻きながら──

　カミトが気を失ったあとのことを話してくれた。

　呪じゆ装そう刻こく印いんに手を出したあの二人は、森の中で意識を失った状態で発見された。

　騎士団の到着後すぐに捕ほ縛ばくされ、帝都に連行されたそうだ。呪装刻印に手を出したということは、学院の規律違反というだけではすまない。彼女たちは精霊使いを裁く審議会で罪を問われることになるはずだ。

　一般市民を巻きこんだヴェルサリアの行動は問題になったが、死者が出なかったことに加え、結果的に街への被害を最小限に抑えたということで不問にされたらしい。

　裁定を下したのはグレイワースだというが──おそらく、この判断には、精霊剣舞祭ブレイドダンスを直前に控え、学院最強の選抜者を処罰するわけにはいかない、というオルデシア帝国議会の思惑があるにちがいない。

　エリスは、クレアと一緒にカミトを運んだあと、部屋に引ひき籠こもってしまったらしい。

　街を破壊から防げなかったこと、学院生が呪じゆ装そう刻こく印いんに手を出すのを防げなかったことに、騎士団長として責任を感じているのかもしれない。

「……俺おれは、どのくらい眠ってたんだ？」

「まる一日よ。ヴァレンティア聖せい祭さいはとっくにおわったわ」

「そうか……」

　カミトは壁にかかった時計をちらっと見た。

　昨日の夜から、もう半日以上も経たってしまっている。

「クレア、遅くなって悪い」

　カミトは、さっき制服からとりだした小箱をクレアに差し出した。

「なに？」

「あー……その、プレゼントだ、誕生日の。もう過ぎちまったけどな」

「……っ!?」

　クレアは紅玉ルビーの瞳ひとみを大きく見開いた。

「嘘うそ、どうして……？」

「リンスレットが教えてくれたんだ。まあ、貴族のお嬢様にとっては、そんな高価なものじゃないだろうけどな」

「……」

　箱を受けとったクレアは、そわそわした手つきでリボンをほどいた。

　箱の中には、猫の形をした銀のペンダントが綺き麗れいにおさまっていた。

「これ、あたしが欲しかったやつ……」

「このまえ、これをずっと見てただろ？」

「う、うん、でも……」

　クレアはペンダントをそっと大切そうにとりだした。

「これ、高かったはずよ。貴族でもないあんたがどうやって──」

「エリスに無理を言って、騎士団の報酬を前借りしたんだ」

「……そ、そう……だったの」

　クレアはペンダントを握ったまま、カミトを上目遣いに見上げ──

「……あ、ありがと、カミト」

　はにかむように、言った。

　普段は見せたこともない彼女の表情に、思わずドキッとしてしまう。

（……こ、こいつ、こういう顔すると反則的に可愛かわいいな）

　せいぜい、奴隷にしては気が利くわね──とか、そんな台詞せりふだと思っていた。

　こんな素直に感謝されるとは思わなかったのだ。

「ごめんね、カミト……その、あたしが悪かったわ」

「うん？」

　また信じられない台詞がでてきたので、カミトは耳を疑った。

「わ、悪かったって言ってるのよ……その、怒って追いだしたりして。あんた、これ、あたしにプレゼントするお金を稼ぐために騎士団に入ったんでしょ？」

「いや、それは──」

　言いかけて、カミトは口をつぐんだ。

　そういうわけではないのだが──ここは黙っていたほうがよさそうだ。

「なのにあたし、あんたの話も聞かずに勝手に怒って……ごめん」

　しゅん、と萎しおれる紅あかいツーテール。

「いや、俺おれのほうこそ、あのときは言葉が足りなかった。悪い」

「カミト……」

「──ねえ、もういいかしら？」

　こほん、と咳せき払ばらいの音。

「……っ!?」
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　二人はあわてて振り向いた。

「フィアナ、いつからいたんだ!?」

「カミト君が『いいかげん素直になれよ、口では嫌がってても──本当は俺おれにめちゃくちゃにされたいんだろ？』って強引に迫ってたあたりからよ」

「ありえない事実を捏ねつ造ぞうするな！」

「そ、そうよっ！　そんな、め、めちゃくちゃになんて……だ、だめなんだからっ！」

　ぷしゅーっと真まっ赤かになって怒りだすクレア。

「ふふっ、冗談よ。クレアってば、なにを赤くなってるのかしら」

「な、なな、なにしにきたのよ、エロ王女！」

「明日の対抗戦の相手が発表されたから、それを教えにきてあげたのよ」

「対抗戦の相手？」

「ええ、対戦相手はランキング第一位──ヴェルサリア・イーヴァのチームよ」

「……っ！」

　クレアの表情が鋭くなった。

「……静寂の要塞サイレント・フオートレス、か」

　このままが勝ち進んでいけば、いずれ対戦する相手ではあった。

　それはクレアも覚悟していたはずだ。

　だが、強大な二体の高位精霊を一瞬で殲せん滅めつしたあの力は──

「──大丈夫だ」

　カミトは、ベッドの横にたてかけてあった精霊魔装エレメンタルヴアツフエの剣を手にとった。

「ヴェルサリアは俺が倒す。あいつは、俺の手で目を覚ましてやらなきゃならない」

「あ、あんた、なに言ってるの？」

　クレアがキッとカミトを睨にらんだ。

「そんな怪け我がで、明日の対抗戦に出られるわけないでしょ」

「あいつは、おまえたちだけで勝てる相手じゃない」

「な、なんとかなるわよ。ヴェルサリア個人はともかく、連中はチームとしてはまだ未成熟よ。騎士団から引き抜いたばかりで、連携の訓練も満足には──」

「そんなに甘い相手じゃない、あの静寂の要塞は」

「それは……」

　クレアは直情的な性格だが、精霊使いとしては冷静な戦術眼を備えている。

　それだけに、ヴェルサリアとの実力差を見誤ることはないはずだ。

　スカーレットを使役するクレアの実力は、初等生の中ではずば抜けて高いが、それでも勝てる相手ではない。

　元〈神しん儀ぎ院いん〉の姫ひめ巫み女こであるフィアナは儀式演舞のエキスパートだが、戦闘となると素人と変わらない。彼女の騎士精霊ゲオルギウスはたしかに強大だが、精霊魔装として展開できないとなると、どうしても戦術の幅は狭まってくる。

　それに、あの空中要よう塞さいを攻略するには、強力な遠距離攻撃のできる精霊が必要だ。

　チーム・スカーレットで対空中戦に対応しているのは、いまのところクレアの精霊魔術だけ。しかし、並の精霊魔術ではあの装甲を破壊することは不可能だ。

「けど、俺おれが前衛を務めれば、なんとか五分には持ち込める──」

　ベッドから立ちあがろうとしたカミトの顔を──

　むぎゅっ。

「はいはい、いくらカミト君の身体からだが頑丈でも、明日の試合には絶対無理よ」

　フィアナがやわらかい胸の谷間で押し返す。

　ここちよい弾力に顔を赤くするカミトを、クレアがムッと睨にらんだ。

「そうよ、怪け我が人にんのあんたじゃ足手まといになるだけよ」

「……」

　悔しいが、反論できない。

　たしかに、重傷のカミトが参戦したところで、足手まといになるのがおちだ。

「じゃあ、チーム・スカーレットは棄権するのか？」

「それは──」

　訊きいたカミトもわかっている。その選択肢はありえない。

　対抗戦を棄権すると、ペナルティとしてランキングが大幅に下がってしまう。

　そうでなくても、ここで第一位のチームを倒しておかなければ、あと二週間で、現在第六位のチーム・スカーレットが出場三枠に入れる可能性は、ほぼ消滅する。

「……」

　重い沈黙が室内を満たした、そのとき──

「ふっ、話は聞かせてもらいましたわ！」

　と、部屋の外から優雅な声がした。

　プラチナブロンドの髪を揺らし、入ってきたのはリンスレットだ。

　彼女の後ろには、メイドのキャロルが折り目正しくひかえている。

「リンスレット、なに勝手に入ってきてるのよ！」

「みなさん、どうやら、わたくしの力が必要みたいですわね」

　文句を言うクレアを無視して、リンスレットはつかつかと歩いてきた。

　ベッドに座るカミトの前で立ち止まり、ふぁさっと髪をかきあげる。

「わたくしなら、あの要塞女を地上に落としてご覧にいれますわ」

「お嬢様は、クレア様のチームに入れて欲しいとおっしゃっているんですよ」

　リンスレットの言葉をキャロルが同時通訳した。

「そうなの、リンスレット？」

「……っ、ち、ちがいますわ！　わたくしは、ただ……」

　あわあわとキャロルに助けを求めるリンスレット。

「ふふっ、お嬢様ったら、素直じゃないんですから」

　口もとに手をあて、くすくすと微笑ほほえむキャロル。

「──リンスレット！」

　突然、カミトは立ち上がってリンスレットの両肩をつかんだ。

　華きや奢しやな肩がびくっと震える。

「ひゃんっ、な、なんですのっ！　そ、そんな乱暴にレディの肩をつかむなんて！」

　うわずった声で抗議する彼女。だが、カミトは手を離さない。

「……」

「あ、う……」

　カミトがじっとみつめていると、リンスレットはすぐにおとなしくなった。

　顔をキュンと真まっ赤かにして、もじもじとスカートの端をつまむ。

「い、いやですわ……その、わたくし、そんなふうに見つめられたら、お、おかしくなってしまいますわ」

「カ、カミト、なにやってるの！」

「カミト君、いくらなんでも見境がなさすぎるわよ」

　声を上げるクレアとフィアナを無視して──

「頼む、リンスレット。俺おれたちのチームに入ってくれ」

「え？」

　きょとん、とするリンスレット。クレアも目を丸くしている。
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　リンスレットの精霊魔装エレメンタルヴアツフエ〈魔氷の矢弾フリージング・アロー〉は、遠距離攻撃用の精霊魔装だ。カミトが明日の対抗戦に参加できない以上、彼女はぜひチームに加えておきたかった。

　とはいえ、クレアが喧けん嘩かごしに頼んだのでは、このお嬢様はまた意地をはってしまうに違いない。だから、カミトが頼む形にしたというわけだ。

　リンスレットは──

「は、はい……ですわ」

　まるでプロポーズされた花嫁のように、素直にこくっとうなずいた。

「カ、カミトさんが、そうおっしゃるなら……」

　頬ほおを赤らめ、髪の尖せん端たんを指先でくるくるまわしている。

「いいよな、クレア？」

　リンスレットの肩からそっと手を離し、カミトは振り返った。

　クレアは「しょうがないわね」とため息をつく。

「たしかに、なりふりかまってたらあの〈静寂の要塞サイレント・フオートレス〉には勝てないわ。いずれにせよ支援砲台は必要だし、実力はまあまあだし」

「ちょっと、勘違いしないでくださいな。わたくしは、カミトさんの頼みでチームに入ってさしあげるんですのよ！」

　ぷんぷんと怒り出したリンスレットを、キャロルがまあまあとなだめた。

　ともあれ、これで地上からの遠距離攻撃ができるようになったわけだ。

（……ここに俺おれが前衛アタツカーで加われば、バランスがよくなるんだがな）

　クレアもカミトとおなじことを考えていたらしい。

「ほんとはあと一人、前衛の戦力が欲しいところだけど……」

　難しい顔をしてつぶやいている。

　そのとき、コツコツと部屋のドアを叩たたく音がした。

「……？」

　全員が顔を見合わせた。……この部屋に訪問者が来るのはめずらしい。

　クレアが歩いていってドアを開ける。

　ドアの外にいたのは──意外な二人だった。

「あ、あんたたち!?」

　ドアノブに手をかけたまま目を見開くクレア。

「クレア・ルージュ、あんたに頼みがあるんだ」

「……こんなこと、頼めた義理じゃないのはわかっているけど」

　学院の医療施設で療養しているはずのエリスのチームメイト。

　風王騎士団シルフイードのラッカとレイシアだった。





　　　　◇






　カーテンをすべて閉めきった薄暗い部屋で──

　エリスは一人、覇気のない顔でベッドにうずくまっていた。

　ぼんやりと見つめるのは記憶封じの精霊鉱石。

　幼い頃ころ、エリスが理想としていたヴェルサリアの姿だった。

　今朝は騎士団総会にも出なかった。こんなことはもちろん初めてだ。

　彼女が着ているのは学院の制服ではなく、水玉模様の寝間着姿のまま。

　ポニーテールも結わえておらず、長い髪がベッドに放射状にひろがっていた。

　──貴様は騎士ではない。

　ヴェルサリアの言葉が脳裏によみがえる。

（義あ姉ね上うえの言う通りかもしれない……）

　暗くら闇やみの中で、エリスはぎゅっとシーツを掴つかんだ。

（……口では偉そうなことを言いながら、結局、私はなにも守れなかった）

　祭りを楽しみにしていた街の人々。

　呪じゆ装そう刻こく印いんに手を出してしまった学院生。

　それに──大切な騎士団の仲間もだ。

　好意で騎士団を手伝ってくれたカミトにも、大おお怪け我がを負わせてしまった。

（すべて私の責任だ。私がもっとしっかりしていたら、あんなことには──）

　上級生が、ヴェルサリアの誘いに応じて騎士団を出て行ったのも当然だ。

　実力もなく、理想を語るだけの騎士団長に、ついてくる者などいるはずがない。

「……っ、私には、騎士を名乗る資格など、ない──」

「そうね、いまのあんたに騎士を名乗る資格はないわ、エリス」

「……っ！」

　エリスは毛布をバッと跳ね上げた。

「クレア・ルージュ？」

「悪いけど、鍵かぎ穴あな溶かしたわよ」

　言いながら、クレアは遠慮なく部屋に入ってきた。

「な、なにをしにきたっ、私に騎士の資格がないとはどういうことだ！」

「へえ、侮ぶ辱じよくされて怒る気概はあるのね。安心したわ」

　クレアはベッドの横まで歩いてくると、腰に手をあてエリスを見下ろした。

　いつもなら凛りんとして睨にらみ返すエリスだが──

　いまは気け圧おされたように目を逸そらし、

「……カ、カミトは、目覚めたのか？」

「ええ、明日の対抗試合に出るとか、無む茶ちや苦く茶ちやなこと言ってるわ」

「なんだと──まさか、あの怪我で？」

「そうよ。しかも相手は学院最強の〈静寂の要塞サイレント・フオートレス〉」

「ばかなっ、君たちはなにを考えている！」

　エリスはクレアに掴つかみかかるように立ちあがった。

「義あ姉ね上うえの強さを、まだわかっていないのか？」

「ええ、たしかに彼女は強力な精霊使いよ──でも、無敵ってわけじゃない」

「なんだと？」

　エリスは眉まゆをひそめた。

　ヴェルサリア・イーヴァ・ファーレンガルトは学院最強。

　そんなことは、学院生なら誰だれでも知っている事実だ。

「三年前、レン・アッシュベルは彼女を倒したわ」

「それは──彼女は最強の剣舞姫ブレイドダンサーだ。次元が違いすぎる」

「そうね。でも、あたしたちは、その最強の剣舞姫レン・アツシユベルを倒すことを目標にしているの」

「なっ──」

　想像もしていなかった言葉に──エリスは絶句した。

（……レン・アッシュベルを倒すだと？）

「そんなことができると──」

「できるわ。っていうか、やるのよ」

「……」

　クレアの目は本気だった。

　彼女は本気で──最強の剣舞姫を倒すつもりなのだ。

「あたしは精霊剣舞祭ブレイドダンスを勝ち抜くわ。そして必ず〈願い〉を叶かなえてみせる。静寂の要塞サイレント・フオートレスだろうと、最強の剣舞姫だろうと、立ち塞ふさがるなら全力で叩たたき潰つぶすだけよ」

　まっすぐに睨にらみつけてくる、静かな焔ほのおを宿した瞳ひとみ。

　エリスの胸に、小さな火種が燻くすぶった。

「わ、私は……」

「エリス、あんた、そんな覚悟で精霊剣舞祭に出場するつもりだったの？」

　クレアがエリスの服の襟首をつかむ。

「あんたの目指した騎士の理想って、その程度のものだったの？」

「──違う！」

　エリスはカッとなってクレアの手を振り払った。

「私はっ……私は誇りあるファーレンガルトの騎士だ！」

　ゴウッ！

　部屋の中に烈風が吹きつけた。

　ベッドのシーツが吹き飛び、机の上の小物や調度品が宙を舞った。

　カーテンが千ち切ぎれ、薄暗い部屋にまばゆい光が一気に射さし込こむ。

「……」

　嵐あらしのおさまったあとで──

「まだ、風は吹いているみたいね」

　クレアはふっと微笑した。

　そして、エリスに向かってすっと指を突きつける。

　片方の手を腰にあて──

「エリス、あたしのチームに入りなさい！」

「……な、なんだと？」

　エリスは唖あ然ぜんとして訊きき返した。

「私が……チーム・スカーレットに？」

「そうよ。あんたが加われば、勝てるわ──あの静寂の要塞サイレント・フオートレスに」

　真剣な顔でうなずくクレア。

　だが、エリスはきっぱりと首を振った。

「悪いが、それは無理な話だ。私にはすでに共に戦う仲間が──」

「──団長！」

「？」

　部屋の外から聞こえてきた声に、エリスが振り向くと──

「お、おまえたち!?」

　そこにいたのは、活発そうな短髪の少女と、おとなしそうな三つ編みの少女。

　チームメイトのラッカとレイシアだった。

「……医療棟を抜け出してきたのか？」

　彼女たちはまだ絶対安静のはずだ。

　こんなところまで外出していいはずがない。

「どうして……」

「あたしたちはさ、団長に精霊剣舞祭ブレイドダンスに出て欲しいんだ」

　苦しそうに咳せき込みながら、ラッカが言った。

　レイシアがこくっとうなずく。

「二人で決めたんです。私たちはもう、精霊剣舞祭までに学院に復帰できる見込みはないから……って。だから──」

「チームを……解消するというのか？」

　エリスは愕がく然ぜんとした表情で、チームメイトの二人をみつめた。

「……」

「だ、だめだっ、そんなのは許さない！」

「団長、あたしたちは──」

「約束したはずだ！　一緒に精霊剣舞祭に出場すると！」

　エリスはだだをこねる子供のように叫んだ。

「私たちじゃ、無理なんです。だから──」

「ほんとは一緒に戦いたかったけどさ……あたしたちの願い、団長に託したいんだ」

「ラッカ、レイシア……」

「頼む、あたしたちのぶんまで戦ってくれよ」

「団長の剣舞が見たいんです。すべてを吹き散らす、烈風のような剣舞を」

「……」

　エリスは──

　きゅっと唇を噛かむと、拳こぶしを強く握りしめた。

　互いに一歩も引かない──睨にらむように視線をぶつけあった。

　先にため息をついたのは、エリスのほうだった。

「……わかった。君たちの勝ちだ」

「団長！」

　二人の少女騎士が明るい声を上げる。

「──クレア・ルージュ」

　エリスは静かにクレアのほうへ向きなおった。

　さっきまでの覇気のない顔ではない。

　凛りんとした騎士の顔だ。

「エリス・ファーレンガルトはチーム・スカーレットに編入を希望する」

「歓迎するわ、エリス」

　クレアがふっと笑って右手を差し出した。

　エリスはその手を握り返す。

「あの人に、私の騎士道を証明してみせる」





　　　　◇






　最強の剣舞姫ブレイドダンサー──レン・アッシュベル。

　三年前、彼女と剣を交えたあの日から、ヴェルサリアの人生は変わった。

　あの日、それほどの衝撃を彼女は受けたのだ。

　あの日まで、ヴェルサリアは最強の騎士たることを自負してきた。

　目の前にあらわれた少女を、二つも年下の無名の新人と侮っていたわけではない。

　誰だれであろうと、向かってくる者は全力をもって叩たたき潰つぶす。

　それが、騎士としての彼女の信念だった。

　彼女は全力で挑み──そして、敗北した。

　だが、そのときヴェルサリアの胸に芽生えたのは、憎しみではなかった。

　むしろ、少女への崇敬の念だった。

　なんのことはない、彼女もエリスやほかの少女たちと同じように、レン・アッシュベルの舞う剣舞に魅了されたのだ。

　だから、彼女が衝撃を受けたのは、敗北そのものではない。

　あの最強の少女が、敗者である彼女に向けた目だ。

　少女の漆黒の瞳ひとみに映っていたのは──

　敵意でも、憐れん憫びんでも、蔑さげすみでも──いかなる感情でもなかった。

　少女の目には、ヴェルサリアの姿など、一切映っていなかったのだ。

　……許せなかった。そんなことを、認めるわけにはいかなかった。

　あの最強の少女を倒し、自分の存在を認めさせる。

　それは──ある意味で、恋にも似た感情だったのかもしれない。

（……もうすぐ、精霊剣舞祭ブレイドダンスでふたたび彼女と戦うことができる）

　それ以外はどうでもいい。

（たとえこの〈心臓〉に、精神と肉体を蝕むしばまれようとも──）

　深夜。〈精霊の森〉の奥深く──

　ヴェルサリアは闇やみの中に一人たたずみ、昂たかぶる気持ちを鎮めていた。

　と、背後の茂みがかすかに揺れる。

「──貴様か、魔女」

「あら、さすがね、あたしの気配に気付くなんて♪」

　森の中に響く妖よう艶えんな笑い声。

　あらわれたのは──呪じゆ装そう刻こく印いん師、ヴィヴィアン・メローサだ。

「昨日はみごとだったわね、おかげでいいデータがとれたわ」

「やはり、あの連中に呪装刻印を移植したのは貴様だったか」

　ヴェルサリアは鋭い殺気を発した。木々の葉がざわめくように揺れる。

「ええ、でも、すぐに壊れちゃったわ。名高いアレイシア精霊学院といえど、あなたみたいな優秀な素材には、なかなか巡り会えないものね」

「消えろ。二度と私の前に姿をあらわすなと言ったはずだ」

「あら、ずいぶん冷たいのね。〈心臓〉の浸食率を調べにきてあげたのに」

「貴様の研究に協力するつもりはない。〈心臓〉は完全に制御している」

　ヴィヴィアン・メローサは嘲あざ笑わらった。

「強がるのはおよしなさいな。心臓に刻んだ呪装刻印──そんなもの、制御できるのはあの黄昏の魔女ダスク・ウイツチくらいよ。放ほうっておけば数年と持たずに死ぬわ」

「かまわない。二週間後の精霊剣舞祭まで生きていれば、それでいい」

「それじゃ困るわ。あなたはお気に入りの素材なんだから──」

　刹せつ那な、ヴェルサリアはヴィヴィアン・メローサに向かって精霊魔術を放った。

　圧縮された神威カムイの塊かたまりが、森の木々を吹き飛ばし、目の前の空間を抉えぐる。

　土煙が晴れたそこには──誰だれもいない。ただ濃密な闇があるだけだ。

「……魔女め」

　虚空に向かって、ヴェルサリアは苦々しげにうめく。

　ドクン──と、〈心臓〉が疼うずいた。
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第九章　最強の精霊使い






　チーム対抗戦、試合当日。

　チーム・スカーレットのメンバーは〈石の円環ストーンサークル〉の前に集まった。

　オルデシア帝国内にも数ヶ所しかない、元素精霊界アストラル・ゼロへ接続アクセスするための〈門〉だ。

　その周囲には、すでに大勢の学院生たちが集まっている。

　学内ランキング第一位のヴェルサリアと、ここ数週間で頭角をあらわし、第六位まで勝ち上がったチーム・スカーレットの対戦だ。注目度は高い。

　元素精霊界での剣舞は、〈門〉の近くに設置された大型スクリーンで観戦することができる。精霊機関の実験施設も兼ねたアレイシア精霊学院ならではの最新設備だ。

　スクリーンの前には、大勢の学院生のほかに、風王騎士団シルフイードの団員が集まっていた。

　最前列にはカミトとエストの姿も見える。

　癒いやしの精霊魔術の使い手であるフィアナの治療のおかげもあって、ようやく外に出歩ける程度には回復したが、傷は思った以上に深く、剣を握るのはまだ無理だ。

　集まったチームメンバーを見回し、クレアは昨日話し合った戦術を再度確認した。

「エリス、前衛は任せたわよ。近接戦闘の技能が一番高いのはあんただから」

「ああ、任せろ。義あ姉ね上うえの精霊魔装エレメンタルヴアツフエ、必ずこじ開けてみせる」

　凛りんとした表情で、しっかりとうなずくエリス。

「わたくしの役目は、あの要よう塞さい女を地上に落とすことですわね」

「私は防衛と儀式演舞による支援ね」

　リンスレットとフィアナがそれぞれうなずき合う。

　攻撃、支援、防御を担う三人に、どの役割もある程度こなせるクレアが、それぞれを補いながら指揮をとるというフォーメーションだ。

　一人一人の戦力はヴェルサリアにおよばないが、チームとして機能した場合の総合能力では、互角以上に戦えるとクレアは踏んでいた。

　ヴェルサリアの選抜したチームメンバーは、実力者揃ぞろいの風王騎士団シルフイードの上級生だが、所しよ詮せんは人数合わせのために集められた連中にすぎない。チームとして戦う訓練どころか、指揮官であるヴェルサリアとは意思の疎通さえとれていないようだ。

「いける、あたしたちのチームなら──」

　クレアが胸もとのペンダントを握り締める。

　そのとき、人波が割れ、学院生たちのあいだからざわめきがわき起こった。

　ヴェルサリア・イーヴァが、純白の外がい套とうをはためかせ、歩いてきたのだ。

　その背後には元風王騎士団の上級生を従えている。

　クレアたちの目の前で、ヴェルサリアは立ち止まった。

　冷たいアイスブルーの瞳ひとみが、エリスを冷徹に見下ろす。

「エリス、貴様はもう少し賢いと思っていたがな」

　エリスはキッと顔を上げ、ヴェルサリアを気丈に睨にらみ返した。

　負けられない──精霊剣舞祭ブレイドダンスへの切符を託してくれた、あの二人のために。

　信じてついてきてくれた風王騎士団の仲間のために。

　そして、かつて理想とした目の前の騎士のために。

「私は、私の騎士道を証明します──かつて、理想としていたあなたを倒して」

「愚かな。ならばその騎士道とやら、私が粉砕してやる」

　──そして、試合開始の鐘かねが高らかに鳴り響く。

　神話時代の遺跡──石の円環ストーンサークルが作動し、元素精霊界アストラル・ゼロへの〈門〉が開いた。





　　　　◇






　チーム・スカーレットが転送されたのは、森の中のひらけた場所だった。

　周囲は深い森で視界が悪い。これでは相手チームの姿を探すのも難しい。

　仲間の三人が、無事転送されたことを素早く確認すると──

「──いくわよ、スカーレット！」

　クレアが革かわ鞭むちを振るい、灼しやく熱ねつの炎ほのおを纏まとう火ひ猫ねこを召喚した。

　ほかの三人もそれぞれ精霊召喚の召喚式サモナルを唱えはじめる。

「あたしとエリスが索敵するわ。フィアナは陣地の構築をお願い」

　クレアが素早く指示を飛ばし──

「──その必要はない、クレア・ルージュ」

「……っ!?」

　その声に──チーム・スカーレットの全員が凍り付いた。

　顔を上げたそこに──

　巨大な空中要よう塞さいが浮かんでいた。

　精霊魔装エレメンタルヴアツフエ──〈静寂の要塞サイレント・フオートレス〉を装着したヴェルサリア・イーヴァが。

「ヴェルサリア、まさか単独で!?」

　驚きよう愕がくの声を上げるクレア。

「足手まといは不要。貴様らの相手は私一人だ」

「──きますわよ！」

　リンスレットが鋭く叫んだ。

　刹せつ那な。何層にも重なった複合装甲が一斉に展開。無数の砲門が出現する。

　学院最強ヴエルサリアが帝王の如く地上を睥へい睨げいし、手を振り下ろした。

「──消えろ、我が城砦精霊〈ドレッドノート〉の前にひれ伏すがいい！」

　火を吹く数十基の砲門。

　すさまじい轟ごう音おんが大気を震動させ、砲弾の雨が地上に降りそそぐ。

　連続する砲火が地上を薙なぎ払い、大量の土砂を巻き上げた。

　圧倒的。最強の精霊魔装による過剰なまでの破壊力。

「他愛たわいもない。所しよ詮せんは有う象ぞう無む象ぞう──」

　一瞬前まで深い森であった場所に穿うがたれた、無数のすり鉢状の穴。

　たちこめる煙が晴れた、そこに──

「なに？」

　ヴェルサリアの表情がわずかにこわばった。

〈氷の魔弓〉をつがえた金髪の少女が、不敵に微笑ほほえみ立っていた。

「城砦精霊ドレツドノートの砲撃を撃ち落としただと──」

　プラチナブロンドの髪を誇らしげにかきあげて──

「ふっ、わたくし、精霊魔装の展開速度に関しては誰だれの追つい随ずいも許しませんの」

　リンスレットが〈魔氷の矢弾フリージング・アロー〉を放った。

「……っ、無駄なことを──」

　ヴェルサリアは前面に複合装甲を展開。飛来した氷の矢弾を弾はじく──

「まだまだっ、ですわっ！」

　かまわずに、リンスレットは連続で矢弾を放った。

　大気を裂いて飛来する氷塊──放った四発がすべて直撃する！

　だが、この程度の威力では城砦精霊の装甲を貫通することはできない。

「愚かな。その程度の矢弾、我が〈静寂の要塞サイレント・フオートレス〉の前では無意味──」

「はたして、そうですかしら？」

「なに──」

　ふたたび砲門を開き、反撃に転じようとして──

　ヴェルサリアは気付いた。リンスレットの狙ねらいが装甲へのダメージではないことに。

　高位精霊フェンリルの精霊魔装エレメンタルヴアツフエ〈魔氷の矢弾フリージング・アロー〉の追加効果──絶対零度アイス・ナイン。

　決して溶けることのない魔氷によって、無敵の複合装甲が完全に凍り付いていた。

「あなたの読み通りでしたわね、クレア」

「ええ、城砦精霊ドレツドノートの物理耐性は最強クラスだけど、対呪抵抗はそれほどでもない──高位精霊フェンリルの精霊魔装なら貫けるはずよ」

「……っ！」

　ヴェルサリアが苛いら立だちの表情を浮かべる。

　この状態では砲撃形態に移行することができない。また、凍り付いた装甲は重量を増して機動力が大幅に落ちていた。──これではいい的まとだ。

「エリス、反撃開始よ！」

「ああ！」

　クレアとエリスが精霊魔術を詠えい唱しよう。

　機動力の落ちた要よう塞さいめがけて同時に放つ──

「──喰くらえ、灼しやく熱ねつの劫ごう火か球きゆう！」

「──風よ、すべてを切り裂く烈刃となれ！」

　回避は不可能。直後、轟ごう音おんが大気を震わせた。

「やったわ……！」

　複合装甲に守られているとはいえ、直撃すれば無傷ではいられないはずだ。

　だが、刹せつ那な。

「──その程度か、災禍の精霊姫カラミテイ・クイーンの妹」

「な──」

　大地が激しく震動した。

　舞い上がる土砂。叩たたきつける衝撃にクレアの身体からだが吹き飛ばされる。

　まるで巨大な隕いん石せきの落下。大地に穿うがたれたクレーターの中心に──

　静寂の要塞サイレント・フオートレスの威容がそびえ立っていた。

「……くっ!?」

「私を地上に落としたことは褒めてやる」

　落下の衝撃で、装甲を凍り付かせていた魔氷が砕け散った。

「だが、ここまでだ。城砦精霊は地精霊の眷けん属ぞく──私は地上に降りたほうが強い」

　告げると同時──静寂の要塞の両肩から、巨大な二本の攻撃肢アームが出現した。

　尖せん端たんに鋭いクローのついた攻撃肢が、まだ残っていた木々の根を薙なぎ倒す──

　すさまじい破壊力。だが、その動きは隙すきだらけだ。

　エリスが精霊魔装エレメンタルヴアツフエ──〈風翼の槍レイ・ホーク〉を横に振るった。

　槍やりの穂先から生まれた風の刃やいばが、ヴェルサリアめがけて襲いかかる──

　だが、そこには──すでに静寂の要塞サイレント・フオートレスの姿はなかった。

「……っ!?」

　いつのまにか──ヴェルサリアがエリスの眼がん前ぜんに迫っていた。

　まるで地面を滑るような走行。飛行していたときとは機動力がまるで別物だ。

「──エリス！」

　咄とつ嗟さに、クレアの放った炎の鞭フレイムタンが城砦精霊ドレツドノートの腕に絡みついた。

　突撃のスピードがわずかに落ちる──が、それだけだ。

　その圧倒的な質量は止められない。

「私にまかせて！」

　そこへ、大盾を構えた甲かつ冑ちゆうの騎士が立ちはだかった。

　フィアナの騎士精霊〈ゲオルギウス〉だ。

　鉄靴を地面に杭くいのように打ち込み、全身で城砦精霊の突進を受け止める。

　激しい衝突音。だが、最高クラスの防御力を誇る騎士精霊ゲオルギウスも、城砦精霊の突撃を受けきることはできなかった。甲冑が歪ゆがみ、構えた大盾に大きな亀き裂れつが走る──

「……耐えて、ゲオルギウス！」

　フィアナが悲鳴を上げる。

「喪失の精霊姫ロスト・クイーン──貴女あなたはもっと賢い方だと思っていた」

「そうね──でも、いまはそんな愚かな自分が好きよ」

　ヴェルサリアが容赦なく肩の攻撃肢アームを振り上げた。

「させないわっ！」

「……っ！」

　刹せつ那な、振り上げた攻撃肢の上にクレアが飛び乗った。

　鋭いクローのついた尖せん端たんに炎の鞭が絡みついている。さっき、炎の鞭を絡ませたのは足止めのためではない──ヴェルサリアに接近するための布ふ石せきだったのだ。

（──この距離なら、装甲に阻まれることもない！）

　クレアの特技は精霊魔術の高速詠えい唱しようだ。

　驚きよう愕がくの表情を浮かべるヴェルサリアに、クレアの使える最強の攻撃魔術を放つ。

「舞え、破滅呼ぶ紅ぐ蓮れんの炎ほのおよ──炎王の息吹ヘルブレイズ！」

　紅蓮の炎が渦巻き、ヴェルサリアの全身が燃えあがる。

「……ぐうっ！」

　ヴェルサリアが初めて苦く悶もんの声を上げた。

「おのれ、蠅はえがっ──」

　旋回する攻撃肢がクレアを叩たたきつぶそうとする──

　そこへ──

「義あ姉ね上うえ、覚悟！」

　ゴウッ──すさまじい烈風が真上から吹き下ろした。

　風を纏まとっての急降下攻撃。エリスの最も得意とする槍技だ。

　エリスの精霊魔装エレメンタルヴアツフエ〈風翼の槍レイ・ホーク〉が、ヴェルサリアの胸あてを貫いた。

「ぐ、あっ……」

　そして──

「──風よ、狂え！」

　解放の言葉と共に──

　暴力的な旋風が吹き荒れ、城砦精霊ドレツドノートを纏うヴェルサリアの身体からだを吹き飛ばした。

　ズンッ──砂さ塵じんを舞い上げ、地響きをたてて地面に叩たたきつけられる。

「はあっ、はあっ──」

　いまの攻撃で神威カムイを使いきったエリスは、がくっと膝ひざをついた。

　クレアも肩で息をしながら唇を舐なめる。

「驕おごったわね、ヴェルサリア。単独先行なんてばかなこと──」

「愚かなのは貴様だ。クレア・ルージュ」

「え──」

　舞い上がる砂塵の向こうで──

　巨大な影が蠢うごめいた。

「真の強者にとって、力を持たぬ有う象ぞう無む象ぞうなど邪魔になるだけだ」

　砂塵が晴れ、静寂の要塞サイレント・フオートレスが姿をあらわした。

　その城壁のような複合装甲には傷さえついていない。

「消えろ──」

　装甲が一瞬で展開──無数の砲門が一斉に火を噴いた。





　　　　◇






　カミトは拳こぶしを握り締め、スクリーンに投影された映像を見つめていた。

　クレアたちの動きは、剣舞というよりはまるで集団で巨獣を狩るような動きだった。

　思った以上に善戦しているが──ギリギリの戦いだ。

　対して、ヴェルサリアにはまだ余裕があるようにみえる。

　あれほどの契約精霊、維持しているだけで膨大な神威を消耗するはずだが──

「……」

　大型スクリーンの中では、エリスがヴェルサリアに果敢に立ち向かっていた。

（あいつ、ちゃんと立ち直ったんだな……）

　クレアにまかせて正解だった。カミトでは、彼女を慰めることはできても、立ち直らせることはできなかったに違いない。

　チームが強さを発揮するのは、試合の最中だけではない。

　落ちこんだ仲間を立ち直らせることができる──そういうところも仲間チームの強さなのだ。

（なんだかんだで、あいつは優秀な部隊長だよな）

　戦闘を見ていて、際立つのはクレアの指揮だ。

　個人の能力を的確に分析し、チームの総合的な力を何倍にも高めている。

　優秀だが個性の突出したあのメンバーをまとめるのは、並大抵の才能ではない。

（ひょっとしたら、姉譲りのカリスマ性があるのかもな）

　ふと、カミトはそんなことを思う。

　だが、あのヴェルサリア・イーヴァの強さは圧倒的だ。

　契約精霊も彼女自身も格段に強くなっている。三年前のあのときよりも──

「カミト、どうしたのですか？」

　エストが、カミトを心配そうに見上げてきた。

「ああ、大丈夫だ」

　カミトはエストの白はく銀ぎんの髪をそっと撫なでる。

　──剣舞は、いよいよ激しさを増していた。





　　　　◇






　一斉に火を噴く城砦精霊ドレツドノートの砲門──

「──魔氷の矢弾フリージング・アロー！」

　同時に、リンスレットも精霊魔装エレメンタルヴアツフエの矢弾を放つ。

　衝突した氷塊が砕け、ダイヤモンドダストのように虚空を舞った。

「……っ、あの要よう塞さい女の神威カムイは無尽蔵ですの!?」

　リンスレットが額ひたいに汗を浮かべて叫ぶ。

　威力は魔氷の矢弾のほうが上だが、無制限の撃ち合いになれば、ヴェルサリアの精霊魔装が圧倒的に有利だ。──このままでは、いずれ撃ち負ける。

「……っ、私の騎士精霊ゲオルギウスも限界みたい」

　フィアナが息を切らしながら言った。

　砲撃をしのぐ騎士精霊の大盾には、すでに無数の亀き裂れつが走っている。

　圧倒的な弾幕に、クレアとエリスも接近することができないでいた。

　難なん攻こう不ふ落らくの要塞を前に、チーム・スカーレットは完全に動きを止められた。

　こうなると、ヴェルサリアの神威が尽きるまで耐えるしかないが──四人を守る騎士精霊は、あと数十秒も持ちこたえられそうにない。

「やはり、義あ姉ね上うえには勝てないのか──」

　エリスがくっと唇を噛かむ。

「情けないわね、もう弱音を吐くの？」

「し、しかし──」

　エリスは横のクレアをキッと睨にらんだ。

「約束したでしょ、あの二人と」

「……ああ、そうだったな」

　エリスは、ゆっくりと地面から顔を上げた。

　そうだ──ここで負けるわけにはいかない。

　ラッカとレイシア、あの二人から託されたのだ。

　それに、ヴェルサリアには、自分の騎士道を証明してみせると誓った。

　逃げることは許されない。

「だが、どうする？　この弾幕では近付くことさえできないぞ」

「……切り札があるわ。あたしがチャンスを作る」

「できるのか？」

「わからないわ。でも、やるしかないもの」

　前を見つめてつぶやくクレアに──

「──そうだな。たしかに」

　エリスはこくっとうなずいた。

「クレア、もう持たないわ！」

　フィアナが悲鳴じみた声を上げた。

　砲撃を防いでいた騎士精霊ゲオルギウスが、とうとう地面に膝ひざを屈した。

　容赦のない砲撃を浴びて、その巨きよ躯くが光の粒子となって消滅する。

　刹せつ那な、クレアが走った。

　砲撃が騎士精霊に集中した、一瞬の空くう隙げき──機会はいましかない。

　ほぼ同時に、エリスも反対側へ走っていた。

　ヴェルサリアは瞬時にどちらを潰つぶすべきか判断し、クレアに砲火を集中させた。

　部隊長を狙ねらうのは合理的な判断だ。だが、クレアはそれを読んでいた。

「──スカーレット！」

　叫び、精霊魔装エレメンタルヴアツフエの炎の鞭を火ひ猫ねこの姿へと戻す。

　スカーレットは砲弾の雨の中を駆け抜け、ヴェルサリアに迫った。

「無駄だ！」

　咆ほう吼こうを上げ、飛びかかった火猫を、ヴェルサリアの攻撃肢アームが叩たたき落とした。

　続けてスカーレットに集中砲火を浴びせる──クレアの接近には気付いていたが、精霊魔装を手放した彼女を脅威とはみなしていなかった。

　走り込んできたクレアが、城砦精霊ドレツドノートの装甲に手を触れた。

　そして──詠えい唱しようしていた精霊魔術を解き放つ！

「汝なんじ、冷たき心よ、我が憤ふん怒ぬと嘆きを知れ──血の恋歌ブラツデイ・ロスト」

　手のひらに触れた物質を振動させ、超高熱状態にする精霊魔術。

　対象に直接接触しなければならないので、戦闘では使いにくい魔術だ。

「無謀だな、精霊魔術では、この城砦精霊ドレツドノートの装甲を貫くことなど不可能だ」

　ヴェルサリアの冷徹な声。

　攻撃肢アームで横殴りにされ、クレアの小柄な身体からだが地面をバウンドした。

　刹せつ那な。

「──魔氷の矢弾フリージング・アロー！」

　リンスレットの放った氷の矢が、城砦精霊の装甲を穿うがった。

「無駄だと言って──なに!?」

　ピシッ──装甲の表面がひび割れた。

　ヴェルサリアがハッと目を見開く。

「無駄じゃ……なかったみたいね」

　地面に倒れたクレアが唇の血をぬぐった。

「急激な温度差による破壊──まさか、これを狙ねらっていたのか！」

「炎ほのお精霊使いと氷精霊使いが組んだときの基本的な戦術よ」

　これがクレアの切り札。

　成功の確率は低かったが、なんとか風穴をあけることはできた。

「……っ！」

　ピシッ、ピシッ──装甲に入った亀き裂れつが数を増していく。

　そこへ──

「おおおおっ！」

　烈風を纏まとい、突撃してきたエリスが〈風翼の槍レイ・ホーク〉を放った。

　圧倒的な破壊力を乗せた神速の刺突。

　その穂先は装甲を破壊し、ヴェルサリアの胸を貫く。

「……っ、エリス！」

　エリスの鳶とび色いろの瞳ひとみが、ヴェルサリアのアイスブルーの瞳を射い貫ぬいた。

　学院最強の騎士に焦りの色が浮かぶ。

「──狂え、凶まがツ風よ！」

　風翼の槍を突き刺したまま──

　エリスは最大威力の風を解き放った。

　吹き荒れる烈風が、脆もろくなった精霊魔装エレメンタルヴアツフエを粉砕する！

　装甲を剥はがされたヴェルサリアの身体が宙を舞い、地面に叩たたきつけられた。

「はあっ、はあっ、はあっ──」

　エリスはがくっと膝ひざをついた。

「……やった……のか……？」

　ヴェルサリアは地面に倒れ伏している。

　どうやら意識を失ったようだ。

「私は……」

「え？」

　否。彼女は意識を失ってはいなかった。

　ヴェルサリアの身体からだが激しく痙けい攣れんする。

「……私は、負けるわけには……いかない……」

「……なに？」

　クレアが眉まゆをひそめる。

　目の前で、信じられないことが起きていた。

　破壊され、砕け散ったはずの精霊魔装エレメンタルヴアツフエが──

　なにか違うものに変化しようとしている！

「義あ姉ね上うえ……？」

　呆ぼう然ぜんとつぶやくエリス。

「──ア──アアアアアアアアアアッ！」

　元素精霊界アストラル・ゼロの森に、ヴェルサリアの咆ほう吼こうが響きわたった。





　　　　◇






「なんだあれは……!?」

　カミトが叫んだ。

　スクリーンで試合を観戦していた、ほかの学院生たちにも動揺が走る。

　ヴェルサリアの精霊魔装が、おぞましい異い形ぎようの姿へと変へん貌ぼうしていた。

　漆黒の鎧よろいに覆われたその姿は、まるで騎士の亡霊のようだ。

　鎧の隙すき間まから、輝く霧のような神威カムイが大量に洩もれだしていた。

　神威が肉眼で視認できるなど、尋常ではない。

「あれは呪じゆ装そう刻こく印いんです、カミト」

「え？」

　カミトは無表情につぶやくエストを見下ろした。

「しかも、暴走しています。あのままでは──」

「ヴェルサリアが、呪装刻印を移植していた!?」

　カミトは愕がく然ぜんとしてうめいた。

（どうして……）

　あの学院最強の精霊使いが、なぜそんなものに手を出す必要があったのか。

（ヴェルサリア、そこまで追いつめられていたのか……）

　カミトは左手の拳こぶしを強く握り締めた。理由はわからない。ただ、三年前のあの試合が、彼女を変えてしまったことは間違いないのだ。

　スクリーンの中で、漆黒の騎士が咆ほう吼こうを上げた。

　異変を察して、ヴェルサリアのチームの仲間が姿をあらわした。

　風王騎士団シルフイードから引き抜かれた四人だ。このタイミングで出てきたということは、ヴェルサリアから、手を出すなと命令されていたのだろう。

　彼女のもとに駆けよったチームの仲間を──

　異い形ぎようの黒騎士は、腕で薙なぎ払った。

　血ち飛沫しぶきが舞った。騎士団の少女が、地面に叩たたきつけられて跳ねた。

　右肩から胸にかけて、少女の身体からだに大きな裂傷ができていた。

「……っ[image: ]」

　カミトの背筋に戦せん慄りつが走った。

　精霊の直接攻撃によって、肉体がダメージを負ったということは、精霊使いが契約精霊を制御していないということだ。

　警報が鳴り響いた。──対抗戦は中止だ。

　だが、スクリーンに映るクレアたちは撤退する様子がない。

（いや、できないんだ……！）

　漆黒の騎士から洩もれ出した霧が地面を這はい、まるで意志を持った触手のように、倒れたクレアたちの四肢に絡みついていた。スカーレットとフェンリルが食い千ち切ぎろうとするが、二体の高位精霊もたちまち絡めとられてしまう──

[image: ]

（……まさか、クレアたちの神威カムイを奪っているのか？）

　かろうじて立っているのはエリスだけだ。

　忍び寄る霧を精霊魔装エレメンタルヴアツフエの槍やりで吹き散らし、クレアたちを守っている。

　カミトは──

「──エスト。頼みがある」

　エストの小さな手をぎゅっと握り締めた。

　エストはなにか言いたそうにカミトを見つめたが──

「──私はカミトの剣。あなたの望むままに」

　あきらめたように、こくっとうなずいた。

「ですが、注意してください。いまのカミトの身体からだでは、おそらく数十秒程度しか私を精霊魔装として維持することができません」

「ああ、それだけあれば十分だよ、エスト」

　カミトは白はく銀ぎんの髪をそっと撫なで、精霊魔装の展開式レリーズを詠えい唱しようした。

「冷徹なる鋼の女王、魔を滅する聖剣よ──いまここに我が剣となれ！」

　エストの姿が光の粒子となって虚空に消え──

　カミトの手に、輝く白銀の剣があらわれた。
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「……っ、このっ……！」

　漆黒の騎士から洩もれ出した輝く霧を、エリスは精霊魔装の槍で斬きり払った。

　少し肌に触れただけで、神威を吸収されてしまうようだ。不用意に近付いたヴェルサリアのチームメイトは、全員、霧の触手に絡めとられて意識を失っていた。

　試合中に神威をほとんど使いはたしていたフィアナとリンスレットも、いまは地面に倒れている。クレアはかろうじて意識を保っているようだが──

「……エリス、あんたは〈門〉まで……逃げなさい」

「ふざけるな。私は風王騎士団シルフイードの騎士、学院生を守るのが私の任務だ」

　倒れたクレアに答えつつ、エリスはヴェルサリアに向かって風の刃やいばを放った。

　だが、その鎧よろいのような装甲には傷ひとつつかない。姿は異なるものの、あの黒い鎧がヴェルサリアの城砦精霊ドレツドノートであることに変わりはないようだ。

　精霊を、あのような禍まが々まがしい異い形ぎようへと変化させてしまうもの──

　たったひとつしか思いあたらない。

「なぜ──なぜ呪じゆ装そう刻こく印いんなどに手を出したのですかっ、義あ姉ね上うえっ！」

　わからない。

　憧あこがれていた理想の騎士が、なぜこんなことになってしまったのか。

　声の届かないヴェルサリアに向かって、エリスが神速の刺突を繰り出した。

　エリスの怒りに応じて威力を増した烈風が、装甲を穿うがつ──

「──狂え、凶まがツ風よ！」

　だが。

　精霊魔装エレメンタルヴアツフエの槍やりは、甲かつ冑ちゆうに突き刺さったまま沈黙した。

（……風を生み出せない!?）

　甲冑の隙すき間まから洩もれ出す霧──無尽蔵に生み出されるヴェルサリアの神威カムイが、槍の柄を伝ってエリスの腕に絡みつき、神威を奪っているのだ。

　ヴェルサリアの巨大な腕が、ゆっくりとエリスの身体からだを持ち上げた。

「エリス！」

　クレアが叫んだ。

（……っ、ここまでなのか？　私は……）

　……意識が遠のく。目の前が真っ暗になる。

（……また守ることができなかった。チームの仲間も、義あ姉ね上うえも）

「カミト、すまない……私は──」

　刹せつ那な、剣けん閃せんがひらめいた。

「……っ!?」

　次の瞬間、エリスの身体は宙に浮いていた。

　背中にまわされた腕。肩を抱く指先。

　ゆっくりと、目を開ける。

「なっ──」

　目の前に、カゼハヤ・カミトの顔があった。

　エリスは、いわゆるお姫様だっこの体勢で宙を舞っていたのだ。

「……カミト？」

「──エリス、仲間を守ってくれてありがとな」

　カミトはふっと笑って地面に着地。エリスをそっと下ろした。

　……状況が理解できない。唖あ然ぜんとしてパチパチとまばたきするエリス。

　カミトはヴェルサリアのほうを向き、精霊魔装の剣を構えた。

「──俺おれのチームメイトに手は出させない」





　　　　◇






　包帯の下で焼けつくような激痛が走った。

（……っ、傷口が開いたか……）

　洩れそうになる悲鳴を押し殺し、カミトは胸中でうめいた。

　威勢よく啖たん呵かを切ってはみたものの、なにしろ横腹に大穴のあいた状態だ。

　剣を振るうことはおろか、まともに立つことさえやっとだった。

「さすがに、この状態で魔王殺しの聖剣デモン・スレイヤーを振るうのはきついかな」

　苦笑すると──

「こ、こここ、このばかっ！」

　クレアがピシッと鞭むちを打ち鳴らした。

「痛いてえっ！」

　激痛に声を上げるカミト。

　ゴゴゴゴゴゴ……！

　振り向くと、革鞭を手にしたクレアが腰に手をあてて立っていた。

　……怖い。頭から二本のツノが生えてきそうだ。

「な、なにすんだ！　俺おれは重傷者だぞ、もっと優しくしろよ」

　カミトが半眼でうめくと、

「重傷者が、どうしてこんなとこにいるのよっ！」

　紅あかいツーテールの髪がピンと逆立つ。

　カミトはふっと肩をすくめ、ぽん、とクレアの頭に手をのせた。

「チームメイトのピンチに駆けつけるのはあたりまえだろ」

「……ふぁ、あ、あんたって、ほんとばかなんだから」

　顔を赤らめてそっぽを向くクレア。

「カミト、そ、そんな怪け我がで……」

　心配そうに声をかけるエリス。

　カミトは向きなおると、彼女の肩に優しく手をかけた。

「エリス、よくがんばったな。おまえは立派な騎士だと思うぞ」

「カミト……」

　エリスの鳶とび色いろの瞳ひとみに涙のしずくが浮かぶ。

　そのとき──

「……オ……オオオオオオ……」

「……っ!?」

　三人はハッと振り向いた。

　腕を切り飛ばされた黒騎士が、苦く悶もんの呻うめきを上げている。

　その姿は、まるで妄執にとりつかれた哀れな亡霊。

「ヴェルサリア……」

　カミトは、ふらついた足で、テルミヌス・エストを構えた。

　いまの状態で、エストを精霊魔装エレメンタルヴアツフエとして維持できる時間は、数十秒。

「カミト、あんた、まさか本気であいつと戦う気なの!?」

「ああ、あいつは俺が決着をつけなきゃならない相手だ」

「カミト、君はなにを言って──」

　カミトは剣を構えたまま、無言でヴェルサリアを見つめた。

「……レン……アッシュベ……ル……」

「ヴェルサリア、そんなに彼女と戦いたいのか」

　返答を期待したわけではない。それでも、カミトは訊きいた。

「……オオオ……オ……」

　返ってきたのは、喉のどの奥からうめくような狂おしい咆ほう哮こう。

「なら、俺おれが相手になってやるよ。最強の剣舞姫ブレイドダンサーの前にな！」

　そう告げて──カミトは地を蹴けった。

　同時に片腕を失ったヴェルサリアが突進してくる。

「カミト！」

　エリスの叫び声を、響きわたった剣けん戟げきの音がかき消した。

「うおおおおっ！」

　ヴェルサリアの突進を受け止めたカミトは、剣を横に薙ないだ。

　漆黒の鎧よろいに亀き裂れつが入る。返す刀でもう一度、斬撃を叩たたき込む。

　舞い散る火花。同時に、カミトの身体からだに電流のような激痛が走る。

　苦痛にうめいた一瞬の隙すき。鎧の隙間から噴き出たヴェルサリアの神威カムイが、カミトの腕に絡みつく──だが、

「俺の相棒エストを甘くみるなよっ！」

　カミトの叫びに呼応するように、テルミヌス・エストが激しく輝いた。

　清冽な閃せん光こうが、霧のようなヴェルサリアの神威を吹き散らす！

　そのまま、漆黒の鎧に覆われた頭部につぎの一撃を叩き込んだ。踏み込んで、さらにもう一撃を見舞う──電でん光こう石せつ火かの剣に、黒騎士はまったく追いついていない。

「すごい……！」

　エリスが感嘆の吐息を洩もらした。

　とても大おお怪け我がを負っているとは思えない、圧倒的な強さ。華麗な剣舞。

「あれは、まるで……」

　エリス・ファーレンガルトの憧あこがれた最強の剣舞姫。

　三年前の彼女の剣舞を見ているような──

「──オオオオオオオオ！」

　ヴェルサリアがおぞましい咆哮を上げた。

　空気がビリビリと震え、その衝撃でカミトの身体が吹っ飛ばされた。

　地面をバウンドして激しく叩きつけられる。

　脇わき腹ばらの包帯が赤く血の色に染まっていた。激痛が全身をかけめぐる。

　テルミヌス・エストの輝きが減衰していた。戦える時間はほんの僅わずか。

「……」

　利き腕をだらりと下げたまま、カミトは立ち上がった。

　ヴェルサリアの禍まが々まがしい神威が、霧のように地面を這はっている。

（神威カムイが洩もれ出してる源は、あいつの心臓か……）

　神威の感知能力に優れるカミトは、直感した。

　ということは、呪じゆ装そう刻こく印いんが刻まれているのは──

　カミトは激痛に耐えながら、弱々しく輝く剣を構え直す。

（テルミヌス・エストの圧倒的な対呪性能なら、あるいは──）

　と、立ちはだかるヴェルサリアの精霊魔装エレメンタルヴアツフエが変化した。

　斬きられた腕が泥のようにうねって再生し、巨大な突撃槍ランスとして再構築される。

　否。それはもはや突撃槍というよりは──一基の破は城じよう槌ついだった。

「……勝負をつけにきたか。望むところ……だ」

「カミト！」

　地面に剣を突き、ふらっと倒れそうになったカミトをエリスが支えた。

「エリス、悪い」

「……カミト、あれはまずい」

「どういうことだ？」

「私に槍術を教えてくれたのは義あ姉ね上うえだ」

「……なるほど」

　ヴェルサリアが、地の底から響くような声でうめいた。

「……レン……アッシュ……ベル……！」

「……？　義姉上は、カミトがレン・アッシュベルに見えているのか？」

　エリスがいぶかしげに眉まゆをひそめる。

　無論、いまのヴェルサリアに理性はない。しかし、先程の剣けん戟げきで彼女は最強の剣舞姫レン・アツシユベルの太刀筋を思いだしたのかもしれない。

「これで決める。エリス、力を貸してくれ」

「……わかった」

　エリスはこくっとうなずくと──

「カミト、頼む。義姉上を救ってくれ」

　カミトは握った剣にありったけの神威を叩たたき込んだ。

　ふたたび清冽な輝きを放つ白はく銀ぎんの剣。エリスの周囲にも轟ごう々ごうと風が渦を巻く。

　カミトの肉体が耐えられるのは、あと一撃が限度だ。

　この一撃に賭かけるしかない。

「いくぞ、ヴェルサリア・イーヴァ・ファーレンガルト！」

「オオオオオオオオッ！」

　ヴェルサリアが砂さ塵じんを舞い上げて突進してきた。

　カミトも同時に地を蹴けった。

　身体からだが軽い。背中にエリスの風を感じる。

　烈はげしく、強い風だ──その風に押され、カミトはさらに加速した。

　交差する一瞬。雷火がひらめく。

　ヴェルサリアの突撃槍ランスを紙一重でかわし──

　白はく銀ぎんに輝く魔王殺しの聖剣デモン・スレイヤーが、ヴェルサリアの甲かつ冑ちゆうごと〈心臓〉を貫いた。

　突き立った剣の刃やいばから、はげしい光の奔流がほとばしる！

　それは──まるで、三年前の剣舞の再演だった。

「……ヴェルサリア、俺おれがおまえを救ってやる」

　彼女の胸に剣を突き立てながら、カミトは囁ささやいた。

　漆黒の甲冑が割れ、ヴェルサリアの美しい顔があらわれる。

「レン・アッシュベル──」

　彼女の桜色の唇が、かすかに動いた。





　　　　◇






（そうか……カゼハヤ・カミト、おまえは──）

　剣を突き立てられた瞬間、彼女は気付いた。

　目の前の少年が、三年前、彼女の胸を貫いたあの少女であることに。

「……また負けたのだな、私は」

　ヴェルサリアは、穏やかな表情で微笑ほほえんだ。

　まるで憑つきものが落ちたような、安らかな表情。

　なぜか、あのときのような悔しさはなかった。

　カゼハヤ・カミトの黒い瞳ひとみは、まっすぐに彼女をみつめていたからだ。

「……っ!?」

　トクン──呪じゆ装そう刻こく印いんの刻まれた〈心臓〉が脈打った。

　頬ほおが熱い。ヴェルサリアはうるんだ瞳をわずかに逸そらした。

「ヴェルサリア、あんたは強い。けど、その強さはいつか折れる剣だ」

「そうだな……私は、君に認めてもらいたくて力を求めたが──力不足だったようだ」

「──それは、違うぜ」

「なに？」

「あんたが負けたのは、力がなかったからじゃない。あんたが一人だったからだ。俺には仲間がいた。学院で出会ったチームの仲間が」

「……」

「それは、三年前の俺──最強の剣舞姫レン・アツシユベルでさえ持っていなかった力だよ」

　火ほ照てったヴェルサリアの頬に、涼やかな微風が吹きつけた。

　これは、エリスの風だ。

　あの最後の一瞬、満まん身しん創そう痍いのカミトを加速させた風。

　エリスの想おもいを、彼女の騎士としての信念を乗せた風だ。

「レン・アッシュベル、私は──」

　美しいブロンドの髪が揺れる。ふっと微笑ほほえんで──

　ヴェルサリア・イーヴァ・ファーレンガルトは、地面に倒れこむ。

　そして──脈打つ〈心臓〉が動きを止めた。





　　　　◇






「あらら、〈心臓〉を壊されちゃった。せっかくのお気に入りだったのに」

　学院からわずかに離れた森の中で──

　ヴィヴィアン・メローサが不機嫌そうに唇をとがらせた。

　データを採取するため、試合の様子を精霊機関の端末で観戦していたのだ。

「呪じゆ装そう刻こく印いんの〈心臓〉への移植、実用化は当分先になるかしらね」

　ため息をつくと、彼女は端末をパタンと閉じた。

「でも、あの男の子はなかなか面白そうね。〈教きよう導どう院いん〉で研究してたジオ君は持ち去られちゃったし、こんどはあの男の子で遊んじゃおうかしら♪」

「学院生は貴様の玩具おもちやではないぞ、ヴィヴィアン・メローサ」

「……っ!?」

　どこからか聞こえてきた、その声に──

　ヴィヴィアン・メローサの背筋が凍り付いた。

「おまえは、黄昏の魔女ダスク・ウイツチ！」

「ふん、懐かしいな。不出来な教え子よ」

　グレイワース・シェルマイスが、森の中を静かに歩いてきた。

「……っ、どうして──」

「あれだけ派手なまねをすれば誰だれでも気付くさ。昨日、街で暴走事件を起こした二人の学院生。資料を調べてみたら、学生時代に君の手がけた呪装刻印と特徴が完全に一致したよ。相変わらず進歩がないな、君は」

　グレイワースは、まるで生徒に教え諭すように親しげに話しかける。

「まさか、あなたがとるに足らない学生ごときのために動くとは──」

「ふん、ここに赴任してもう数年になるからな。忌々しい害虫を排除したくなる程度には、この箱庭にもそれなりに愛着を抱くようになってきたということさ」

「……！」

　ヴィヴィアン・メローサの顔は青ざめ、唇は恐怖に震えていた。

「さて、私の大切な学院生に手を出した君には、お仕置きが必要だな」

　──と、グレイワースの右手から、濃密な闇やみの塊かたまりが溢あふれ出した。

　その異質さから、決して契約精霊にはできないとされている──魔精霊。

「ひさびさの食事だ、伯爵。存分に喰くらうがいい」

　グレイワースが妖よう艶えんな唇をぺろっと舐なめる。

「あ……ああ……あああああっ……」

　ヴィヴィアン・メローサが、喉のどの奥から悲鳴を上げた。

　さきほどまでの余裕など吹き飛び、恐慌状態に陥る。

　無様に這はいずって逃げようとする彼女に──

「──逃がさんよ、償いは必要だ」

「ひっ、あ、あああ……」

　濃密な闇やみの塊かたまりが襲いかかった。

　ぐしゃ、ばき、ぼき、べきぼき、ぼき……

　森の中にこだまする咀そ嚼しやくの音。

「やれやれ、私に後始末までさせるとは。不出来な弟子だな」

　グレイワースは眼鏡めがねをわずかに押し上げると、静かにその場を去った。






エピローグ






　ヴェルサリア・イーヴァの肉体は、呪じゆ装そう刻こく印いんに蝕むしばまれていた。

　魔王殺しの聖剣デモン・スレイヤー──テルミヌス・エストの力で〈心臓〉に刻まれた呪装刻印を消し去ることはできたものの、数年にわたって蓄積され、一気に噴きだした呪のろいは、神威カムイの代謝を司つかさどる経絡をズタズタに破壊してしまっていた。

　彼女が精霊使いとして復帰するには、何年かかるかわからない。

　それに、呪装刻印が消えたとしても、彼女の罪が消えるわけではない。

　精霊騎士に護衛され、帝都へと移送されるヴェルサリアを、エリスとカミトは学院の門の前で見送った。

　護送馬車に乗った彼女は、穏やかな表情になっていた。

　呪装刻印を移植したことで、少しずつ精神も蝕まれていたのかもしれない。

　いまの彼女は、氷の美び貌ぼうの騎士ではなく、なんだか普通の少女のようにみえた。

「──エリス、すまなかったな」

　ヴェルサリアはエリスに向かって頭を下げた。

「顔を上げてください、義あ姉ね上うえ。私はいつでも義姉上を待っていますから」

　ヴェルサリアはうなずくと、こんどはカミトのほうを向いた。

「私の妹を頼む。不器用だが、意外と可愛かわいいところもあるやつだ」

「ああ、知ってるよ」

「カ、カミト!?　あ、義あ姉ね上うえもなにをいうのですかっ！」

　顔を真まっ赤かにして叫ぶエリス。

「エリス、おまえの精霊剣舞祭ブレイドダンスでの活躍、楽しみにしているよ」

　そんなエリスの頭をそっと撫なで、ヴェルサリアは馬車に乗り込んだ。

　カミトは、エリスと並んで去っていく馬車を見送った。

「──カミト、ありがとう。義姉上を救ってくれて」

「彼女を救ったのはエリスだよ。俺おれじゃない」

　カミトは静かに首を振った。

「……」

　ふと、奇妙な沈黙がおとずれる。

「その、カミト……お、一昨日おとといの〈ヴァレンティア聖せい祭さい〉のことなのだが」

「うん？」

　エリスはどこからか小さな箱をとりだした。

　リボンで綺き麗れいにラッピングされた箱だ。

「……これは？」

「あ、あくまでも、騎士団の仲間として君を認めたということだ。それ以外に、た、他意など微み塵じんもないのだからなっ！」

　ふいっとそっぽを向いて、チョコレートを渡してくるエリス。

「ああ、ありがとな、エリス。ほんと義理がたい奴やつだな」

「む、ぎ、義理というわけでは……な、ないのだが」

　エリスは唇をとがらせ、ごにょごにょとつぶやいた。





　　　　◇






　数日後、チーム・スカーレットの精霊剣舞祭出場決定パーティーがひらかれた。

　第一位の〈静寂の要塞サイレント・フオートレス〉を倒したことで、順位が一気に第三位まで上がったのだ。

　同じく順位の繰り上がった上級生の強豪〈チーム・ワイヴァーン〉、そして樫の賢者ドルイドの少女を擁する〈チーム・ケルンノス〉と共に、精霊剣舞祭への参戦が決まった。

　元素精霊界アストラル・ゼロの会場へ向かう船の出立は、一週間後だ。

　パーティーはクレアの部屋でおこなわれた。

　テーブルの上には、巨大なチョコレートケーキがのっている。

　まるでウェディングケーキのようなサイズだ。

「おまえら……ほんとにこれ、ぜんぶ食べるのか？」

　カミトが半眼でうめいた。

「しかたないじゃない。ヴァレンティア聖せい祭さいのチョコレートが余ったんだもの」

「カミトさん、わ、わたくしのケーキが食べられないとおっしゃいますの？」

　リンスレットが不機嫌そうに唇をとがらせる。

「これ、おまえが作ったのか。……相変わらずハイスペックなお嬢様だな」

「お嬢様はパティシエとしても一流なんですよ」

　ふふっと口もとに手をあてほほえむキャロル。

「キャロルは味見を手伝ってくれたんですのよ」

「はい、お嬢様のケーキが毎日食べられて幸せでした」

「うん、キャロル、おまえはもうちょっと働け」

　……こちらは相変わらずスペックの低いメイドさんだった。

「あら、カミト君、私とクレアも手伝ったのよ」

　むぎゅっ──と、やわらかい胸の感触を押しつけられる。

　はしたない第二王女様だった。

「フィアナ、おまえ……」

　フィアナが手伝ったと聞いても、いやな予感しかしない。

「ふふっ、ケーキだけじゃなくて、私も食べてもいいのよ？」

　耳もとで吐息まじりに囁ささやく彼女。カミトはカアッと赤くなった。

「な、なに言って──」

「カミト、私も食べていいのですよ？」

「エスト、意味わかって言ってるのか!?」

「……～っ、カ、カミト、こ、ここ、この変態……」

　ゴゴゴゴゴゴゴ……！

「まて、クレア、誤解だ──」

　そのとき。チリン、とドアの鐘かねが鳴った。

「エ、エリスがきたみたいだな」

　カミトはあわてて逃げるようにドアのほうへ向かった。

　ドアを開けたとたん──カミトは目をまるくした。

「……っ！」

　そこに立っていたのは──

　大きく胸もとのあいたパーティードレスを着た、エリス──だったのだ。

　顔には薄化粧をほどこし、唇には紅をさしている。

　髪形もいつものポニーテールではない。長い髪を腰までおろしていた。

「エ、エリス……その格好は!?」

「む、パ、パーティーというから、ちゃんとした格好で来たのだが」

　顔を赤らめるエリスのうしろで、二人の少女がくすくす笑っていた。

　ラッカとレイシアだ。……どうやら、またこの二人にはめられたらしい。

「お、おかしい……だろうか？」

　ぽっと頬ほおを赤く染め、上目使いに聞いてくるエリスに──

「いや、似合ってるぞ。……すごく綺き麗れいだ」

　カミトは頭をかきながら答える──と、

　ゴゴゴゴゴゴゴゴ……！

　背後から、ものすごい視線を感じた。

「……っ!?」

　振り向くと、お嬢様たちが「ぐぬぬ……」という顔でカミトを睨にらんでいる。

「な、なんだよ!?」

「う、うるさいっ、早くケーキ食べなさい！」

「もごふっ！」

　クレアが、ケーキを刺したフォークを口に押し込んできた。

　フィアナ、リンスレット……そしてエストまで──

　口の中にケーキをぐいぐいと押しこんでくる。

（理不尽だ……）

　ツンツンな美少女たちに囲まれながら、カミトは重いため息をついた。

　──一週間後、〈精霊剣舞祭ブレイドダンス〉がいよいよ幕をあける。





──ＥＮＤ
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あとがき






　──も、もっとえっちな格好をしろということかっ！




　というわけで、約三ヶ月のご無沙汰でした。志し瑞みず祐ゆうです。昨年末にスタートした学園ハーレム×バトコメ『精霊使いの剣舞ブレイドダンス』シリーズ第三弾をお届けいたします！

　好きな男の子にチョコレートを渡す──女の子にとってはドキドキなイベント〈ヴァレンティア聖せい祭さい〉を間近に控え、そわそわする学院のお嬢様たち。そんな中、学院の風紀を守る風王騎士団シルフイードの騎士団長、エリスがカミトにとあるお礼をしようとして──

「い、いまから、私は君専用のメイドだ。……い、いいな？」

　火花散る美少女たちの恋のバトル。学院都市を蝕むしばむ〈呪じゆ装そう刻こく印いん〉の闇やみ。

　そして、帰ってきた学院最強の精霊使い──！

　生き真面目まじめで不器用な（そして意外と胸の大きい）エリスの魅力をたっぷり詰め込んだ第三弾、ぜひぜひ楽しんでいってください！

　と、ここで担当の庄しよう司じさんから、ビッグなニュースが飛びこんできました！

　皆様のご好評をいただきまして、売り上げ好調の精霊使いですが──

　なんと、『月刊コミックアライブ』にてコミック版の連載が決定いたしました！

　コミック版の『精霊』を描いてくださるのは、吉よし平ひら善ぜん哉ざい先生。このあいだキャラデザを見せていただいたのですが……ヤバイです、超絶可愛かわいいですよ！

　こんなに早くメディアミックス展開できるのも、『精霊』を応援してくださった読者の皆様のおかげです。クレアやエストがコミックになって動き回る日を、どうか楽しみにしていてください。

　謝辞です。まずは桜さくらはんぺん先生、今回も素晴らしすぎるイラストをどうもありがとうございました。特に表紙のエリスが最高に可愛いですよね。黒タイツ最高。そしてなぜ彼女の胸当てがはだけているのか──それは永遠の謎なぞ、永遠の神秘、永遠のロマンです！

　作品が孵ふ化かするのをいつも温かく見守ってくださるＭＦＪのカリスマインキュベーターこと庄司様、今回もありがとうございました＆ご迷惑をおかけしました！

　また今回、『精霊』と同時発売、後ご藤とう祐ゆう迅じん先生のハートフル守護霊ラブコメ『つきツキ！』の挿絵を担当しておられる梱こり枝えりこ先生に、応援コラボイラストを描いていただくことができました。梱枝先生、どうもありがとうございます。『つきツキ！』は可愛い女の子いっぱいのとても面白い作品なので（志瑞は五ご行ぎようさん派です！）、未読の方はぜひぜひ読んでみてください。──ちなみに、『つきツキ！』３巻のほうには桜はんぺん先生のコラボイラストが載るそうですよ！

　三み坂さか編集長、校正様、装丁様、営業様、書店様、本当にありがとうございました。また、アニブロゲーマーズ新宿店様には、一巻に続いて二巻でも、特大看板＆剣舞ロードを展開していただきました。

　そしてもちろん、最大の感謝は、この本を読んでくださった読者の皆様に。

　アンケートを送ってくださった皆様、ご感想はいつも大切に、繰り返し読ませていただいています。アンケートは原稿を書く原動力、どしどし送ってくださると嬉うれしいです！

　※余談ですが、このあいだバイト先（某書店）でレジを打っていたら『精霊』を買ってくださったお客様がいて超ドキドキしました……！

　次回は第四弾。舞台は学院編（第一部）から精霊剣舞祭ブレイドダンス編（第二部）へ──第二部ではこれまでの伏線や謎なぞをいろいろ明らかにしていく予定です。もちろん「ラブ増量、面白さ倍増、バトル上等！」を合い言葉に、美少女たちの恋のバトルもこれまで以上にヒートアップしていきますよ！

　最後に、これから生み出されるエンターテインメントが、いまなお厳しい状況下にある皆様にとって、少しでも心の安らぎになることを願って──




　追記──

　去る四月、松まつ野の秋あき鳴なり先生のご訃報に接し、謹んで哀悼の意を表します。

　心の底から笑顔になれる素晴らしい作品の数々を、どうもありがとうございました。








二〇一一年　四月　志し瑞みず祐ゆう



[image: ]









　著者

　志瑞祐（しみず・ゆう）

　　[image: ]黒タイツ！黒タイツ！

　　……すいません。あまりに素晴らしい表紙にまたとり乱してしまいました。おかげさまでコミカライズも第決定の『精霊使いの剣舞』、これからもどんどん加速していきますので、どうぞ応援よろしくおねがいします！




　　第四回ＭＦ文庫Ｊライトノベル新人賞受賞。なごみ系ケルトコメディ『やってきたよ、ドルイドさん！』シリーズ、お城擬人化ファンタジー『白銀の城姫』シリーズを上梓。




　イラストレーター

　桜はんぺん（さくら・はんぺん）

　　４月６日生まれのゲーム原画家、イラストレーター。原画担当に『さくらビットマップ』（ＨＯＯＫＳＯＦＴ）など。

　　好きなことは絵を描くこと、睡眠。

　　ＨＰ「Petite*Cerisier」

　　http://petitecerisier.moo.jp/

















　　カバーイラスト／桜はんぺん

　　装丁／百足屋ユウコ（ムシカゴグラフィクス）
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